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ダイパータやリミッタなどのプラズマ対向機~(Fusion Eng. And Des. ; 1993)(Araki ; 
1989， 1992)、そして中性粒子ビーム入射装置は、片面から定常的に高エネルギー粒子の入
























した水冷却による高熱流束化促進技術(呉田; 1994， 1995)(Ornatskii : 1965) 
(J nasaka ; 198η(Celata: 1994)(Vandervolt ; 1994)(数土;1996， 199η 
(2 )スワールテープを円管流路に挿-入して旋回流にすることにより、限界熱流束を高め
る技術(Araki; 1989)(Celata ; 1994)(成合ら ;1992， 1994， 1995) 
(3 )ハイパーベイパー トロンに代表されるような特殊フィン付き伝熱面を流路内面に有
することにより高熱流東除熱を達成する技術(BaxI : 1993)(Cattadori ; 
1993)(Kovalev; 1976) 
(4)水の衝突噴流冷却により衝突点近傍で高熱流束除熱を達成する技術(Koshelev; 
1985)(Faggiani : 1990) 
(5)スプレーによりミスト滴を伝熱面に供給するミスト冷却による高熱流束除熱技術
(戸田 ;1973)(Kopchikov ; 1978)(Grimley ; 1988) 
(6 )管状流路にフィンを付け拡大伝熱面効果により高熱流束除熱をヘリウムガス冷却で
達成させる技術(Baxi; 1993) 


























性、圧力損失特性、ボイド率等が明らかとなってきた(Mishima; 1996)(Hibiki ; 
1993)(Fukano ; 1990， 1993)(Sugawara ; 1967)(Barnea ; 1983)(Bi阿部 ;1985)(lIijikata ; 








~ 1. 2. 従来の研究
サブクール水による強制冷却は、古くから広く研究がなされてきた(Bergles; 1981) 





←夕一範聞は、圧力が約7---1 5MP a、冷却水の流速が 3.......8m/s、サブクーリング
が25.......50K、L/Dが300程度が主であった。








もので、作動流体には水を用い、管内径がO. 4mm、加熱部長さが11. 2 mm、入口サ















そして低いクオリティ ・サプクール領域用の Tongの式 (1968)の修正式を提案している。
また、 Celataら(1994)は、幅広く実験データを収集し、分析 ・検討を行い、 稲坂らと同














Tong(1966)、 Fiori -Bergles (1970)、 Hino -Ueda (1985)、Mattsonら(1973)の報告が
ある。 そして、これらの内容は、 Weisman・Ileslamlon(1988)、Lee-Mudawar (1988)、
Ka tto (1992)により再評価されている。これらの評価を簡単にまとめたものを以下に記す。
(1) 写真等の観察により、加熱壁面近傍に蒸気スラグもしくは薄い蒸気層の存在が
確認されていること(Tong; ] 966)( Fiori・Bergles; 1970)( Hino・Ueda;1985)。
(2) 均等加熱円管においてパーンアウト直前に加熱壁面の温度変動が観察されること
(Fiori -Bergles ; 1970)。
(:3) バーンアウト時に、沸騰様式に急な変化が観察されないこと(Mattson; 1973)。
(4) 大きな蒸気もしくは蒸気スラグが、壁面近傍の境界層内で小蒸気泡の合体により発





(1) 液層の過熱度限界モデル(Tongら ;1965) 
このモデルは、壁面近傍の液層内で過熱度限界を超えることにより気泡層への熱
伝達が困難となり、バーンアウトに至ると仮定したモデルである。
(2) 境界層剥離モデル(Kutateladz; 1966)( Tong ; 1968， 1975)( Pucupile ; 1972) 












(4) 蒸気移動限界モデル、壁面近傍気泡充満モデル(Hebel; 1981)( Weisman -Pei ; 
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(Hebel ; 1981) Weisman -Pei (1983)は、気泡層内で均質二相流を仮定し、気泡
層内での限界ボイド率O. 8 2を超えた時にパーンアウトに至るとし、 Weisman-
Ying (1983)は、気泡層内でスリップモデルを仮定し、問機に限界ボイド率により
ノ〈ー ンアウトが決定されるとしτいる。しかし、 Styrikovichら (1970)の研究によ





至ると仮定しているモデルである。 Lee-Mudawar (1988)モデルは、 3つの実験定
数以外は、解析的手法により導出された式から構成され、高圧条件下でのCHFデ
ータを高精度で予測している。しかし、低圧条件下でのデータは、モデルの仮定か



















































































































第2章 小口径円管内強制流動沸騰実験 第2章 小口径円管肉強制流動沸勝実験
第2章小口径円管内強制流動沸騰実験 ~ 2. 2. 安定流動時の小口径円管内強制流動沸騰























熱伝達率測定実験、 ( 3)限界熱流束測定実験、及び (4)可視化観察実験が含まれる。
また、不安定流動時の熱水力特性測定実験としては、 ( 1 )熱流束上昇時の壁温変動、圧
力変動および限界熱流束測定実験、 ( 2)流量低下時の壁温変動、圧力変動および限界熱
流束測定実験、及び(3)不安定流動発生領域を調べる実験を行った。
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? ??? ??
沸騰二相流領域の長さ LTPは、 LTP= L -Lsubと求まり、沸騰二相流領域の摩擦損失











































M"'_.L 二 2 ・ f.~






層流 : f = 16/Re 





の式(1960)を検討した。その結果、 百10m の式は均質流モデ、ルに近い αex値を予測し、
-16 -
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Ll P f 0、Goで正規化すると次式となる。
赤川|ら(1969)は、垂直に設置した沸騰管内圧力損失の計算法を提案している そこで赤川
の計算法と実験結果の比較もあわせて行ってみたo 以下に赤J1の予測法を示す。
ある一様な熱流束 q、圧力、サブクールエンタノレピ Llhsub=h sat- h in下で、加熱
部出口においてちょうど飽和液となる仮想的な質量速度を基準質量速度Goとし、これを次
式で与える。












D M sub 
( 2・14) 
c=ま，AD *_ Mf 
山 f・-Mfo 
.L-GA2 





N L-Pf-Pg ahsub 









図2.5では、細い実線が、 LlP fの計算を Martinelli-Nelsonの式(MN)で計算し、 A 
Paの計算を均質流モデ、ル (HM)で計算した結果を、太い実線は、LlP aの計算を環状流































図2. 7に管内径Dが2mm、加熱部長さ Lが360mmの円管内に質量速度Gが10 
OOkg/nis、入口水温Tjnが200Cでイオン交換水を流した時の壁温と熱流束の関係
を示す。ここで横軸 TW. insideは、式(2. 1) より求まる加熱管の内壁面温度を表してい
-20 -
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の壁温と熱流束の関係を同様に示す。図2.7と同様に z Lが約O. 8以上では熱伝達率
の軸方向への依存性が小さい。その他の実験条件でも液単相領域では z;Lにより壁温の差
が大きくなり、核沸騰領域では z/Lの影響が顕著ではなかった。
図2. 9および図 2. 1 0は、図2.7および図 2. 8の実験条件で得られた結果から
熱伝達率hを計算し、 zをパラメータとし壁温の関数として示した結果を示す。図2. 9 
および図 2. 1 0から以下のことがわかる。
( 1 ) 壁温が低く液単相領域と考えられる領域では、 hは壁温にあまり依存せずほぽ一定
値と見なせる。また、 zが小さいほどhが高い値となる
( 2 )壁温が水の大気圧飽和温度である 1OOOC以上で安定した核沸騰が生じていると考
えられる領域では、液単相領域とは反対に zが大きいほどhが高い値となる。
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原因である と考えられるc 閃2. 1 2は同様に凶 2. 8の実験条件でNuを計算し、 Xの
関数として表示した結果を示す。図2.12の傾向は図 2. 1 1の傾向と同様で、ある 他





















圧下で肉厚が 2. 1 mmから O. 8 6 mmに減少したとき 5%以下の限界熱流束低下があ


























図2. 7お上び図 2. 1 4から液単相強制対流領域では、入口の熱的に未発達な領域で熱
伝達率が高く、壁温が低くなることが確認できる。熱的に発達するまでの距離は、入口形
状や実験条件により異なるが、 z/Dが50以下で熱伝達率の変化率が大きいことから、以


















用いて以後データ整理を行うことにする。 L/Dで整理する長所は、 Xexが q Gグラ
フ上で管内?をによらず決定され、パーンアワト発生機構の考察が行いやすいことである凸
図2. 1 6は、 L/Dが5、入口水温が 10"Cの場合の実験結果であり、管内径をパラ
メータとして質量速度による限界熱流束の変化を示す。 図2.1 6中の点線は、 Xex=0 













qm以 ，m以 =Pg . hfg ..J RT /2π 
(3.2)L/Dが限界熱流東に及ぼす影響








m、L/D> 2 5、G>1500kg/nisでは、 8%以下になる。
図2.1 9は、管内径が4mm、入口水温が 100Cでの実験結果で質量速度と L/Dが







は、図2.2 0に示すように、高流量であればL/D= 1 0---25を境に、 L/Dが小さ
くなるほど限界熱流束が急上昇する低L/D領域と L/Dの変化に対して限界熱流束の変
化が顕著でない高L/D領域におおよそ分けることができる。そして、流量が小さくなれ














お、 L/Dが 10の結果は、図 2. 1 6と図 2.1 7の中間的な分布となっており 、
L/Dが50の結果は、図2.1 7の高クオリティでの管内径に依存しない領域が広がっ
??? ，? ? ?。 ，?
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(3.3)入口サブクール度が限界熱流東に及ぼす影響
図2. 2 1は、 管内径が6mm、L/Dが5の場合の実験結果であり、限界熱流束を入
口サプクール度~Tinの関数としてプロットした結果を示す。また、図 2. 2 2に同実験
結果をXexの関数としてプロットした結果を示す。 L/Dニ 5と加熱部長さが極端に短い
場合は、図2. 2 1のように限界熱流束がぱらつく領域がある このばらつく領域と高流
量を除くと入口水温の限界熱流束に及ぼす影響は小さいと言える。 Xexの関数としてプロ
ットした図 2. 2 2から、 Xex>0の領域では、同質量速度では、同グラフ上で右上がり
の傾向があることが、 Xexく0の領域では、左上がりの傾向があることがわかった。そし
て、限界熱流束は、 Point (A) (X e x = 0近傍)で最小市直をもっている。図2.2 1上での
Point (A)位置もあわせて記した。 図2. 2 1と図2.2 2より、わかったことを以下に記
すp













































した。観察結果の一例を図 2.2 4の右に示す。(a )は微小流量[G=4.8 k g/rris] 
のときのドライアウトの様子を、 ( b )は低流量[G=28kg/rris]の時のドライアウ
トの様子を示している。なお、 (a) (b)共に Tin 50
0Cである。(a )から、微少
流量時には加熱部上端から液膜が流下することにより加熱部中央にドライパッチが発生し
ていることが、 ( b)からは、 ドライパッチが加熱部上端付近で発生とリウエットを繰り
-27-
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返した後、白熱領域が上流側まで広がり破断 (b7は破断直後)してゆく様子が観察でき
る。高速度ピデオによるドライアウト現象の観察から以下のようなことがわかった
( 1 ) 管中央を高速に上昇する液滴が、すぐに出口に到達し、加熱部内で液膜に再付着し
にくい様子が観察された。この加熱部が短いときのデポジション率の低下は、限界
熱流束を低下させる効果があると考えられる。












( 1 ) 可視化試験部B (半周加熱)を用いて測定された限界熱流束値は、他の条件を同じ
にし、質量速度の関数としてみたとき、全周加熱試験部による限界熱流束値と比較







告している。作動流体にはエチノレアルコールを用い、管内径が 1. 3 8 mmと













2. 3. 1. 実験装置
図2. 2 5に不安定流動実験に用いた実験ループの概略図を示す。基本的には、図 2.
1と同様であるが、試験部の上流に不安定流動を発生させるためのサージタンク(容積5.































熱流束がO. 8 MW/rri以上では、圧力損失がLlP-Gカー 7~上で、極小値を持つことがわ
かる また、熱流束が高いほど、極小値は高流速、高圧力損失側に移行していることがわ



















CASE1で実験を行い、限界熱流束特性を調べた。その結果を図2. 28'こ示す<' C 
ASE1での限界熱流束結果は、非常に特徴のあるラインを示しており、圧縮性空間の体


















































験的に調べた。図2. 3 1 ~こ不安定流動発生領域を調べた実験結果を示す。 まず、圧縮性
空間の体積を O.4 1リ7トル、または4.1 6~1~Mこ設定し、熱流束を所定の値に設定した
そして、質量速度を小刻みにステップ状に低下させ、振動が発生し始めた点を記録した。





















































































































表 2. 1 熱伝達実験の実験条件
INLETWATER 
MATERIAL THICKNESS TEMPERATURE 
[mm] T1n ["C] 
Ni 0.5 20 
Ni 0.5 20 
Ni 0.5 10， 15 
Ni 0.5 10， 15 
Ni 0.5 10， 15 
SUS304 1.0 10， 15 
Ni 1.0 20 
表 2.2 限界熱流束実験の実験条件
UD MATERIAL THICKNESS 
[ -] [mm] 
5 SUS316 0.5 
10 SUS316 0.5 
25 SUS316 0.5 
50 SUS316 0.5 
100 SUS316 0.5 
5 SUS316 0.5 
10 SUS316 0.5 
25 SUS316 0.5 
50 SUS316 0.5 
5 Ni 0.5 
10 Ni 0.5 
25 Ni 0.5 
51.5 Ni 0.5 
5 Ni 0.25 
10 Ni 0.25 
25 Ni 0.25 
50 Ni 0.25 
SUS316 1.0 
5 SUS316 1.0 
10 SUS316 1.0 
25 SUS316 1.0 
50 SUS316 1.0 
5 Ni 1.0 
10 Ni 1.0 
25 Ni 1.0 
50 Ni 1.0 
5 SUS316 1.0 
10 SUS316 1.0 
25 SUS316 1.0 
50 SUS316 1.0 




















































































TC PRESSURE TAP 
(A) D=6mm， VERTICAL 
DP ; DIFF. PRESSURE CELL 
(8) D=2mm， HORIZONTAL 






Single phase ~ 




-0- z= 15mm (ZIiι= 0.04) 
・骨・ z= 45mm (zlL= 0.13) 
-ー0- z= 75mm (zlL= 0.21 ) 
ー会- z= 105mm伊1.=0.29) ・._ z= 135mm (zlL= 0.38) 
"，0"， z = 165mm伊1.=0.49) 
，0" z= 195mm (zlL= 0.54) 
，.0." z= 225mm (zlL= 0.63) 
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2 mm) 壁画温度と熱伝達率の関係 (D-9 図2.
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UD = 5， Tin = 10C 
o D = 1.0mm 
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UD = 25， Tin = 10C 
o D = 1.0mm 
ロ D=2.0mm 
o D=4.0mm 
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L/Dと質量速度と限界熱流東の関係、図2.
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|D = 6mm， UD = 51
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V = 4.16 Iiter 
D = 6mm， L = 680mm IX_日 =1・.'
T'n = 30 C I -~ 
ν= 4.16 liter I 
BqFNqfJTlX=0」it~r)
. _.-~-楽 J減_.. .. ・， ※・":' ;Ji 
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E了/了.'・ (V = 4.16 Iiter ) 

































TC ; THERMOCOUPLE 
DP ; DIFFERENTIAL PRESSURE CELL 
P ; PRESSURE GAUGE 
BY-PASS 
(a) q = 0.4626 MW/m2 
473 
(b) q = 0.5118 MW/m2 不安定流動実験用ループの概略図2 5 図2.
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→← q = 1.306 MW/m2 


















• • ?• ，?• ?• ?? ?• • ?• •?????• • • ?
?• ?????
??? ??• ，???• ?• •• ，?• • ? ?
D = 6mm， L = 680mm 
Tin= 30 C 
...... V= 0 Iiter 
-+-v = 0.66 Iiter 














u. z υ 
• •?• • 
• ??，?• •，?• • •• • • • • •• • • • • • • • •• • • •• • •• • • • • ?• •• • •• • • •• ??• • ?
D = 6mm， L = 680mm 
7in = 30 C 
.ーV= 0 liter 
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q = 0.8243 MW/m2 


























































































(TRAC-PF 1およびBFlコードの構成式として採用されている。)、。u= 4. 













































.Gnielinskiの式(1976) 適用範囲: 3000 < R e < 106， O. 5く Prく2000
Gnielinskiは、 Petukovの式を修正し、低レイノルズ数領域 (Re<104) に拡張した次式
を与えている。
Nu=Jf 2) (Re-l000). Pr 
~ 'H 1 +12.7JT2(Pr2 3 -1) 
(3・6)
.Dittus-Boelterの式 (1930) 適用範囲:104 ~ R e 孟 105、1壬 Pr孟 10の液体
• Sleicher-Rouseの式(1975) 適用範囲: 104 < R e < 106， O. 1 < P r < 104 
Nu = 0.023 ・ Re O. 8 •PrO.4 
(3・2) Nu = 5 + 0.015・Refa. Prwb 
a = 0.88 -0.24/ (4 + Prw) 
b二 1/3+0.5e.城-0.6. Prw 
ただし、 物性値はバルク水温での値とする。















Nu= ・ Re O. 75 •Pr -
1+ 1. 7 ・ Pr -ν4.Re- O• 1刊Pr-1)













k -O. 65 : D 2mm， 2.2mm， R e inく3000
k O. 78 : D 2mm， 2. 2mm， R e in孟 3000
D 6mm， R e inく 3000
k O. 80 : D 6mm， R e in ミ~ 3000 
(3・8)
ただし、 Reinは管入口での液単相レイノルズ数とする。流れが層流であろうと考えられ




い実線は、式 (3・8)による計算値である。図3. 1および図 3. 2から熱的に発達し
た領域では、式 (3・8) による計算値が実験値とよく一致することがわかる。
3. 2. 3.加熱部入口からの距離が液単相強制対流熱伝達に及ぼす影響
液単相領域では図2. 7および図2. 1 4からわかるように熱的助走域で熱伝達率が高
くなり、同じ熱流束でも壁温が低くなる。この熱的助走域での軸方向熱伝達率分布は、完
全に発達した領域での熱伝達率の式 (3・8)をもとに次式で表される。













~ 3. 3. 核沸騰開始条件
核沸騰開始条件式として次式で表される Bergles-Rohsenowの式(1964)が、多くの解析
コードで使用されている。そこで、図 3.1や図 3. 2中に Berglcs-Rohsenowの式による
核沸騰開始条件をあわせて示した。
• Bergles・Rohsenowの式 (1964) 適用範囲:水の圧力 1-......140ataの範囲
Qinc = 15.60. pl.I56 {丸一zinF
(3・10) 
ただし、 qinJBTU/ft2h]，P[psia]， T[O F]である。
核沸騰は、図中の Bergles-Rohsenowの式と修正 Dittus-Boelter式の交点で発生すると考え
る。D竺 2mmと6mmでの実験結果の内、管入口端および出口端での壁温と熱流東の関







Q = 3.0 x 10-4 .企ら2.6
(3・11) 
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ただし、 q[MW/ば]、 l:.Tsat [K]である。式 (3・11)による計算値を図 3. 1， 
図3. 2，図 3. 3、図 3. 4、図 3. 5に示す。
ただし、 hFCはDittus-Boelter式により算出し、 ψ。は次式による
'1/0 = 230(q Gι) 0.5 
~ 3. 4.核沸勝領域の壁面熱伝達特性 ( 3・15) 
3. 4. 1. 既存の熱伝達率相関式の評価 'Chenの式(飽和沸騰用) (1963) 
Chenはそれまでのデータを検討し、熱、伝達率は強制対流蒸発と核沸騰の両方の影響をう
けるとして、次のよ うに両者の熱伝達率の和として表示する整理方法を提案している。図3. 6にDが6mm、Lが360mmで、 Gが 100kg/m2sでの実験結果と既存
の飽和核沸騰領域用熱伝達率式の計算値の比較結果を示すl 比較した飽和核沸騰用熱伝達
率式は、Denglcr-Addamsの式(1956)、Shahの式(1977)、Chenの式(1963)、S創世の式
(1960)、均質流モデル (1991)， Jens-Lottesの式(1951)、および百10mの式 (1966)で
ある。これらの式を以下に示す。
hTP = hcon + hbo 
( 3・16) 
ただし、 hCONは強制対流蒸発による項、 hb 0は核沸騰による項で、
.Dengler-Addamsの式(1956) 適用範囲 :水、 P=0.06._， 0.28MPa，管内上昇流
流れが環状流状態になると、壁面に沿う液膜を通して対流熱伝達により、気液界面で蒸







kf .1門G.(ト1ト〕川一寸寸x功).D]?O8 P丹丸rOhιc仰仰 =FれxOω.βOω2幻3.一一.1 ' / 1. Prr 
山 DI μf J J 
I k f 0.79 φf045 PfO49| 
九。これ 0.00122・I:~ Q29 ， Q24 0241. (乙-T:) 0.24 . (九一p)0.75






の式で計算される。 F= 1.0 
kr 
hrn = 0.023・_J_.Re V •ð • Prv， 
山 D ル2.3S{土+叫 αく0.05 または xく1.0x 10-5 α ~ 0.05 かつ x ~ 1.0 x 10-5 
(3・13) (3・18) 
なお、本研究では特にボイド率αを計算せず、クオリティ xの場合分けにより Fを決





X t t (Lockhart-Martinelliパラメータ)は、
(3・14) 
??? ???
















? ただし、 0.01~ Xt ~ 10 
ただし、 Rem、μmは次式による
Re__ = G.D e 一一一一
μm 
(3・19) 






Retpp < 32.5 
32.5三Retpp三70.0




ただし、LlTs : K、p : MPa、 q: W/ばである。
hw=[G(lJ)DJIG-4F125 .η10mの式(1966)
(3・21) 
dI: = 0.022. ql 2 exp (p J 8.6) 
(3・27) 
• samの式 (1960) 適用範囲:水、 P=o. 1 ~ O. 27MPa、管内下降流
土=1.48. (ぃ




図3. 7にDが2mm、Lが360mmで、 Gが 1000kg/m2sでの実験結果と既
存の飽和核沸騰領域用熱伝達率式の計算値の比較結果を、図 3. 8 ~こ Dが 6mm 、 Lが 3
60mmで、 Gが5000kg/m2sでの実験結果と既存の飽和核沸騰領域用熱伝達率式











-均質流モデル (Mixturemodel in M別I・TRAC) (1991) 
二相混合強制対流領域に対する壁面熱伝達率は、次式により表される。
ι=00232L Re-08pr04 
J turb D'" J 
-60一 -61-
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3. 4. 2.小口径円管内飽和核沸騰熱伝達用相関式の評価
環状流的な流れに変わり、ポストDNBに遷移している現象であると考えられる。




図3. 6、図3. 7および図 3. 8の比較結果からわかるように、従来の式による計算
値は、実験結果と一部の領域でしか 一致しない そこで、小口径円管内飽和核沸騰二相流
での熱伝達率を概算する式を示すことにする
~ 3. 6. 結言
Nu=α.X+b 
a -9.7 X 10 6 D1.93 
b -1342・D.R e inO• 44 
小口径円管内での強制流動沸騰二相流実験を実施し得られた結果と既存の相関式と比較
し、適用の可能性について検討したむそして、以下の結論を得た

























このような式にした理由は、図 2. 1 1や図2. 1 2に示されるように局所クオリテイ
Xが正の領域で、ヌセルト数lVUがx，こ対して 1次関数的に増加する傾向を示すことによ
る なお、式中の係数 a及び bは無次元数であることが望まれたが、データが不十分であ
るため現時点ではD[m]を含む形で示した。
式(3・28)による計算値を図3・1，図3・2，図3・3、図3・4'こ太線で示す。
式 (3・28) と実験結果を比較すると、 Lが360mmの場合士10C: 以内の予測精
度で壁温を計算できる しかし、 Lが100mmと短い場合には予測精度は士 20 'C程度
に低下する
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• Experiment 
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A Experiment 
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D = 2mm，L = 360mmレ'0=180 ) 
G = 1000kg/rrts ( Re = 1994 ) 
たn=20 C 

















10 200 100 
T w.inside [C] 
10 
実験結果と軸方向熱伝達率分布の補正式および新相関式との比較結果3 図3.実験結果と既存の相関式および新相関式との比較結果
G= 1 0 0 0 kg/rf s、出口近傍)
1 図3.
2mli、(D 
D = 2mm，L = 100mm V-JD= 50 ) 
G = 600kg/ms，宍n=20 C 
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-z=25mmlML=025} 
Experiment -ー.New Correlation 
z= 55mm (zlL= 0.55) 
口 Experiment
-ー- New Correlation 
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D= 6mm，L = 360mm (UD= 60) 
G = 1000kg/nfs (Re= 6982 ) 
Tin = 20 C 
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D = 2mm，L = 360mm (UD= 180) 
G = 600kg/nfs ( Re = 997 ) 
Tin= 20 C 






















L = 100mm 
G = 6000kg/m 2S 
Tin = 20 C 






L = 360mm 
G = 100kg/m 2S 
Tin = 20 C 














D = 6mm，L = 360mm (UD = 60 ) 
G = 6000kg/n?s (Re = 29910 ) 
Tin = 20 C 
X-1 D= 6mm，ι= 360mm (UD = 60 ) 
G = 100kg/n?s ( Re = 698 ) 
Tin= 20， C 
2.00 


















































1 0 0 kg/nf s、出口近傍)
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G (D= 6 mm、
6 図3.
小口径円管内強制流動黙伝達
NUaJ = 0.023・Rek0 PrO.4 
k=0.65 : D=2mm，2.2mm， Rein <3000 
k=0.78 : D=2mm，2.2mm， Reinミ3000
D=6mm， Rein<3000 
k=0.80: D=6mm， Rein> 3000 
lSiψ 仰 sec仰 ω onI 
Nu=N九州[0.0140{(z / D)+ 17}] 
|Onset ofn帥




















D = 2.2mm 
L = 113mm 
(UD= 51.4) 
巧n= 11.9C 
G = 5983kg/n?s 
Xex=・0.03
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D = 6mm， L = 30mm ( UD = 5 ) 
Tin=103C，G=342kglm2S 
Xex = 0.26 at CHF = 1.66MW/m
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Katto (1989， 1990， 1992)、Celataら (1994)による薄被膜ドライアウトモデル、気泡充満






























(C) D N B型のパーンアウ トのパーンアウト発生時の可視化観察例と壁面温度変動の一
例を図4. 1の下に示す。観察結果からわかったことを以下に記す。
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大きさまで合体しながら速度を増してゆく。
( 3) パーンアウトは極めて高速(1 000フレーム/秒の高速度ビデオによる観察でも
捕らえられない。)に進行し、破断位置は、必ずしも出口端とは限らない
また、壁面温度変動の測定結果から、以下のことがわかったo
( 1 ) 限界熱流束近傍までは、壁面温度の振動幅は:t1 Oc以下と小さく沸騰遷移は観察さ
れない。




















( 3) 管内径が 6mmの場合、後述する特殊な領域以外は、出口クオリティが約O.2 5 
以上でドライアウト型となり、約O. 2 5以下でDNB型となる。そして、ドライ
アウト型の場合には、沸騰遷移による壁面温度の振動が顕著に生じる









































( 3. 1) すぐにお互いの気泡群が集合し、大きめの気泡となり離脱し、合体成長する「低
流量 ・小口径型j



































4. 4. 1. ドライアウト型パーンアウト領域
( 1 )実験相関式の適用性の評価








L [mm] l G [kg/m2s] I P [MPa] 
25.4 - 3099 く 18，600 1.7 - 20.4 
(1. 1. 1)高流速領域
A+~C.D(Gx 附)的
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? ? ???? ?
c = 0.0010 D 14 (G x 1パー105
(4・4)
(4・1) 







qcO ーハハハo( Pv ) 013(σ P/ ) 043 (L / D)027 
G Hj主-.---" PI) 人G2.Lノ 1+ 0.0031 (L / D) 
ただし、使用単位は以下に示すとおりである








qc_0 _ = 0.03841企.1 1 三 •P/ 1 
G'Hfg ¥"Pl) ¥G
2
.Lノ 1+ 0.280 (σρ1 / G 2 . Lr 23 (L/ D) 
(4・7)
そして、式 (4・4)右辺のパラメータ Cの値は、 L/Dく 50に対しc=O. 2 5、





BTUlb h f g 
Jj h i : 入口エンタノレピ BTU/lb 
図4.4の (1 )に Macbethの式と出口で正のクオリティとなる領域でパーンアウト
した実験データ (以下、正クオリティの実験データと呼ぶ。)を比較した結果を示す。












? ?? 1.043 
(4・8)
かった。 K ・ 5 0.0124+D/L -
6(ρv/PI)013(σρI /G2 'Lf3 
(1. 2) Kattoら (1992)による相関式
入口サブクールエンタルピム応、 蒸発潜熱 f若g、限界熱流束 qcに対して、
(4・9)
-76 -
(0.0221 + D / L)(D / Lt.
27 
K = 0.416 
(pν/ Pl )0.13 (σ Pl / G2 • L) 0.43 
q c= q cO[ 1 + K( Ml， / H fg) ] (4・10) 
(4・3)




K= 1.12--' F 
(ρν / Plt
60 








図4. 4の(2)から、 1MW/rf.以上で Kattoの式は実験データと比較して高い値に計
算される傾向があることがわかったo






L [mm] I Uin [m/s] I P [MPa] 
65 -990.6 I 0.03 - 29.9 0.1 - 0.69 
CHF [MW/m2] 
0.17 - 41.6 
(1. 3. 1) 高クオリティ領域 (G/(L/D)2が150以下である場合)
(~) D02(~r5 =山
(4・12) 
(1. 3. 2) 低クオリティ領域 (G/(L/D)2が150以上である場合)
(~) D02(~r15 =附 GO.s
(4・13) 
ただし、使用単位は以下に示すとおりである。
Q/S: 限界熱流束 BTUlhft2 
G : 質量速度 Iblhft2 
L : 加熱部長さ ft 




Lowdermilkの式は、管内径が4mm以上、 L/Dが25以上では、図4. 5の (2)の
ように、本実験データと極めて良く 一致していた。しかし、式の範用範囲外である。L/




















D [mm] I Lのrr--l 1rn [OC] I G [kg/m2s1 
6 25，50， 113 10. 30 10 - 2，000 
解析結果
図4. 5の(2)に、管内径が6mmで、 L/Dが50での FIDASコードによる解析結
果と実験結果の比較を他の相関式と共に示す。また、 L/Dが25、11 3の場合での比
-79 -
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較結果を図4. 6の(1 )および(2 )に示す。これらの比較結果から、 L/Dが50の
場合は実験データと良く一致しているが、 L/Dが113の場合はやや高めに、 L/Dが
2 5の場合には低めに計算されることがわかった。また、図4.7の(1 )および(2) に
管内径が 6mmで、 L/Dが11 3、入口水温が 300C、質量速度が 400kg/rrfs、
そして入口圧力を 0.29MPaとした場合の FIDASコードによる解析結果を示す。た
だし、これらの計算は、液滴初速度を液膜速度に等しいと仮定した場合での結果を示して


















( 2) また、高質量速度において限界熱流束を過大評価する原因として、 ( 1 )の理由の
他、蒸気流速が大きいとき液滴割合を過小評価している可能性もある。
(3) 図4.6 (1)の比較からわかるように、 L/Dが小さくなるほど限界熱流束の予
測値は実験値より低く計算される傾向がある。今後は、液滴割合に対する L/Dの
効果を詳細に調べる必要がある
(4 ) 図4. 7 (2)の蒸気流速の解析結果のように、質量速度が大きいとき、限界熱流
東近傍では蒸気流速が300m/sを超え音速に近くなるので、臨界流も考慮する
必要があるかもしれない





(1. 1) Knoebel (1973 )による相関式
?
表4.4 K.noebclの式の適用範囲
L[mm] I Uin [m/s] I P [MPa] 
610 I 3 ・ 7.5 I 0.4・1.0
CHF [MW/m2] 
8 -15 
q = 4.85 x 1刊+1.71 x附 G)(l+ 0.124札 b)
(4・14) 
ただし、使用単位は以下に示すとおりである
q : 限界熱流束 W/m2 
G : 質量速度 kg/m2s 









I-[mm] I Uin [m/s] I P [MPa] 
610 ・ 2000 3 ・ 7.5 3.4 - 10.2 
CHF [MW/m2] 
8 - 15 
-80- -81-





q = (128.7. G + 1.21 x 106)(8 + 1.8. d九b)027
ただし、使用単位は以下に示すとおりである
q : 限界熱流東 W/m2 







No information I No information I 1.5 ・ 13.7
D [mm] L [mm] Uin [m/s] P [MPa] 
0.17 -0.59 
CHF [MW/m2] 
2.8 - 10.2 
CHF [MW/m2] 





















(Q/A)so : 限界熱流束 pculhft2 
V : 流速 kg/m2s 
表4.6 Zenkevichの式の適用範囲
No information No information 
Ts 入口サプクール度 K
















? ?? ?? ??
(4・16) 
図4. 8の(4)にMirshakの式とサブ、クール領域の実験データを比較した結果を示す。
図4. 8の (4)から、 Mirshakの式は、 Griffelの式と同じ予測傾向を示し、高熱流束
域になるほど実験値に対して低い値に計算されることがわかった。
ただし、使用単位は以下に示すとおりである。
q : 限界熱流束 kW/m2 
G : 質量速度 kg/m2s 
(1. 5) lnasaka (1992)による相関式
g 重力加速度 9.8m/s2 
σ 表面張力 N/m 
1ノ 動粘性係数 m2/s 
hfg 蒸発潜熱、 kJlkg 
hs 飽和温度での水のエンタルピ kJlkg 





L [mm] I G [kg/m2s] 











。 。 ? ?? ?
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ここで、定数Cは以下の式を用いて計算される
ここで、定数Cは以下の式を用いて計算される。
(1. 5. 1) 低熱流束域
(4・19) 
c = (0.27 + 5.93 x 10叫v
C = 0.24 -1.91 Xex + 22.9 Xex 2 (4・23) 
ただし、 vは、下記の式を用いて計算する。
(1. 5. 2) 高熱流束域
C = 0.52 -2.61 X町 +262XJ (1. 6. 1) Xex> O. 1の場合
(4・20)
(1. 5. 3) 超高熱流束域
C二 0.84-3.42 X目 +30.4XJ
'1/ = 0.825 + 0.986・Xex
(4・24)
(4・21) (1. 6. 2) X exく O. 1の場合
ただし、使用単位は以下に示すとおりである。








抗 : 主流部の速度 ft/s 
Bo : ボイリング数 (=q/(G.hfk)
Re : レイノルズ数
五x : 出口クオリティ





(1. 6) Ce1ata (1994)による相関式
図4.8の(6)にCelataの式とサブクール領域の実験データを比較した結果を示す。





L [mm] I G [kg/m2s] I P [MPa] 
(1. 7) Vandervo1t ( 1994)による相関式
















表4. 1 0 Vandervoltの式の適用範囲
VD [・] I G [kg/m2s] I P [MPa] 
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(q/ At，= 17.0S[ヤい[(ドドい(伊ρ例Gσの，)0… 3却別州9卯叫0(
X [(1，)"3価O(G'}+O001730(T川 和 )]
x [(P') 01289] 
x [1 + 0.01川 D')2叫 078山∞9299(T)] 
X [ 1.540 -1.28昨ID)'] 
な無次元式にまとめてみた。式を下記に記す。
(4・26)
Bo = (2.3 -k. Xex) X 10-4 
(4・28)
ただし、使用記号は以下に示すとおりである。
Bo : ボイリング数 (=ql(G.hfg))
G'= 0.005 + G I 105 [kg 1m2 s] 
Xx 出口クオリティ
σ 表面張力 N/m 
G 質量速度 kg/m2s 
V 動粘性係、数 m2/s 
k 定数
L > 10mmの場合 k= 54 
L ~ 10mmの場合 k=93 
ただし、
T'= 5 + I1Tsub : [C] 
P'二 (0.0333+ P)/3.0 : [MPa] 
D'= D 10.003 : [m] 
(L I D)' = ( L I D) I 40 
(4・27) 
ただし、使用単位は以下に示すとおりである。
(qIA) cr : 限界熱流束 W/m2 
図4.8の(8 )に (4・28) 式とサブクール実験データを、比較した結果を示す












































X=Xe -Xen • exp(Xe / Xen -1) 





Pe f = G. Cp f . D / k f とすると
Pe f < 70000 の場合
8=竹吋ごr[1吋三J(平J'
(4・29) 
qB =q…led -qFc = qassumed -h陀(丸一号)
" = O.02{引
Xen = -0.0022[q / (Pf .hfg)] [D. CPf. Pf /わl
(4・36) 













? ? ? ? ?? ?
?















乙一号=[(φ。-1)(九r一号)+ ( qassumed / h陀)]/φ。
(4・37)
(4・32) 



























y+ =δ(τw / pavg)05 /(μ吋 /Pavg) K = 22.4 [ 1 + K 3 ( 0.3 55 -α)] / (pg / P[ r 28 Re-0.8 
(4・41 ) (4・48)
ただし、 α>0.355 のとき、 K3二 O 、α<0.355 のとき、 K3= 1.33 である
1 O. 蒸気スラグの通過時間 τ
U+ = U / (rw /ρavg ) 0.5
(4・42)
U+ = y+ (0 < y+ < 5) 
U+ = 5 + 51n( y+ / 5) (5 < y+ < 30) 
U+ = 5.5 + 2.51n y+ (30く y+) 
τ= LB / UB 
(4・49)
(4・43) 1 1. 限界熱流束 q~qcHF
rw = /. Pavg(G / pavg)2 /8 
(4・44) 
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図4. 9の(1 )、 ( 2)は、横軸がモデ、ルに与える熱流束の仮定値 qa叫 medを、縦軸が
モデルによって計算される熱流束値dを表している。収束計算によって cj= qassumedとなる
熱流束が限界熱流束 CHFであり、この値を図中ではOで示している。また、図4.9 
の(1 )、 ( 2)では、参考のために加熱部出口でのボイド率の計算値を右縦軸に示しで
ある。
図4. 9の(1 )は、管内径が lmm、L/Dが5，入口水温が 19. 20C、質量速度
が19130kg/m2s (以下、 Case1と呼ぶ。)での Kattoモデルの特性関数を示して
おり、 3つの解を持つことが分かる。図4. 9の (2)は、管内径が6mm、L/Dが2
















た結果(図4. 1 0の(2) )、計算値のばらつきが小さくなったo しかし、 Kattoモデル
は本実験条件では実験値に対して高めに計算される傾向があることが分かったo また、図



















必要な物性値は、 Cpf，k f'μf'λ， Pf' Pg，σ.であり、これらは飽和温度での値
を用いる。
2. 熱流束 q assumed を仮定
3. 壁面温度品
円管内の液温分布を考える。
主+i_…edS= ~ ， T_， + 2? ， T_1 + y+ (R~ ~ 30 二一一一一 r 一一-:-rc pf -y + (R) ~ ml • y + (R) ~ m2' y + (R) ~ m3 
(4・51 ) 
九-T=QPry+
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????? ??
?



































y〆川州刑+可布判(伊例R吟)lnベ同)-1 + 30 








+吋計 In[卜ω吋3お矧5"4fが刊σ川(δ司l卜一2} (ν〆山M主幻刈3却0) 
ただし、
T__=T+笠笠盟主ι
m In rCpf 
Q 一 q 伺仰仰s幻E
pfCpげfUr






9. 蒸気スラグの長さ Ls 
Dn=竺σf(β)Pf-
B f G2 
(4・56)
ム _2Jr(5(Pg + Pf) 
-
B PgPfu; 
5. 摩擦係数 f (4・61) 
1 O. 熱流束イ
-94 - I -95一


















図4. 1 1の(1 )に Case1での Celataモデルの特性関数を、図4. 1 1の (2)に
Case 2での Celataモデ、ノレの特性関数を示すo Celataモデノレは一般的には 1つの解しか持た
ないが、加熱部長さが短い場合には、図4. 1 1の(1 )のように解を複数持ったり、実











図4. 1 2の(1 )、 ( 2)から、 Celataモデルの計算を行い解が得られ、かつLs>L
となる計算値のみを実験値と比較した場合には、実験値に非常に近い値を予測しているこ
2. 熱流束 q"を仮定
3. 気泡離脱点での液エンタルピー hZd (Levyのサブクール沸騰モデル)
Re = GD/ fJf 
(4・63) 
HZ = 0.023 ReO.3丹 04kf/D








? ? ? ?
』
、 、，?
?、 ? ? ? ??
? ?
?
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e - Xen exp(Xe I Xen一1)
一時 1 -Xen exp(xe-xen-l) 。=0.1お[GI (9.7 x 1叫酌03
(G壬9.7X 106 kダm2h)




Xen = 正味蒸気発生開始点での平衡クオリティであり Saha-Zuberの式で計算した
8. 乱流による横方向速度の式に含まれる φファクター
横方向変動速度がの標準偏差
Pe = GCpfD I kfとすると
σv、=ibG I Pmg 
(4・76) 
Pe < 70000の場合
Xen = -0.0022 [グI(pん)] [DC p fP f I kf ] 
Pe) 70000の場合














九=1 I [んIPg +(1-Xmg)1 Pf] 
ここで、
(4・71) 


















Kは実験定数で、ここでは K 二 5.5とする
気泡層のボイド率 的=0.82 と仮定する
気泡層のクオリテイ
XαbPg / P! 
ーー
b -[1-(1-Pg / P!)αb] 
気泡層の密度
Pb = 1/[Xb / Pg + (1-Xb) / P!] 
コア層の密度
PC = PavgrO 
2 
/(η-S Y -2P b (ro -0.5 S )s-/(η-SY 
ただし、 ro =D/2 
コア層のボイド率
αc =(Pt一ρ'c)/ (Pt -P g) 
コア層のクオリティ
X_ = ρf 

















図4. 1 3の(1 )に Case1での Weisman・Peiモデ、/レの特s性関数を、図4. 1 3の (2)
にCase2でのWeisman-Peiモデルの特性関数を示す Weisman・Peiモデルは、図中のO
で示す熱流束で解を 1つ持つ。また特に計算不可能な領域も存在しない そのため Katto
モデソレやCelataモデルと比較すると収束計算は簡単である。




Kattoモデル， Celataモデノレ， Weisman -Peiモデル内では、幾つもの物理量が計算され、
CHFが決定されている。 ここでは、これらのモデ、ルで計算される物理量をそれぞれ比較
することにより、それぞれのモデ、ルの本研究範囲への適用の可能性をより詳細に検討した。
図4. 1 5に管内径が 1mm、L/Dが5、入口水温が 1OOCという微小加熱部条件
での各モデ、ルの計算値を、図4. 1 6に管内径が2. 2mm、L/Dが10、入口温度が
1 OCでの計算値を、図4. 1 7に管内径が 6mm、L/Dが25、入口温度が 100Cで





後で、予測値に大きな差が生じる場合がある。 Weisman・Peiモデノレも、図4.1 5の(1 )、
図4. 1 6の(1 )のように、質量速度が 5000kg/rrfs近傍で計算値が大きく振動









( 1 ) パーンアウト発生機構を、パーンアウト直前での加熱部壁面温度の変動特性と可視
化観察結果をもとに、①フラッデ、イング型②ドライアワト型③ DNB型に分
類し、タイプ別にパーンアウト発生機構を考察した
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D = 6mm， Tin = 10C 
o Experiment 
一一一 Macbeth correlation 










CHFCAL : MACBETH CORRELATION 
CHFEXP :れぬ昆<1 CHF DATA 
1.0 10.0 































10000 1000 100 
• 
UD=50 

















(2) Katto corre]ation 
CHFCAL : LOWDERMILK CORRELA TION 



































D = 6 mm， UD = 113， Tin = 30 C 
G = 400 kg/m2s， Pin = 0.29 MPa 
Flow Rate of Steam 
Flow Rate 01 Film 











0.7 0.6 0.5 0.4 0.3 
Z [m] 
0.2 0.1 
。。10000 1000 100 
[kg/m2s] G 
10 
Flow rate of the steam， the film and the droplet calculated by FIDAS code. 
、???







D = 6 mm， UD = 113， Tin = 30 C 
G = 400 kg/m2s， Pin = 0.29 MPa 
Velocity of Steam 
Velocity of Fllm 





? ? ? ?
?? ?
。 〉
X__ = 0 /'
~A ・
X__ = 1.-/ 
~A 剛
UD= 113 
D=6mm， 九=30 C 




【 ? ? ?
??
??
0.7 0.6 0.5 0.4 0.3 
Z [m] 
0.2 0.1 
。。10000 1000 100 
[kg/m2s] G 
10 













CHFCAL: MIRSHAK CORRELATION 




? ? ? ? ?
。。
CHFcAL : KNOEBEl CORRELA TION 











CHFEXP [MW/m 2] 
10 
( 4) Mirshak correlation 
¥:iEぷc
CHFCAL: INASAKA CORRELATION 







( 1) Knoebel correlation 
。。
CHFcAL : GRIFFEl CORRELA TION 















CHFEXP [MW/m 2] 
(2) Griffel correlation 
10 
CHFCAL: CELATA CORRELATION 











CHFCAL: ZENKEVICH CORRELATION 




































D = 1mm， UD = 5， T1n = 19.2 C 

















CHFCAL: VANDERVOLT CORRELATION 





























FUl1ction of the Katto model (Case 1) 
D = 6mm， UD = 25， Tin = 14.9 C 














【 ? ? ?
?
、 ，??， ?????
CHFCAL: NEW CORRELATION 
















(8) New correlation 










D= 1mm， UD= 5， T1n= 19.2 C 





















Selected the minimum solution of the Katto model. Function ofthe Celata model (Case 1) 
D = 6mm， UD = 25， Tin= 14.9 C 
















CHFCAL: KATTO MODEL 
CHFexp: Xex < 0 CHF DATA 
Tin = 10 C 
Tin = 10 C 
Tin = 10C 

















































UD = 5 -25， 
D = 1 mm， 
D=2 mm， 








D=1mm， UD=5， 7;嗣=19.2 C 
G = 19130 kg/m25， CHFexp = 158 MW/m2 
100 10 
qassumed [MW/n角










CHFCAL: CELATA MODEL 
CHFEXP: Xex < 0 CHF DATA 
D=6mm， UD=25， TIn=14.9C 
G = 1494 kg/m 25， CHF exp = 5.22MW/m 2 
1000 
1000 100 10 
1 
1 
100 【 ? 『 ? ?
?
[MW/m2] 














UD= 5 -25， 
ULコ=5・51.5，
UD= 1 -25， 
U'0= 5 -25， 
D= 1 mm， 
D=2 mm， 











CHF CAL : WEISMAN-PEI MODEL 




『 ? ? ? ?
? ? ? ?
CHFCAL: CELATA MODEL 
[Lb < L Data] 
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D = 2.2mm， UD = 10， Tin = 10C 







?D = 1.0mm， UD = 5，民n= 10C 
o Experiment 
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0;: 1.0mrn， UO = 5， TIn" 10C 








































































D:: 1.0mm， UD = 5， T，嗣=10C 
- Kattomod・1












10 0=1.伽nm，UO..5， TIn -10C 
- Kaltomod・I
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100 
D = 6.0mm， UD = 25， Tin = 10C o Experiment 
Katto model 
Celata model 
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G [kg/m2s1 lpardid-ingCHFjMGfzωωurnout Regi;~-l 
e Correlation 
The CHF due to dryout can be predicted by the 
Lowdermilk correlation to Dと2mmandL/Dミ25.
e Code 
FIDAS Code isapplicable to D=6mm and L/D主50.
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(2) Vapor length 
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10000 10000 1000 !Predict勾 CHFfor Subcooled Burnout Region I 
e Correlation 
The CHF due to DNB can be predicted by the 
following new correlation; ，-ー
B 0 = (2.3 -k . X ex)x 1吋£
k=54 : L> 1 Omm. k=93 : L <lOmm 
e Model 
The CHF due to DNB can be predicted by the 
Celata model to D> lmm and L/D>25. 
G [句Im2S]
(3) Liquid sublayer thickness 
500 
400 









10000 1000 10000 
G [kg/m2S] 
(5) Wall tempera旬re
図4. 1 7 パーンアウ ト予測モデルの評価 (Case3) 図4.1 8 小口径円管内強制流動沸騰パーンアウ トの予測計算法
-120一
?????
第5章 不安定流動時の小口径円管内沸騰流の勲水力特性 第5章 不安定流動時の小口径円管内沸機流の熱水力特性












































f = 0.046・Re02 
;Re孟5000 (5・1) 
f = 0.032 
;Re孟500 (5・2) 
f = 0.032 -5.25 x 10-6 (Re-500) 
; 500く Re<5000 (5・3)
ここで、










































Re _ G.D e_. =一一一一
μm 


















そして、 kの値は、 TRAC-PFlコード内で、 k= 5. 0 x 1 0 -6 (m)が仮定されてい
るので、この値を用いた。
上記の2モデルによる計算値の違いを調べた結果を図5. 2に示す。図 5. 2は、印加












第5章 不安定流動時の小口径円管内沸騰流の熱水力特性 第5章 不安定流動時の小口径円管内沸膿流の然水力特性
核沸騰領域の熱伝達率計算モデルを評価するために、まず熱流束一定条件下で質量速度
を50秒毎に低下させ Chenの式とミクスチャモデルによる熱伝達率の計算値の違いを調



































Kakac (1976)は、 6.P-Gカープ上でd6.P dGが正となる二相流領域で密度波振動
が発生することを報告している。一方圧力降下振動は、図5. 7に示すように6.P-Gカ
ーブ上に d6.P〆dGが負となる二相流領域が存在する条件で発生することが知られてい
る。圧力降下振動は、図5. 7上で、 A・B・C・D・E-Aの順で変動を繰り返す。 A-B上では加





























































生境界を調べ、実験結果と比較を行った。図 5. 1 1に、実験で分かつた不安定流動発生
領域と解析結果から不安定流動の発生が確認できた点をそれぞれ示す。図5. 1 1中のX































































このとき図2. 3 2から分かるように qはlMW/討を超える熱流束となる。この印









































































q = 0.8228 MW/m2 
G = 958 kg/m2s・>383 kg/m2s 
I Annular flow model 
150 
ま‘L-.‘ 
ー- -. . z ・圃
!・ ‘ ー ----. ， ーー ー嵐 醐--. - --同 ー・ ・・・- ---. ー ・・ ・・・・ . - ---. 砂申 晶 a ・a 圃
: -.= =::.: ':: . . _ ・ー ・ --- .ー. P- - 輔副ι一. -- . -- - ・ー 一一・ ・ ・b・ー四
: :. .1川、 5さき吉.:.: ~": ::雲=- ・ー ー ・ -r_ _-_ . ，._ 
:'I.I'_";一三 : ':. -= :. =  ，~ ~~ ~= 
























~O- q = 0.560 MW/m2 
-0-q = 0.823 MW/m2 
-<>四 q= 0.957 MW/m2 
dト q= 1.107 MW/m2 
今ト q= 1.306 MW/m2 
Simulation 
ベ〉・ q= 0.560 MW/m2 
-0・ q= 0.823 MW/m2 
司・ q= 0.957 MW/m2 
噌圃 q= 1.107 MW/m2 














































D = 6mm， L = 680mm 
Tin = 30C， V= 0 liter 
= 1.38 MW/m2 qlCHF = 0.98 
= 350 kg/m2s 





~ Mixture model 
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G = 466 kg/m2s 
q = 0.63 MW/m2 
Pressure Drop 
Oscillations 
Period of the Oscillation [s] 
v= 4.1611ter 
G = 448 kg/m2s 
G = 448 kg/m2s 
G = 466 kg/m2s 
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q = 0.823 MW/m2 
























































: Pressure-Drop Oscillations 





















( 1 ) パーンアウト発生機構を、パーンアウト直前での加熱部壁面温度の変動特性と可視
化観察結果をもとに、 ① フラッデ、イング型 ② ドライアウト型 4DNB型に分
類し、タイプ別にパーンアウト発生機構を考察した













































































( 1 ) ニ流体モデ、ルを基礎とした解析モデ、ルにより、大気圧下の小口径円管内不安定流動
実験の結果と同様な解析結果を得ることができた。















使用記号 qmc 核沸騰開始熱流東 [MW/m2) 




Re レイノルズ数 [-) 
Cpr 定圧比熱 [J/kgK) 
Retpp ニ稲レイノルズ数 [-) 
D 管内径 [m) 
r1 管内半径 [m) 
e Smith式中の実験定数 [-) 
r。 管外半径 [m) 
f 摩擦係数 [-) 
S 核沸騰抑制因子 [-) 
F レイノルズ数因子 [-] 
T 温度 [K) 
h 熱伝達率 [W/m
2K) 
乙x 出口水温 [OC) 
hbo 熱伝達率(核沸騰寄与分) [W/m
2K) 
Tr 水温 [OC) 
hFC 熱伝達率(強制対流寄与分) [W/m
2K) 
れn 入口水温 [OC) 
hrg， Hrg， r 蒸発潜熱 [kJ/kgK) 
.d ~n 入口サブクール度 [OC) 
h1n 入口エンタルピ [kJ/kgK) 
乙at 飽和温度 [OC) 
hU) 全量が液栂として流れた時の熱伝達率 [W/m
2K) 
A乙at 過熱度 [K) 
hsat 飽和エンタルピ [kJ/kgK) 
尻町凶 管内壁面温度 [OC] 
.d hsub 入口サブクーリング [kJ/kgK) 
人叫Ide 管外壁画温度 [OC) 
hTP ニ相流時の熱伝達率 [W/m
2K] 
V 圧縮性空間の体積 [liter) 
k 熱伝導率 [W/mK) 
X 局所(熱平衡)クオリティ [-) 
kr ;夜相の熱伝導率 [W/mK) 
Xex 出口クオリティ [-) 
L 加熱部長さ [m) 
Xu Lockhart-Martinelli 1¥ラメー タ [-) 
Lsab サブクール区間の長さ [m) 
Z 管入口からの距離 [m) 
LTP 二相流区間の長さ [m) 
LID 加熱部長さと管内径の比 [-) 
g 重力加速度 [m/s2) 
α ボイド率 [-) 
G 質量速度 [kg!m2s) 
αex 出口ポイド率 [MW/m2) 
Go 基準質量速度 [kg!m
2s) 
。 水の体熱膨張率 [1/'C] 
Nsub サブクーリング数(式.2. 21) [-) 
6 薄液膜の厚さ [m] 
Nu ヌッセルト数 [-) 
μf 液相の粘性係数 [Ns/m2) 
.dP 加熱部内差圧、全圧力損失 [MPa) 
μs 気相の粘性係数 [Ns/m2) 
.d Pa 加速損失 [MPa) 
V 動粘性係数 [m2/s] 
.d Pr 摩擦損失 [MPa) 
ριρl 液相の密度 [kg!m3) 
.d Pro 全圧力損失 [MPa) 
ρg，ρv 気相の密度 [kg!m3) 
.d Pr.sub サブクール区間の摩擦損失 [MPa] 
ρH 均質流モデルで仮定する密度 [kg!m3] 
.d Ph 位置損失 [MPa) 
無次元流量 [-] 
.d Pw 液相のみが流れた場合の圧力損失 [MPa] 
C 表面張力 [N/m] 
Pr プラントル数 [-] 
Psw 飽和圧力 [MPa] 
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Appendix A 
A DATA SET OF CRITICAL HEAT FLUX FOR 
FLO羽T-BOILINGOF羽TATERIN SMALL-DIAMETER 
TUBES UNDER LO羽T-PRESSURECONDITIONS 
???????
Masatoshi K町e也，Doctor Thesis， 
Dept. Nucl. Engng.， Kyoto Univ. (1997) 
INTRODUCTION 
A Critical Heat Flux(CH.F} data in small-diameter tubes under low-pressure conditions 
was collected with the special purpose to make al of the published data widely 
available. 
EXPERIMENT AL DA T A 
Using pure water as a test fluid， experiments gathered in the present have been 
performed within the following ranges: 
# Inlet. water temperature， 1in from 6.7ω100.0 Oc 
# Exit pressure， Pex about atmospheric pressure( = 0.1 MPa ) 
# Tube diameter， D from 1.0ω6.0mm 
# Heatβd length， L from 4.0ω680.0mm 
# Lのratio from 1.0 to 113.3 
# Mass velocity， G from o to19，130 kg/m2s 
# Critical heat flux. CHF from 35.3 kW/m2 to 158.1 MW/m2 
# Exit quality，ぶx from -0.147 to over 1.0 
Table 1.1 and 1.2 report the experimental ranges of the collected data. 
PRESENTATION OF DATA 
Experimental data for a total of 974 points， are grouped according to Dor Xx. 
Group A一一 accordingωD. 
A-1 D= 1.0 mm 
A-2 D= 2.0mm 
A-3 D=2.2 mm 
A-4 D=4.0mm 
A-5 D=6.0mm 
Group B一一 accordingωXx. 
B-1 1 ~玉 Xx
B-2 0 ~玉 Xex < 1 
B-3 kx < 0 
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Table 1.1 Range of the collected experimental data 
Al experimental data refer to vertical orientation of tube in up-flow. 
Group A・1 D= 1.0mm Total 57 pOlnts 
Heatecllength， mm 
Heated lengthtrube diameter ratio， -
Inlet water tβmperature， ~C 
Minimum Maximum 
G [kg/m2s] 。 19130. 
CHF[MW/m21 0.719 158.1 
ぷx[オ -0.0777 1 <Xx. 
1:n rC] 6.7 19.2 
VD[-] υ5. 100. 
CHF Critical heat flux. MW/m2 
D Tube diameter， mm 
G Mass velocity， kg/m2s 
Group A-2 D=2.0mm Total 60 points 
ACKNOWLEDGMENT 
Minimum Maximum 
G色g/m2s] 31.79 15650. 
CHF[MW/m2] 0.439 38.67 
ぶxl-] -0.1395 0.84 
1In l~C] 7.4 13.7 
んの[・] 5. 50. 
Xex Exit quality. -
The present collection of data was possible thanks to the co・operationof Prof. Mishima 
and Prof. Nishihara. 
1. Kureta. M.Mishima. K.， Nishihara， H. and Tasaka， K.， Effect of Diameter and 
Heated Length on Crilical Heat Flux for Water Flowing in Smal-Diameter 
Tubes. Trans. JSME Ser. B (in Japanese) ， 60・574，2089 -2094(1994). 
2. Kureta. M.Mishima， K.， Nishihara， K.， Critical Heat Flux for Flow-Boiling 
of Water in Smal-Diameter Tubes under Low-Pressure Condition，η'ans. 
JSME Ser. B (in Japanθse) ，包・591，4109・4116(1995).
:3. KurE'ta， M. Mishima， K.， Nishihara， H. and Tasaka， K.， Efect of Diameter and 
Heated Length on Critical Heat Flux for Water Flowing in Small-Diameter 
Tubes. Heat Transfer -Japanese Researcll ，訟の)，415・426(1994).
4. Kureta， M. Mishima， K.， Nishihara， K.， Critical Heat Flux for Flow-Boiling 
of Water in Small-Diameter Tubes， ASME/JSME Thermal Engineering Joint 
Conferencθ， Open Forum， 31 (1995). 
Group A-3 D=2.2mm Total44 points 
REFERENCES 
Minimum Maximum 
G [kg/m2s] 153.1 13310. 
CHFfMW/m2] 4.:324 62.8 
ぶx[-] -0.120 0.40 
1in [t-:] 10.5 15.4 
んの[-] υ5. 51.4 
Group A・4 D=4.0mm Total 120 points 
Minimum Maximum 
G [kg/m2s] O. 3975. 
CHF[MW/m2] 0.06 38.8 
ぷx卜] -0.1473 1く Xex
1In [C] 7.4 15.6 
VD[-] 1. 50. 
Group A-5 D=6.0mm Total 682 points 
Minimum Maximum 
G [kg/m2s] O. 19G2. 
CHF[MW/m2] 0.035 ]7.39 
Xx [-] -0.0951 1<広x
1In l C] 6.9 100. 
VD[-] υ5， 113.3 
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Table 1.2 Range of the collected experimental data 
Group B-1 1くXx Total 43 points 
Table 2 
Minimum Maximum 
G[1王g/m2s] O. 146.1 
CHF[MW/m2] 0.035 6.477 
Xx [-J 1.0038 1くXx
1In [ C] 6.9 100. 
D[mm] 1.0 6.0 
Lの[-] 5.0 113.3 
Collected Experimental Data 
Group B-2 0三五 Xxく1 Total 727 points 
Minimum Maximum 
G [kg/m2s] 5.331 4105. 
CHF[MW/m2] 0.093 31.44 
Xx [-] 0.0005 .991 
1in l C] 6.7 99.9 
D[mm] 1.0 6.0 
Lの[-] 1.0 113.3 
Group B・3 XexくO Total 194 points 
Table 2.1 : Group A-l 
Table 2.2 : Group A -2 
Table 2.3 : Group A -3 
Table 2.4 : Group A -4 
Table 2.5 : Group A -5 
Table 2.6 : Group B-l 
Table 2.7 : Group B・2
Table 2.8 : Group B -3 
Minimum Maximum 
G [kg/m2s1 122.2 19130. 
CHFlMW/m2] 2.563 158.1 
ぶx[-] -0.1473 -0.0001 
1in [t ~ ] 8.7 75.2 
D[mm] 1.0 6.0 
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Table 2.1 Grouo A-l J D = 1 mm Tubes 1 Table 2.2 GrOUD A-2 r D= 2rnm Tubes 1 
G CHF L TIC，n l D LID Run No. Material Thickness rk~/m2s] 即日V/m2) トl rmml r -1 Imm] 
G CHF 
Xl-割l 
Tm D L月】 RunNo Mate- Thickness 
fkg/m2sJ [MW/m2] LCl ImmJ L-J rial [mm] 
3.179E+Ol 2.869 +0.6267 7.4 2.0 5.0 ロ12005s01 8U8316 0.5 
1.797E+02 12.31 +0.4387 9.8 1.0 5.0 ml005s01 8U8316 0.5 4.241E+Ol 3.019 +0.4580 7.5 2.0 5.0 m2005s02 8U8316 0.5 
3.911E+02 19.45 +0.2726 10 1 1 0 5.0 ml005s02 8U8316 0.5 5314E+Ol 3.143 +0.3517 7.7 2.0 5.0 m2005s03 8U8316 0.5 
6.012E+02 24.21 +0.1890 10.1 10 5.0 ml005s03 8U8316 0.5 7.428E+Ol 3331 +0.2257 8.1 2.0 5.0 m2005s04 8U8316 0.5 
8131E+02 29.38 +0.1528 10.4 1.0 5.0 ml005s04 8U8316 0.5 9.500E+Ol 3.571 +0.1614 8.1 2.0 5.0 ロ12005s05 8U8316 0.5 
1.025E+03 31.44 +0.1061 11.2 1.0 5.0 m1005s05 8U8316 0.5 1159E+02 3.641 +0.1063 7.9 2.0 5.0 m2005s06 8U8316 0.5 
1.2:.HE+03 24.84 +0.0125 11.2 1.0 5.0 ml005s06 808316 0.5 1.476E+{)2 3.898 I +0.0620 7.9 2.0 5.0 ロ12005s07 8(18316 0.5 
1.145E+03 25.05 -0.0131 107 1.0 5.0 ml005s07 8118316 0.5 2.009E+02 4.511 +0.0284 8.7 2.0 5.0 m2005s08 8U8316 0.5 
1.236E+03 25.15 +0.0139 10.9 1.0 5.0 m1005s08 8U8316 0.5 2.550E+02 5.348 +0.0181 10.2 2.0 o.O m2005s09 SUS316 0.5 。OOOE+OO 6.477 l<X出 11.7 1.0 5.0 ml005s09 8U8316 0.5 3.087E+02 5.965 +0.0041 10.5 2.0 5.0 m2005s10 8U8316 0.5 
9.354E+02 22.15 +0.0446 11.5 1.0 5.0 ml005mOl 8U8316 0.5 3.620E+02 5.903 -0.0221 10.8 2.0 5.0 m2005s11 8U8316 0.5 
1.975E+03 32.99 -0.0173 11.5 1.0 5.0 ml005m02 8U8316 0.5 2.290E+02 4.625 +0.0103 9.7 2.0 5.0 m2005mOl 8U8316 0.5 
4.0!'i8E+03 .16.09 -0.0645 11.6 1.0 5.0 ml005m03 8U8316 0.5 1.892E+02 6 1:37 -0.0570 10.0 2.0 5.0 ロ12005m02 8U8316 0.5 
6155E+0.3 6273 -0.0737 12.2 1 0 5.0 ml005m04 8U8316 0.5 7.53tE+02 6796 -0.0871 10.6 2.0 5.0 m2005m03 8C8316 0.5 
8.273E+03 D2.83 -0.0638 12.6 1.0 5.0 ml005m05 8U8316 0.5 1.017E+03 8457 -0.0922 11.2 2.0 5.0 m2005m04 8U8316 0.5 
1.913E+04 158.1 -0.0777 19.2 1.0 50 ml005101 8U8316 0.5 1.283E+03 9.710 -0.0975 11.9 2.0 5.0 m2005m05 8U8316 0.5 
1 701E+02 5 141 +0.4165 7.5 1.0 11.0 m1010s01 8('8316 0.5 1.545E+03 10.59 -0.1033 12.2 2.0 5.0 ロ12005m06 8U8316 0.5 
:3.834E+02 82.14 +0.2469 7.8 1.0 11.0 mlOl0s02 8U8316 0.5 2.065E+03 14.72 -0.1007 12.3 2.0 5.0 ロ12005m07 8U8316 0.5 
5.938E+02 9.946 +0.1552 8.3 1.0 11.0 ml01Os03 8U8316 0.5 1.5G5E+04 38.67 -0.1395 13.6 2.0 5.0 ロ12005101 8U8316 0.5 
8.042E+02 7.084 +0.0012 8.7 1.0 11.0 ml0l0s04 8U8316 0.5 4.609E+Ol 1.949 +0.5849 12.0 2.0 10.0 m2010s01 8U8316 0.5 
1017E+03 12.56 +0.0704 8.8 1.0 11.0 ml010s05 8U8316 0.5 9.863E+Ol 3.223 +0.4149 12.1 2.0 10.0 m201Os02 8U8316 0.5 
1.228E+03 9.884 -0.0125 9.3 1.0 11.0 ml0l0s06 8U8316 0.5 1.511E+02 4.003 +0.3057 12.2 2.0 10.0 m2010s03 8U8316 0.5 
1.138E+03 10.11 -0.0322 9.4 1.0 11.0 ml0l0s07 8U8316 0.5 2.036E+02 .1.423 +0.2195 11.4 2.0 10.0 m2010s04 8U8316 0.5 
8.082E+02 7.402 +0.0097 9.6 1.0 11.0 ml010s08 8U8316 0.5 2.562E+02 .1.613 +0 1541 11.7 2.0 10.0 ロ1201Os05 8U8316 0.5 
1.233E+03 9.046 -0.0247 10.2 1.0 11.0 ml0l0s09 8U8316 0.5 3.092E+02 4.857 +0 1134 11.7 2.0 10.0 m2010s06 8U8316 0.5 
8892E+02 7.323 -0，0100 8.7 1.0 11.0 ml0l0mOl 8U8316 0.5 3.620E+02 4.977 +0.0787 11.7 2.0 10.0 m2010s07 8U8316 0.5 
1.943E+03 10.72 -0.0609 9.8 1.0 11.0 ml0l0m02 8U8316 0.5 2.401E+02 4.691 +0.1824 12.3 2.0 10.0 m2010mOl 8U8316 0.5 
.1075E+03 19.03 -0.0739 11.7 1.0 11.0 mlOlOm03 8U8316 0.5 5.016E+02 5.308 +0.0237 12.3 2.0 10.0 ロ12010m02 8118316 O.n 
6.179E+03 28.89 -0.0723 12.5 1.0 11.0 ml010m04 8U8316 0.5 1.025E+03 7.525 -0.0331 12.6 2.0 10.0 ロ12010m03 8U831G 0.5 
1.671E+02 2.781 +0.5630 6.7 1.0 25.0 ml025s01 8U8316 0.5 1.552E+03 9.298 -0.0563 13.0 2.0 10.0 m20l0m04 8U8316 0.5 
'3736E+02 5.430 +0.4719 7.8 1.0 25.0 ml025s02 8U8316 0.5 2.073E+03 11.27 -0.0664 12.9 2.0 10.0 m2010m05 8U8316 0.5 
5.802E+02 7 125 +0.3715 7.6 1.0 25.0 ml025s03 8U8316 0.5 2.341E+03 11 91 -0.0720 13.2 2.0 10.0 m2010m06 8U8316 0.5 
7.866E+02 8.088 +0.2833 7.8 1.0 25.0 ml025s04 8U8316 0.5 2.641E+03 13.14 -0.0739 13.2 2.0 10.0 m2010101 SUS316 0.5 
9.943E+02 9.002 +0，2301 8.4 1.0 25，0 ml025s05 8U8316 0.5 5.229E+03 19.36 -0.0989 11.9 2.0 10.0 m2010102 8U8316 0.5 
1.201E+03 9.514 +0.1803 8.6 1.0 25.0 ml025s06 8U8316 0.5 7.827E+03 23.26 -0.1114 12.2 2.0 10.0 m2010103 8U831G 0.5 
1 W9E+03 10.28 +0，1537 9，2 1.0 25.0 ml025s07 8U8316 0.5 1.047E+04 26.70 -0.1162 13.6 2.0 10.0 ロ12010104 8U8316 0.5 
9087E+02 8.360 +0.2371 8.7 1.0 25.0 ml025mOl 8U8316 0.5 9.573E+Ol 1.582 +0.5649 10.3 2.0 25.0 m2025s02 8U8316 0.5 
1967E+03 11.76 +0.0961 9.6 1.0 25.0 ml025m02 8U8316 0.5 1.473E+02 2.229 +0.5028 10.3 2.0 25.0 m2025s03 8U8316 0.5 
4.105E+03 16.80 +0，0153 11.1 1.0 25.0 ml025m03 8U8316 0.5 1.990E+02 2.799 +0.4553 10.2 2.0 25.0 ロ12025s04 8U8316 0.5 
6.222E+03 22.16 -0.0071 11.7 1.0 25.0 ml025m04 8U8316 0.5 2.507E+02 3.113 +0.3823 10.2 2.0 25.0 m2025s05 8U8316 0.5 
8.337E+03 27.01 -0.0210 11.9 1.0 25.0 m1025m05 8U8316 0.5 3.025E+02 3.451 +0.3376 10.1 2.0 25.0 ロ12025s06 8U8316 0.5 3.780E+02 3.205 +0.5809 8.7 1.0 50.0 ml050s02 8U8316 0.5 3.547E+02 3.714 +0.2962 10.2 2.0 25.0 ロ12025s07 8U8316 0.5 
5.838E+02 4.595 +0.5276 9.0 1.0 50.0 ml050s03 8U8316 0.5 2.325E+02 2.784 +0.3637 10.7 2.0 25.0 m2025mOl 8U8316 0.5 
7.894E+02 5.962 +0.4982 8.4 1.0 50.0 ml050s04 8U8316 0.5 4967E+02 4.199 +0.2087 11.2 2.0 250 ロ12025m02 8U8316 0.5 9.968E+02 6.788 +0，1329 8.7 1.0 50.0 ml050s05 8U8316 0.5 1.027E+03 5.411 +0.0691 12.0 2.0 25.0 m2025m03 8U8316 0.5 1411E+03 6.8.13 +0.2602 9.2 1.0 50.0 m1050s07 8U8316 0.5 1.557E+03 5.991 +0.0068 12.4 2.0 25.0 ロ12025m04 8U8316 0.5 9.087E+02 6.056 +0.4210 9.2 1.0 50.0 ml050mOl 8U8316 0.5 2.085E+03 6.919 -0.0170 12.2 2.0 25.0 m2025m05 SU8316 0.5 1.971E+03 9.534 +0.2601 9.8 1.0 50.0 ml050m02 8U8316 0.5 2.353E+03 7.392 -0.0237 12.8 2.0 25.0 ロ12025m06 8U8316 0.5 1.095E+0;~ 1109 +0.0734 10.8 1.0 50.0 ml050m03 8U8316 0.5 2.650E+03 8.010 -0.0282 13.2 2.0 25.0 m2025101 8U8316 0.5 1.293E+02 .719 +0.8132 7.8 1.0 100.0 mll00s01 8U8316 0.5 5.299E+oa 1:3.28 -0.0502 13.7 2.0 25.0 m2025102 8U8316 0.5 1.726E+02 .966 +0.8209 8.2 1.0 100.0 mll00s02 8U8316 0.5 4.388E+Ol .439 +0.7159 8.8 2.0 50.0 m2050s01 8U8316 0.5 2.151E+02 1.200 +0.8179 8.4 1.0 100.0 mll00s03 8U8316 0.5 9.639E+Ol 1.097 +0.8380 8.7 2.0 50.0 ロ12050s02 8U8316 0.5 2.576E+02 1.452 +0.8275 8.1 10 100.0 mll00s04 8U8316 0.5 1.490E+02 1.579 +0.7694 9.0 2.0 50.0 ロ12050s03 8U8316 0.5 2.993E+02 1.734 +08556 8.4 1.0 100.0 ml100s05 8U8316 0.5 2.014E+02 2.091 +07498 8.7 2.0 50.0 m2050s04 8U8316 0.5 3.834E+02 2.045 +07740 8.2 1.0 100.0 ml100s06 8U8316 0.5 2.543E+02 2.495 +0.6988 8.7 2.0 50.0 m2050s05 8U8316 0.5 4.672E+02 2.31-1 +07062 8.0 10 100.0 mll00s07 8U8316 0.5 3.071E+02 2.752 +06252 9.6 2.0 50.0 m2050s06 8U8316 0.5 5.9:30E+02 2.808 +0.6686 8.6 1.0 100.0 ml100s08 8U8316 0.5 1.597E+02 3.149 +0 6066 9.1 2.0 50.0 m2050s07 SllS316 0.5 lA36E+03 4 161 +0β，129 8.6 1.0 100.0 mll00s09 8U8316 1 0.5 2.261E+02 2.220 +0 7009 9.5 2.0 50.0 ロ12050mOl 8P8316 0.5 
1.859E+02 3.339 +0.4400 9.5 2.0 50.0 m2050m02 8U8316 0.5 
1.016E+03 5.389 +0.3041 11.1 2.0 50.0 m2050m08 8U8316 0.5 
-166- -167 -
Masatoshi Ku同国，Doclor Thesis， Masatoshi Kureta， Doctor Thesis， 
Dept守 NuclEngng.， Kyoto Univ (1997) Dept Nucl. Engng.， Kyoto Uruv (1997) 
Table 2.3 GrouD A圃3r D= 2.2mm Tubes 1 Table 2.4 Grouo A-4 r D= 4mm Tubes 1 
G CHF 
L l-l TICtn I 
D 
L1/.D l Run No. Mate- Thickness Ikg-/m2s1 IMW/m!1 Imml rial [mm] 
G CHF 
xl-el x 
Tm D L/D Run No. Mate- Thickness 
[kg'im~sl LM_W/m~] LC1 [mml [-1 nal lmm] 1.0 12E+03 14.13 -0.0408 10.5 2.2 5.0 ksl0dhOl Nickel 0.5 1.006E+02 2.940 +0.0962 12.9 4.0 5.0 ksl04a01 Nickcl 0.25 
2.006E+03 21.25 制0.0729 107 2.2 5.0 kslO心102 Nickel 0.5 1.006E+02 3.050 +0.1052 12.5 4.0 5.0 ks104a02 Nickel 0.25 
2.053E+02 4324 +0.0250 13.5 2.2 5.0 ksl0g103 Nickel 0.5 1. 986E+02 4.361 +0 0283 11.0 4.0 5.0 ks104a03 NlCkel 0.25 
4.06GE+02 8.103 +0.Ol80 15 1 2.2 5.0 kslOg104 Nickel 0.5 5.162E+01 2.176 +0.2107 12.8 4.0 5.0 ksl04n04 Nickel 0.25 
5994E+02 10.94 +0.0005 137 2.2 5.0 kslOg105 Nickel 0.5 4.102E+Ol 2.041 +0.2785 13.0 4.0 5.0 ksl04a05 Nickel 0.25 
7.96GE+02 11.07 -0.0099 10.9 2.2 5.0 ksl0g106 Nickel 0.5 2.980E+02 4.567 -0.0286 12.0 4.0 5.0 ksl04a06 Nickel 0.25 
1531E+02 5.341 +0.1459 12.6 2.2 5.0 ks10glOi Nickel 0.5 1.000E+02 5.548 -00422 11.6 4.0 5.0 ksl04a07 Nickol 0.25 
3018E+02 6.553 +0.0278 11.9 2.2 5.0 kslOg108 Nickel 0.5 1.006E+02 2.002 +0.1846 10.0 4.0 10.0 ksl04b02 Nickel 0.25 
4988E+02 9.307 +0.0040 13.6 2.2 5.0 ks10g109 Nickel 0.5 2.023E+02 2.483 +0.0494 10.0 4.0 10.0 ksl04b03 Nicl{el 0.25 
1312E+04 61.28 -0.1200 13.6 2.2 5.0 ksl0gh03 Nickel 0.5 3.032E+02 1.639 +0.0743 11.6 4.0 25.0 ks104c02 Nickel 0.25 
4.992E+03 38.12 -0.0941 13.4 2.2 5.0 kslOghO，' Nickel 0.5 9.935E+02 3.002 -0.0272 13.8 4.0 25.0 ksl04c03 Nickel 0.25 
8.05-lE+03 50.34 -0.1055 13.9 22 5.0 ksl0gh05 Nickel 0.5 2.001E+03 5.279 -0.0450 13.3 40 25.0 ksl04d)4 Nickel 0.25 
1.007E+04 62.80 -0.1048 14.3 2.2 5.0 ksl0gh06 Nickel 0.5 2.634E+02 1.944 +0.4879 11.1 4.0 50.0 ksl04dOl Nickel 0.25 
3.0 13E+03 33.09 -0.0652 13.0 2.2 5.0 ksl0gh07 Nickel 0.5 ，1.848E+02 2.409 +0.2757 11.9 4.0 50.0 ks104d02 Nickel 0.25 
1.493E+03 24.13 -0.0208 12.2 2.2 5.0 ksl0gh08 Nickel 0.5 8.115E+00 5.015 +0.8832 9.4 4.0 1.0 m4001s01 SUS316 1.0 
1.007E+03 17.15 -0.0150 11.2 2.2 5.0 ksl0gh09 Nickel 0.5 1 105E+Ol 5.417 +0.7003 9.8 4.0 1.0 m4001s02 StTS316 1.0 
2.023E+03 13.09 -0.0495 12.1 2.2 10.0 kslOch02 Nickel 0.5 1 Q73E+Ol 5.629 +0.5583 10.0 .1.0 1.0 m4001s03 SUS316 1.0 
7061E+03 22.71 -0.1085 11.4 2.2 10.0 ksl0ch04 Nickel 0.5 16a4E+Ol 5.617 +0.4403 9.5 4.0 1.0 m4001s04 seS316 1.0 
1.017E+0.1 33.13 -0.1053 12.7 2.2 10.0 ks10ch05 Nickel 0.5 1905E+Ol 5.765 +0.3679 9.8 .10 1.0 m4001s05 SUS316 1.0 
1.331E+0.l 4-1.12 -0.1010 14.5 2.2 10.0 kslOch06 Nickel 0.5 2.431E+Ol 6.147 +0.2806 10.3 4.0 1.0 m4001s06 SUS316 1.0 
1.47GE+03 10.56 -0.0382 11.7 2.2 10.0 ksl0ch07 Nickel 0.5 2.941E+Ol 6.571 +0.2275 9.8 4.0 1.0 m4001s07 SUS316 1.0 
2996E+03 21.09 -0.0408 11.4 2.2 10.0 ksl0ch08 Nickel 0.5 3.736E+Ol 6.896 +0.1583 9.6 4.0 1.0 m4001s08 SUS316 1.0 
5.024E+03 27.19 -0.0688 11.8 2.2 10.0 ksl0ch09 Nickel 0.5 5.051E+Ol 7.818 +0.1054 9.6 4.0 1.0 m4001s09 SUS316 1.0 
8.007E+03 34.06 -0.0884 12.3 22 10.0 hl0chl0 Nickel 0.5 6.364E+Ol 8.518 +0.0683 9.6 4.0 1.0 m4001s10 SUS316 1.0 9.05~1E+03 35.10 -0.0929 13.5 2.2 10.0 ksl0chll Nickel 0.5 7.676E+Ol 9.132 +0.0429 10.1 4.0 1.0 m4001sl1 SUS316 1.0 
1 108E+04 38.22 -0.1014 13.0 2.2 10.0 ks10ch 12 Nickel 0.5 8995E+Ol 9.712 +0.0240 10.4 4.0 10 m4001s12 SUS316 1.0 1.210E+04 40.14 -0.1026 13.6 2.2 10.0 ksl0ch13 Nickel 0.5 5.702E+Ol 7.789 +0.0740 10.0 4.0 1.0 m4001mOl SUS316 1.0 
6.018E+03 27.33 -0.0830 12.5 2.2 10.0 ksl0ch14 Nickel 0.5 1.222E+02 10.47 -0.0166 9.8 4.0 1.0 m4001m02 SUS:316 1.0 
9984E+02 6.981 +0.1436 11.0 2.2 25.0 ks lOfhO 1 Nickel 0.5 1.481E+02 10.97 -0.0359 10.5 4.0 1.0 m4001m03 SLTS316 1.0 
1. 489E+03 8.997 +0.1037 12.2 2.2 25.0 ksl0白02 Nickel 0.5 1.877E+02 11.98 -0.0540 10.5 4.0 1.0 m4001m04 SUS316 1.0 1.966E+03 8.658 +0.0332 13.3 2.2 25.0 kslO血03 Nickel 0.5 2.541E+02 13.95 .0.0684 11.3 4.0 1.0 m4001m05 SUS316 1.0 2.72.1E+0九 7.910 +0.1030 13.5 2.2 51.4 kslOeh08 Nickel 0.5 3.221E+02 15.51 -0.0775 12.8 4.0 1.0 m，1001m06 SUS316 1.0 
8.976E+02 5.539 +0.3957 10.9 2. 51.4 ksl0eh09 Nickel 0.5 3855E+02 16.39 -0.0889 12.1 4.0 1.0 m4001m07 SUS316 1.0 
2.387E+03 7.138 +0.1083 12.1 2.2 51.4 ksl0eh14 Nickel 0.5 4.493E+02 17.49 -0.0960 11.7 4.0 1.0 m4001m08 SUS316 1.0 
1. 15iE+03 6.255 +0.2261 11.2 2.2 51.4 ksl0eh15 Nickel 0.5 5.150E+02 17.75 -0.1035 11.9 4.0 1.0 m4001m09 SUS316 1.0 
1.217E+03 5.645 +0.2553 10.5 2.2 51.4 ksl0eh16 Nickel 0.5 5.818E+02 18.34 -0.1076 12.5 4.0 1.0 m4001ml0 SlJS316 1.0 
1.935E+03 6.372 +0.1353 11.9 2.2 51.4 kslOeh17 Nickel 0.5 6.595E+02 21.46 .0.1065 12.1 4.0 1.0 m4001101 SUS316 1.0 
2. 174E+03 7.301 +0.1037 11.6 2.2 51.4 kslOeh18 Nickel 0.5 9. 1 88E+02 21.64 .0.1161 12.4 4.0 1.0 m4001l02 SlTS316 1.0 
3A54E+03 7.010 +0.0224 13.0 2.2 51.4 ksl0eh19 Nickel 0.5 1.305E+03 25.96 -0.1293 11.9 4.0 1.0 m4001103 SUS316 10 :3.884E+03 8.051 +0.0257 12.7 2. 51.4 kslOeh20 Nickel 0.5 3.891E+03 38.80 .0.1473 11.7 4.0 1.0 m4001l04 SUS:316 1.0 
1.917E+03 8239 -0.0089 13.5 2.2 51.4 kslOeh21 Nickel 0.5 2.611E+03 35.69 -0.]366 13.9 4.0 1.0 m4001l05 SUS31G 1.0 
5983E+03 8.763 -0.0311 11.9 2.2 51.4 ks10eh22 Nickel 0.5 1 147E+Ol 1.404 +0.9183 11.0 4.0 5.0 m4005s01 SUS316 10 
7 156E+03 10.41 -0.0306 12.7 2.2 51.4 ksl0eh23 Nickel 0.5 2.466E+Ol 2.205 +0.6273 11.5 4.0 5.0 m4005s02 Sl1S316 1.0 
1.328E+04 13.57 -0.0649 154 2.2 I 51.4 ksl0eh24 Nickcl 0.5 3.785E+Ol 2.435 +0.4043 11.2 4.0 5.0 m4005s03 SUS316 1.0 
5.095E+Ol 2.539 +0.2761 11.4 4.0 5.0 m4005s04 SUS316 1.0 
6.417E+Ol 2.680 +0.2043 11.3 4.0 5.0 m4005s05 SUS316 1.0 
7.751E+Ol 2.779 +0.1526 11.6 4.0 5.0 m4005s06 SUS316 1.0 
9.058E+Ol 2.879 +0 1165 11.6 4.0 5.0 m4005s07 SUS316 1.0 
5.955E+Ol 2.570 +0.2175 11.7 4.0 5.0 m4005mOl SUS316 1.0 
1.244E+02 3.132 +0.0582 11.7 4.0 5.0 m4005m02 SUS:316 1.0 
2.汚54E+02 4.314 -0.0149 11.9 4.0 5.0 m4005m03 SUS316 1.0 
:3.864E+02 5.634 -0.0354 11.9 4.0 5.0 m4005m04 SUS316 1.0 
5. 184E+02 6.885 .0.0454 12.7 4.0 5.0 m4005m05 SUS316 1.0 
5.821E+02 i.371 -0.0514 12.4 4.0 5.0 m4005m06 SUS316 1.0 
G.600E+02 7.925 -0.0569 12.6 4.0 5.0 m4005101 SUS316 1.0 
1.309E+03 11.84 -0.0820 13.2 4.0 5.0 m4005102 SUS316 1.0 
1.958E+03 14.18 -0.0982 13.1 ，1.0 5.0 m4005103 SUS316 1.0 
:3.912E+03 22.40 -0.1107 13.6 4.0 5.0 m4005106 SVS316 1.0 
1.100E+Ol .572 +0.7531 9.8 4.0 10.0 m4010s01 SUS316 1.0 
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G CHF xe，. Ttn D UD Run No. Mate- Thickness 
rk~/m2sl lMW/m2J [ -1 [c] lmm] [ -] rial l哩型]
2.426E+Ol 1.217 +0.7210 9.9 4.0 10.0 m4010s02 SUS316 1.0 
3.747E+Ol 1579 +0.5786 9.9 4.0 10.0 m4010s03 SUS316 1.0 
5065E+Ol 1 774 +0.4528 10.1 4.0 10.0 m4010s04 SUS316 1.0 
6.3D2E+Ol 1.976 +0.3810 10.6 4.0 10.0 m4010s05 SUS316 1.0 
7722E+Ol 2.106 +0.3174 11.1 4.0 10.0 m4010s06 SUS316 1.0 
9053E+Ol 2.226 +0.2704 11.5 4.0 10.0 m4010s07 SUS316 1.0 
5.9G7E+Ol 1.823 +0.3771 12.0 4.0 10.0 m4010mOl SUS316 1.0 
1.250E+02 2.355 +0.1694 11.9 4.0 10.0 m4010m02 SUS316 1.0 
2.567E+02 3.091 +0.0500 12.5 4.0 10.0 m4010m03 SUS316 1.0 
3.855E+02 3.734 +0.0069 11.8 4.0 10.0 m4010m04 SUS316 1.0 
5.171E+02 4.117 -0.0214 13.0 4.0 10.0 m401Om05 SUS316 1.0 
5818E+02 4.450 -0.0279 12.5 4.0 10.0 m4010m06 SUS316 1.0 
6.GOOE+02 4.724 -0.0351 13.3 4.0 10.0 m・1010101 SUS316 1.0 
1 :307E+03 7.518 -0.0610 12.8 4.0 10.0 m4010102 SUS316 1.0 
1951E+0δ 10.29 -0.0712 11.8 4.0 10.0 m4010l03 SUS316 1.0 
:3.914E+0:3 lG.06 -0.0894 13.2 4.0 10.0 m4010106 SUS316 1.0 
O.OOOE+OO .113 I<Xex 11.3 1.0 25.0 m4025s01 SUS316 1.0 
1 129E+Ol .176 +0.5243 11.7 4.0 25.0 m4025s02 SUS316 1.0 
2.365E+Ol .399 +0.5787 9.5 4.0 25.0 m4025s03 SUS316 1.0 
3.661E+Ol .692 +0.6688 9.5 4.0 25.0 m4025s04 SUS316 1.0 
4.958E+Ol .964 +0.6922 9.3 4.0 25.0 m4025s05 SUS316 1.0 
G.257E+Ol 1.142 +0.6398 9.6 4.0 25.0 m4025s06 SllS316 1.0 
7.574E+Ol 1.291 +0.5871 9.9 4.0 25.0 m4025s07 SUS316 1.0 
8.877E+Ol 1.468 +0.5661 10.8 4.0 25.0 m4025s08 SUS316 1.0 
8886E+Ol 1.447 +0.5546 10.7 4.0 25.0 m4025s09 SUS316 1.0 
5.905E+Ol .899 +0.5088 11.5 4.0 25.0 m4025mOl SUS316 1.0 
1252E+02 1.728 +0.4457 11.1 4.0 25.0 m4025m02 SUS316 1.0 
2.578E+02 2461 +0.2594 12.4 4.0 25.0 m4025m03 SUS316 1.0 
3.898E+02 3.042 +0.1819 12.3 4.0 25.0 m4025m04 SUS316 1.0 
5.213E+02 3.405 +0.1262 12.6 4.0 25.0 m4025m05 SUS316 1.0 
5.861E+02 3.523 +0.1023 12.2 4.0 25.0 m4025m06 SUS316 1.0 
6.626E+02 3.522 +0.0701 11.6 4.0 25.0 m4025101 SUS316 1.0 
1.325E+03 4.118 -0.0243 13.3 4.0 25.0 m4025102 SlJS316 1.0 
1.987E+03 5.212 -0.0441 14.2 4.0 25.0 m4025103 SUS316 1.0 
2.G lDE+O;j 6.269 -O .05~G 15.2 1.0 25.0 m4025104 SUS316 1.0 
3 .311E+0:~ 7.293 -0.0604 15.4 4.0 25.0 m4025105 SlJS316 1.0 
3 .973E+0:~ 8.3GO -0.0644 15.6 4.0 25.0 m4025106 SUS316 1.0 
3 'H2E+O:3 7.:318 -0.0626 14 1 4.0 25.0 m4025107 SUS316 1.0 
O.OOOE+OO .066 1 <XeJ< 8 1 4.0 50.0 m4050s01 SUS316 1.0 
1.054E+0 1 .101 +0.7011 7.4 4.0 50.0 m4050s02 SUS316 1.0 
2.351E+Ol .216 +0.6420 8.0 4.0 50.0 m4050s03 SUS316 1.0 
3.630E+Ol .359 +0.7056 8.5 4.0 50.0 rn4050s04 SUS316 1.0 
4.930E+Ol .565 +0.8442 8.2 4.0 50.0 m4050s05 SUS316 1.0 
621-!E+Ol .737 +0.8798 8.1 4.0 50.0 m4050s06 SUS316 1.0 
7.510E+Ol .879 +0.8655 7.9 4.0 50.0 m4050s07 SUS316 1.0 
8.831E+Ol 1.002 +0.8354 9.0 4.0 50.0 m4050s08 SUS316 1.0 
O.OOOE+OO .060 I<Xex 7.8 4.0 50.0 m4050s09 SUS316 1.0 
6199E+Ol 736 +0.8814 8.3 4.0 50.0 m4050s10 SUS316 1.0 
5.502E+Ol .584 +0.7683 7.8 4.0 50目。 m4050mOl SUS316 1.0 
1.215E+02 1282 十0.7616 8.9 4.0 50.0 m4050m02 SUS316 1.0 
2.550E+02 2.065 +0.5495 10.1 4.0 50.0 m4050m03 SUS316 1.0 
3.873E+02 2.682 +0.4473 11 0 4.0 50.0 m4050m04 SUS316 1.0 
5.200E+02 2.863 +0.3227 11.5 1.0 50.0 m4050m05 SUS316 1.0 
5.855E+02 3.004 +0.2907 12.2 4.0 50.0 m4050m06 SUS316 1.0 
6 .6~7E+02 3.208 +02637 11.5 1.0 50.0 m4050101 8U8316 1.0 
1.325E+03 .1.DI8 +0 1655 12.5 1.0 50.0 m4050l02 8U8316 1.0 
1.987E+03 5.947 +0.1044 139 1.0 50.0 m4050l03 SUS316 1.0 
2.650E+03 6.608 +0.0575 12.5 4.0 50.0 m4050104 8U8316 1.0 
3.312E+03 7.310 +0.0342 136 4.0 50.0 m4050l05 SU8316 1.0 
3.975E+03 7.321 +0.0007 13.0 4.0 50.0 m4050106 8U8316 1.0 
3.974E+03 7.350 +0.0027 13.6 4.0 50.0 m4050107 8U8316 1.0 
Table 2.5 GrouD A-5 r D= 6mm Tubes 1 
G CHF 
Ll-i m TICa-n l 
D LfD Run No. Mate- Thickne同
[kg/m~sJ [MW/m~] lnunl [-1 rial LmmJ 
5001E+00 806 +1.2937 28.2 6.0 5.0 k6005aOl 8lT8316 1.0 
5.022E+00 776 +1.2651 44.0 6.0 50 k6005a02 8l.8316 1.0 
5.032E+00 761 +1.3180 88.2 6.0 5.0 k6005aO::¥ 8l"8316 1.0 
5.012E+00 .808 +1.3938 80.9 6.0 5.0 k6005aO.1 8118316 10 
4.992E+00 ，772 +1.3459 86.8 6.0 5.0 k6005a05 818316 10 
3.077E+Ol 2.659 +0.6100 16.6 6.0 5.0 k6005bOl 8e8316 1 0 
3.070E+Ol 2.646 +0.6149 20.3 6.0 5.0 k6005b02 8U8316 1.0 
3.057E+Ol 2.657 +0 6288 24.: 6.0 5.0 k6005b03 8U8316 1.0 
3.052E+Ol 2.248 +0.5334 36.1 6.0 5.0 k6005b04 8L8316 1.0 
3.054E+Ol 2.578 +0.6239 33.5 60 5.0 k6005b05 8U8316 1.0 
3.017E+Ol 2.651 +0.6553 38.1 6.0 5.0 k6005b06 8U8316 1.0 
3.052E+Ol 2.632 +0.6603 44.3 6.0 5.0 k6005b07 8U8316 1.0 
3.048E+Ol 2.623 +0.6652 47.9 6.0 5.0 k6005b08 8U8316 1.0 
3.040E+Ol 2.596 +0.6748 56.2 6.0 5.0 k6005b09 8U8316 1.0 
3 .0~ 5E+Ol 2.584 +0.6769 58.5 6.0 5.0 k6005bl0 8U8316 1.0 
3.0:33E+Ol 2.569 +0.6854 65.2 6.0 5.0 k6005bll 8U8316 1.0 
3.6a8E+Ol 2.842 +0.6385 71.2 6.0 5.0 k6005b12 8U8316 1.0 
4.010E+Ol 2.120 +04940 78.1 6.0 5.0 k6005b13 8U8316 1.0 
4.045E+Ol 1.954 +0.3959 82.8 6.0 5.0 k6005bl4 8U8316 1.0 
3.864E+Ol 1.908 +0.3855 72 1 6.0 5.0 k6005b15 8U8316 1.0 
'3.883E+Ol 1.668 +0.3335 74.6 6.0 5.0 k6005b16 8U8316 1.0 
3.881E+Ol 1.592 +03271 80.5 6.0 5.0 k6005b17 8U8316 1.0 
3，645E+Ol 1.932 +0 1090 67.4 6.0 5.0 k6005b18 8U8316 1.0 
3.739E+Ol 1.624 +03431 77.7 6.0 5.0 k6005b19 8U8316 1.0 
3.855E+Ol 1.400 +0.2831 792 6.0 5.0 k6005b20 8P8316 1.0 
3797E+Ol ¥.236 +0.2613 85.4 6.0 5.0 k6005b21 8P8316 1 0 
3.728E+Ol 1.140 +0.2557 91.8 6.0 5.0 k6005b22 8U831G 10 
3.791E+Ol 1.050 +0.2382 96.2 6.0 5.0 k6005b23 8U8316 10 
3.789E+Ol .D71 +0.2251 99.0 6.0 5.0 k6005b24 8U8316 1.0 
3.724E+Ol 1.462 +0.4143 76.2 6.0 5.0 k6005b25 8U8316 1.0 
3.993E+Ol 1.586 +04726 83.3 6.0 5.0 kH005b26 8U8:316 1.0 
3.975E+Ol 1.491 +0.4496 87.5 6.0 5.0 k6005b27 8U8316 1.0 
3.967E+Ol 1.003 十0.2988 89.7 6.0 5.0 k6005b28 SUS316 10 
:3 944E+Ol .922 +0.2836 95.5 6.0 5.0 k6005b29 8U8316 1.0 
1.866E+Ol 2.145 +0.8622 16.2 6.0 5.0 k6005cOl 8U8316 1.0 
1.866E+Ol 2.197 +0.8982 22.1 6.0 5.0 k6005c02 8U8316 1.0 
1.868E+Ol 2.221 +0.9137 25.3 6.0 5.0 k6005c03 8U8316 1.0 
1.879E+Ol 2.207 +0.9118 31.1 6.0 5.0 k6005c04 8e8316 1.0 
1.881E+Ol 2.217 +0.9252 36.0 6.0 5.0 k6005c05 8U8316 1.0 
1.885E+Ol 2.147 +0.8998 41.3 6.0 5.0 k6005c06 8U8316 1.0 
1.890E+Ol 2.136 +0.8917 41.3 6.0 5.0 k6005c07 8U8316 1.0 
1.918E+Ol 2.147 +0.8944 17.9 6.0 5.0 k6005c08 8U8316 1.0 
1.987E+Ol 2.206 +0.8918 50.7 6.0 5.0 k6005c09 8U8316 10 
2.218E+Ol 2.284 +0.8258 53.6 6.0 5.0 k6005clO 8U8316 1.0 
2.2九OE+Ol 2.295 +0.8402 61.5 6.0 5.0 k6005cll 8US316 1.0 
2 2;~6E+Ol 2.273 +0.8381 66.6 6.0 5.0 k6005cl2 8U8316 1.0 
2.374E+Ol 2.256 +0.7868 70.2 6.0 5.0 k6005cl3 8US316 1.0 
2.436E+Ol 2.078 +0.7196 80.5 6.0 5.0 k6005c14 8U8316 1.0 
2.456E+Ol 2.038 +0.7094 86.1 6.0 5.0 k6005c15 8US316 1.0 
2.461E+01 1.998 +0.6965 87.8 6.0 5.0 k6005c16 8US316 1.0 
2.464E+01 1.301 +0.4590 95.2 6.0 5.0 k6005c17 8U8316 1.0 
2.462E+Ol .871 +0.3086 97.4 6.0 5.0 k6005l:18 8l:S316 1.0 
2.465E+Ol 2.195 +0.7321 69.4 6.0 5.0 k6005c19 8U8316 1.0 
2.468E+Ol 2.122 +0.7148 74.8 6.0 5.0 k6005c20 8U8316 1.0 
2.575E+Ol . 9G~~ +0.2682 83.7 6.0 5.0 k6005c21 8U831G 1.0 
2.555E+Ol 1115 +0.3217 83.5 6.0 5.0 k6005c22 8U8316 1.0 
2.514E+Ol 1.121 十0.3124 77.9 6.0 5.0 k6005c23 Sl'S316 1.0 
2.503E+Ol 1.257 +0.3413 70.5 6.0 50 k6005e24 8U8316 1.0 
2.512E+Ol 1.103 +0.2925 70.3 6.0 5.0 k6005c25 8U8316 1.0 
2.512E+Ol .942 +0.2688 88.1 6.0 5.0 k6005c26 SlTS316 1.0 
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G CHF Ll- X TICan l D LfD RunNo Mate- Thidrness [kg/m ~sJ IMW/m ~ 1 [mm} [-] rlal [mm} 
G CHF' X'"苅 Tm D υD Run No Mnte- Thlckness 
[kg/m2s1 rMW/m:!1 け l~;l [mm] [-J rill Imml 
2510E+Ol .857 +0.2495 91.8 6.0 5.0 k6005c27 SUS316 1.0 9.937E+Ol 4.147 +0.2189 19.2 6.0 5.0 k6005f02 St1S316 1.0 
2.511E+Ol 846 +0，2581 95.2 6.0 5.0 k6005c28 SUS316 1.0 9.703E+Ol 4 191 +0.2479 27.8 6.0 5.0 k6005f03 SllS316 1.0 
2.518E+OI .809 +0.2483 96，:3 6.0 5.0 k6005c29 SUS316 1.0 1.023E+02 4.197 +0.2324 29.8 6.0 5.0 k6005f04 SlTS316 1 0 
2.510E+Ol .859 +0.2680 98.5 60 5.0 k6005c30 SUS316 1.0 1.006E+02 1.307 +0.2578 34.8 6.0 5.0 k6005f05 SUS316 1.0 
4.252E+Ol 3.242 +0.5184 15.9 6.0 5.0 k6005dOl SUS316 1.0 1.0 17E+02 4.576 +0.2878 407 6.0 50 k6005f06 SUS316 1.0 
4.252E+Ol 3 126 +0.5053 21.8 6.0 5.0 k6005d02 SUS316 1.0 9，997E+Ol 4.100 +0.2613 45.3 G.O 5.0 k6005f07 SUS316 1.0 
4.251E+OI 3231 +0.5384 27.6 6.0 5.0 k6005d03 SUS316 1.0 9.233E+Ol 4.397 +0.3277 49.5 6.0 5.0 k6005f08 SUS316 1.0 
4.251E+OI 3，207 +0.5365 29.3 6.0 5.0 k6005d04 SUS316 1.0 1.023E+02 4.711 +0.3224 54.2 6.0 5.0 k6005f09 SUS316 1.0 
4.247E+OI 3.225 +0.5520 35.2 6.0 5.0 k6005d05 SUS316 1.0 1.06，IE+02 4.699 +0.3133 58.3 6.0 5.0 k6005f10 seS316 1.0 
4.233E+Ol 3，078 +0.5335 406 6.0 5.0 k6005d06 SUS316 1.0 1.OUE+02 .1.268 +0.2964 59.0 6.0 5.0 k6005fll SlTS316 1.0 
4.233E+Ol 3.291 +0.5868 45.3 6.0 5.0 k6005d07 SlTS316 1.0 1.01OE+02 4.392 +0.3239 67.2 6.0 5.0 k6005f12 SUS316 1.0 
4.431E+OI 3.281 +O .5K~4 50.6 6.0 5.0 k6005d08 SUS316 1.0 1.0 19E+02 4.444 +0.3293 69.3 6.0 50 k6005f13 SUS316 1.0 
4.670E+01 3.333 +0.5558 590 6.0 5.0 k6005d09 SUS316 1.0 1.010E+02 4.582 +0.3586 76.8 6.0 50 k6005f14 SUS316 1.0 
4.757E+Ol 3.377 +0.5446 54.8 6.0 5.0 k6005dl0 SUS316 1.0 1.027E+02 4358 +0.3361 78.5 6.0 5.0 k6005f15 SUS316 1.0 
5.097E+Ol 3.543 +0.556.1 681 6.0 5.0 k6005dll SUS316 1.0 1.003E+02 4.438 +0.3623 84.0 6.0 5.0 k6005f16 SUS316 1.0 
5.100E+Ol 3.376 +0.5329 71.3 6.0 5.0 k6005d12 SUS316 1.0 1.030E+02 4.488 +0.3693 91.0 6.0 5.0 k6005fl7 SUS316 1.0 
5.228E+Ol 3.336 +0.5307 81 1 6.0 5.0 k6005d13 SUS316 1.0 1018E+02 4.2G5 +0.3618 95.0 6.0 5.0 1<:6005f18 SUS316 1.0 
5.281E+Ol 2.606 +0.3957 77.7 6.0 5.0 k6005d14 SUS316 1 0 1.0 12E+02 4.145 +0.3590 97.9 6.0 5.0 k6005fl9 SUS316 1.0 
5.293E+Ol 2.HO +0.3808 87.8 6.0 5.0 k6005d15 SUS316 1.0 1.月19E+02 4.221 +0.0821 12.1 6.0 5.0 k600_5g01 SUS316 1.0 
5.321E+Ol 1.731 +0，2751 92.9 6.0 5.0 k6005d16 SUS316 1.0 1.5121':+02 4.011 +0.0785 16.2 6.0 5.0 i<:6005_g02 SUS316 1.0 
5447E+Ol 3.010 +0.4769 93.2 6.0 5.0 k6005d17 8eS316 1.0 1506E+02 4.028 +00895 21.0 6.0 5.0 k6005g0:3 SU8316 1.0 
496.3E+Ol 3，315 +0.9678 62.6 6.0 5.0 k6005d18 8l'8316 1.0 1535E+02 3.943 +0.0907 26.7 6.0 5.0 k6005g04 StTS316 1.0 
1988E+OJ 3.260 +0.9593 66.8 6.0 5.0 k6005d19 8U8316 1.0 1 -188E+02 4.030 +0.1091 29.9 6.0 5.0 k6005g05 Sl S316 1.0 
5.016E+Ol 3.362 + 1.0038 72.9 6.0 5.0 k6005d20 8l'S316 1 0 し.t9!)E+02 4.094 +0.1203 34.9 6.0 5.0 kG005g06 SUS316 1.0 
5034E+Ol 3.218 +0.9452 76.4 6.0 5.0 k6005d21 8US316 1.0 1.499E+02 4.3.10 +0 1452 40.4 6.0 5.0 k6005g07 SVS316 10 
5.032E+Ol 3.112 +O.93G9 78.8 6.0 5.0 k6005d22 SUS316 1.0 1507E+02 4433 +0.1594 45.8 6.0 5.0 k6005ε08 SUS316 1.0 
5.043E+Ol 2.056 +0.6122 82.3 6.0 5.0 k6005d23 SUS316 1.0 1.494E+02 4.805 +0 1923 50.4 6.0 5.0 k6005g09 SUS316 1.0 
5.043E+Ol 2.363 +0.7113 83.7 6.0 5.0 k6005d24 SUS316 1.0 1.511E+02 4.942 +02067 55.5 6.0 5.0 k6005g10 SUS316 1.0 
5.041E+Ol 2.289 +0.6925 86.2 6.0 5.0 k6005d25 SUS316 1.0 1.511E+02 4.984 +0.2202 61.4 6.0 5.0 k6005g11 SOS316 1.0 
5.039E+Ol 2.115 +0.6402 87.5 6.0 5.0 k6005d26 SUS316 1.0 1.511E+02 4.946 +0.2256 65.5 6.0 5.0 k()00[>g12 SUS316 1.0 
5. 158E+0 1 2.095 +0.6416 90.0 6.0 5.0 k6005d27 SUS316 1.0 1.517E+02 4.957 +0.2349 70.7 6.0 5.0 1<6005g13 S1.TS316 1.0 
5.256E+Ol 1.712 +0.5265 92.0 6.0 5.0 k6005d28 SUS316 1.0 1.516E+02 5.068 +0.2500 75.3 6.0 5.0 k6005g14 SUS316 1.0 
5.308E+Ol 1.529 +0.4708 92.6 6.0 5.0 k6005d29 SUS316 1.0 1.504E+02 4.735 +0.2372 77.6 6.0 5.0 k60Q_5g15 SUS316 1.0 
5.341E+Ol 1.298 +0.4010 94.2 6.0 5.0 k6005d30 SUS316 1.0 1.502E+02 5.050 +0.2712 85.7 6.0 5.0 kG005g16 SCS:U6 1.0 5 .~H5E+Ol 1.084 +0.;3408 98.2 6.0 5.0 k6005d31 SUS316 1.0 1.485E+02 4.664 +0.2590 89.6 6.0 5.0 kG005g17 SUS316 1.0 
7.059E+OI :3.830 +0.3182 12.9 6.0 5.0 k6005eOl SUS316 1.0 1.496E+02 5.226 +0.2939 91.6 6.0 5.0 k600号g18 SUS316 1.0 
7000E+Ol 3.760 +0.3276 20.6 6.0 5.0 k6005e02 SUS316 1.0 1.502E+02 5.152 +0.2943 94.8 6.0 5.0 1~6005g19 SUS316 1.0 
7.295E+Ol 4.496 +0.4061 25.0 6.0 5.0 k6005e03 SUS316 1.0 1 184E+02 4.978 +0.2970 99.9 6.0 5.0 k6005g20 SUS316 1.0 
7.060E+Ol 4.408 +0.4215 29.5 6.0 5.0 k6005e04 SUS316 1.0 2.016E+02 1.453 +0.0362 14.6 6.0 5.0 k6005hOl SUS316 1.0 
6.707E+Ol 4.283 +0.4432 34，3 6.0 5.0 k6005e05 SUS316 1.0 1.999E+02 4.423 +0.0476 20.5 6.0 5.0 k6005h02 SUS316 1.0 
6.942E+Ol 4.161 +0.1221 41.8 6.0 5.0 k6005e06 SUS316 1.0 1993E+02 4.208 +0.0479 25.5 6.0 5.0 k6005hO:3 SUS316 1.0 
7.119E+Ol 4.307 +O . 1 ~~51 45.9 6.0 5.0 k6005007 SUS316 1.0 2.017E+02 4.307 +0.0566 29.0 6.0 5.0 k6005h04 SUS316 1.0 
7.236E+Ol 4.228 +0.1219 487 6.0 5.0 k6005e08 SUS316 1.0 1.993E+02 4261 +0.0698 36.0 6.0 5.0 k6005h05 SPS316 1.0 
7.138E+Ol 4.004 +0.1041 50.4 6.0 5，0 k6005e09 SUS316 1.0 2.000E+02 4.359 +0.0834 41.2 6.0 5.0 k6005h06 SU8316 1.0 
G.951E+Ol 3.942 +0.4179 54.7 6.0 5.0 k6005el0 SUS316 1.0 2.011E+02 4 721 +0.1142 49，8 6.0 5.0 k6005h08 SPS316 1.0 
7.079E+Ol 4.312 +0.1692 62.2 6.0 5.0 k6005ell StTS316 1.0 2.026E+02 5.027 +0.1366 55.4 6.0 5.0 k6005h09 SUS316 10 
i.777E+Ol 4.350 +0.4317 65.7 6.0 5.0 k6005e12 SUS316 1.0 2.008E+02 5.164 +0.1538 60.3 6.0 5.0 k6005hl0 SlTS316 1.0 
7.223E+Ol 4，278 +0.4727 72.1 6.0 5.0 k6005e13 SUS316 1.0 2.0 13E+02 5.243 +0.1662 65.4 6.0 5.0 k6005hl1 SUS316 1.0 
6.325E+Ol 4.270 +0.5531 75.8 6.0 5.0 k6005e14 SUS316 1.0 2.007E+02 5.331 +0.1809 70.8 6.0 5.0 k6005h12 Sl'S316 1.0 
6.215E+Ol 3.869 +0.5140 79.8 6.0 5.0 k6005e15 SUS316 1.0 1.989E+02 5.211 +0.1852 74.9 6.0 5.0 k6005h13 SUS316 1.0 
6.076E+Ol 4.295 +0.5976 84.6 6.0 5.0 k6005e16 SUS316 1.0 2.001E+02 5.a72 +0.2021 80.8 6.0 5.0 k6005h14 SUS316 1.0 
6.734E+Ol 4.167 +0.5295 89.9 6.0 5.0 k6005e17 SUS316 1.0 2.003E+02 5.485 +0.2163 85.9 6.0 5.0 k6005h15 SUS316 1.0 
7.086E+Ol 3.649 +0.4470 95.0 6，0 5.0 k6005e18 SUS316 1.0 2.0 13E+02 5 .~ 26 +0.2182 91.3 6.0 5.0 k6005h16 Sl'S316 1.0 
6.223E+Ol 1.603 +0.2238 97.6 G.O 5.0 k6005e19 SUS316 1.0 2.001E+02 5.625 +0.2413 95.8 6.0 5.0 kG005h17 SU8316 1.0 
6.689E+Ol 2.699 +0.3516 96.8 6.0 5.0 k6005e20 SUS316 1.0 1.994E+02 5.539 +0.2422 97.9 6.0 5.0 k6005h18 SUS316 1.0 
6.980E+Ol 4.367 +0.5226 83.0 6.0 5.0 k6005e21 SUS316 1.0 2.017E+02 5A31 +0.2339 975 60 5.0 k6005h19 SUS316 1.0 
6.920E+Ol 3.224 +0.3916 88.6 6.0 5.0 k6005e22 SUS316 1.0 3.004E+02 ，1.659 -0.0204 155 6.0 5.0 k6005iOl Sl"S316 1.0 
7.098E+Ol 4.086 +0.4841 86.1 6.0 5.0 k6005e23 SUS316 1.0 2.991E+02 4.940 -0.0026 20.3 G.O 5.0 k6005i02 srS316 1.0 
6.820E+Ol 3.764 +0.4758 92.9 6.0 5.0 k6005e24 SUS316 1.0 3.003E+02 5.056 +0.0089 249 6.0 5.0 k6005i03 SUS316 1.0 
7.002E+Ol 3.266 +0.1063 96.2 6.0 5.0 k6005e25 SUS316 1.0 3.008E+02 4.869 +00138 30.6 6.0 5.0 k6005i04 SUS316 1.0 
1.01lE+02 :t838 +0 1798 16.2 6.0 5.0 k6005fOl SUS316 1.0 3.006E+02 4.992 +0.0256 34.9 6.0 5.0 k6005i05 SUS316 1.0 
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I :301.tE+02 .1708 +0，0168 34.9 6，0 5.0 k6005i06 St1S316 1.0 
3002E+02 t.854 +0.0316 40.2 6.0 5.0 k6005i07 SCS316 1.0 
2.995E+02 4.561 +0 O:~ll 44.4 6.0 5.0 k6005i08 SlJS316 1.0 
2.989E+02 4.831 +0.0504 50.3 6.0 5.0 k6005i09 SUS316 1.0 
I 3.013E+02 5.121 +0.0660 54.7 6.0 5.0 k6005il0 SUS316 1.0 
3.0 17E+02 4.878 +0.0699 60.7 6.0 5.0 k6005ill SUS316 1.0 
I 2996E+02 4.642 +00710 64.5 6.0 5.0 k6005i12 SUS316 1.0 
2.993E+02 4.205 +0.0685 70.0 6.0 5.0 k6005i13 SUS316 1.0 
I 2.999E+02 4.115 +00730 7-t.0 6.0 5.0 k6005i14 SUS316 1.0 
4.017 +0.0814 79.9 6.0 5.0 k6005i15 S1I8316 1.0 
:3.00DE+02 .1.284 +0.0983 85.1 6.0 5.0 k6005i16 SCS316 1.0 
~ .991E+02 .1.670 +0 1206 90.5 6.0 5.0 k6005i17 SUS316 1.0 
3，00IE+02 ι、736 +0.1294 9，1.4 6.0 5.0 k6005i18 SUS~116 1.0 
2.995E+02 4.801 +0.1389 98.3 6.0 5.0 k6005i19 SUS316 1.0 
4.996E+02 6.283 -0.0412 18，3 6.0 5.0 k6005jO 1 seS316 1 0 
5.002E+02 6.299 -0.0382 19.8 6.0 5.0 k6005j02 StTS316 1.0 
5.001E+02 6.213 -0.0399 197 6.0 5.0 k6005j03 SU8316 1.0 
4.990E+02 6.078 -0.0338 24.1 6.0 5.0 k600町04 SUS316 1.0 
5.002E+02 6007 -0.0329 25.4 6.0 5.0 k600句05 SUS316 1.0 
4993E+02 5.826 -0.0259 30.8 6.0 5.0 k6005j06 SPS316 1.0 
5004E+02 6005 -0.0227 :309 6.0 5.0 k600町07 S18316 1.0 
~ .995E+02 5.713 -0.0191 35.5 6.0 5.0 k6005j08 Sl'8316 10 
4.988E+02 5，572 -0.0105 41.4 6.0 5，0 kGOO町09 S1I8316 1.0 
5.006E+02 5.306 -0.0086 45.1 6.0 5.0 k6005j10 Sl1S316 1.0 
5.009E+02 5.617 +0.0065 50.3 6.0 5.0 kG005j 11 S1'8316 10 
4.996E+02 5.932 +0.0227 55.8 6.0 5.0 k600_t_il2 S18316 1.0 
5.000E+02 6.292 +0.0375 60.4 6.0 5.0 k6005j 13 8US316 1.0 
4999E+02 5，282 +0.0307 66.3 6.0 5.0 k6005j 14 SUS:316 l.0 
4.992E+02 6.378 +0.0493 65.8 6.0 5.0 k6005j 15 SUS316 1.0 
5.002E+02 5.316 +0.0385 70.2 6.0 5.0 k6005j 16 SU8316 1.0 
4.986E+02 5.523 +0.0494 73.9 6.0 5.0 k6005j17 SU8316 1.0 
5.004E+02 5427 +0.0591 80.2 6.0 5.0 k6005j 18 SUS316 1.0 
4998E+02 5.335 +0.0688 86.2 6.0 5.0 k6005j19 SUS316 1.0 
5.008E+02 5329 +0.0711 87.6 6.0 5.0 k6005j20 SPS316 1.0 
1 982E+02 5.923 +0.0969 95.5 6.0 5.0 k6005j21 SU8316 1.0 
UJ90E+02 6.258 +0.1083 98.5 6.0 5.0 k600日22 SUS:316 1.0 
5999E+02 7346 -0.0452 17.7 6.0 5.0 k6005kOl StJS316 1.0 
5 D96E+02 7 180 -0.0-122 20.6 6.0 5.0 k6005k02 SUS316 1.0 
5.978E+02 7007 -0.0351 25.6 6.0 5.0 k6005k03 SUS316 1.0 
5.991E+02 6.551 -0.0326 30.7 6.0 5.0 k6005k04 8US316 1.0 
5.975E+02 6.545 -0.0230 35.7 6.0 5.0 k6005k05 SU8316 1.0 
6003E+02 6.321 .0.0186 40.1 6.0 5.0 k6005k06 SUS316 1.0 
5.986E+02 6.136 -0.0110 45.5 6.0 5.0 k6005k07 SUS316 1.0 
6.003E+02 5.641 -0.0097 50.2 6.0 5.0 k6005k08 S118316 1.0 
5.984E+02 6.097 +0.0057 54.7 6.0 5.0 k6005kl0 SU8316 1.0 
s.005E+02 G.020 +0.0143 60.1 6.0 5.0 k6005kll Sl'S31G 1.0 
5.99DE+02 5.559 +O.Oln 65.3 6.0 5.0 k6005k12 SUS316 1.0 
6.002E+02 5.129 +0.0107 700 6.0 5.0 k6005kl3 SUS316 1.0 
5.995E+02 5.338 +0.0314 74.6 6.0 5.0 k6005k14 SUS316 1.0 
5.984E+02 6.017 +0.0525 80.4 6.0 5.0 k6005k15 8US316 l.0 
6.029E+02 6..313 +0.0635 84.3 6.0 5.0 k6005k16 SUS316 1.0 
5.997E+02 5.918 +0.0697 90.5 6.0 5.0 k6005k17 SUS316 1.0 
G.00IE+02 s，018 +0.0606 89.7 6.0 5.0 k6005k18 SU8316 1.0 
5，98.lE+02 6.709 +0.0900 95.0 6.0 5.0 k6005k19 SU8316 1.0 
5.988E+02 7.118 +0.1020 98.2 6.0 5.0 k6005k20 SUS316 1.0 
8.D07E+02 9 :381 -0.0177 18.9 6.0 5.0 k6005101 SUS316 1.0 
8.024E+02 9. t55 -0.0471 18.9 6.0 5.0 k6005102 SLTS316 1.0 
8003E+02 9.050 .0.0397 25.1 6.0 5.0 k6005103 SUS316 1.0 
8.025E+02 8.503 -0.0365 30.2 6.0 5.0 k6005104 SUS316 1.0 
8.021日+02 8.526 -0.0351 30.8 6.0 5.0 k6005105 SUS316 1.0 
8014E+02 8.029 -0.0326 35.0 6.0 5.0 k6005106 SUS316 1.0 
G CHF 
xl-倒l TICan l 
D UD RunNo Mate- Thickness 
{kg/m吐 {M'vV/m:!J lmmJ [ -1 rial Imml 
7.988E+02 7.389 -0.0301 tO.O 6.0 5.0 k6005107 SUS316 1.0 
7.977E+02 7.362 -0.0200 45.5 6.0 50 k6005108 SlTS316 1.0 
7.988E+02 7.551 -0.0096 500 6.0 5.0 k6005109 Sl'S316 1.0 
7.993E+02 7.444 -0.0025 54.5 6.0 5.0 k6005110 Sl S316 1.0 
7.998E+02 7.316 +0.0049 59.2 6.0 5.0 k6005111 SUS316 1.0 
7.972E+02 6.711 +0.0102 65.5 6.0 50 k6005113 SUS316 1.0 
8.023E+02 6.442 +0.0175 713 60 5.0 k6005114 SUS316 1.0 
7.963E+02 6.227 +0.0237 75.6 6.0 5.0 k6005115 SUS316 1.0 
7.995E+02 6.195 +0.0319 80.3 6.0 5.0 k6005116 SUS316 1.0 
7.990E+02 6.162 +0.0126 86.2 6.0 5.0 k6005117 SUS316 1.0 
7.970E+02 5.962 +0.0486 90.5 6.0 5.0 k6005118 SUS316 10 
7.96:3E+02 5.971 +0.0584 95.7 6.0 5.0 k6005119 Sl!S316 1.0 
7.980E+02 6.197 +0.06.15 97.7 60 5.0 k6005120 SUS316 1.0 
1.004E+03 1.52 -0.0493 19.2 6.0 5.0 k6005mOl SUS316 1.0 
1.002E+03 10.73 -0.0534 20.6 6.0 50 k6005m02 SllS316 1.0 
1.00IE+03 10.33 -0.0477 25.5 6.0 5.0 k6005m03 Sl'S316 1.0 
1.001E+OJ 9556 -0.0463 299 6.0 5.0 k6005m04 SUS316 1.0 
1.001E+03 9.250 -0.0392 35.2 6.0 5.0 k6005m05 SUS316 1.0 
9.991E+02 8.G44 -0.0358 39.8 6.0 5.0 k6005m06 SUS316 1.0 
1.000E+03 7.031 -0.0414 44.5 6.0 5.0 k6005m07 SUS316 1.0 
1.001E+03 7.854 -0.02-11 49.9 6.0 5.0 k6005m08 SUS316 1.0 
1.003E+03 6750 -0.0237 55.4 6.0 5.0 k6005m09 SUS316 1.0 
1000E+OJ 5.974 -0.0218 60.0 6.0 5.0 k6005ml0 SUS316 1.0 
9.994E+02 5.672 -0.0162 6.i.4 6.0 5.0 k6005ml1 SUS316 1.0 
1.000E+03 5.617 -00063 700 6.0 5.0 k6005m12 SUS316 1.0 
9.982E+02 5.667 +0.0036 75.0 6.0 5.0 k6005m13 SUS316 1.0 
9.992E+02 5.155 +0.0078 79.7 6.0 5.0 k6005mH SlTS316 1.0 
1.000E+03 5.599 +0.0218 85.1 6.0 5.0 k6005m15 SUS316 1.0 
9.993E+02 6.104 +0.0343 89.4 6.0 5.0 k6005m16 SUS316 1.0 
1.001E+03 6.810 +0.0513 95.2 6.0 5.0 k6005m17 SUS316 1.0 
9.950E+02 6.535 +0.0552 98.4 6.0 5.0 k6005m18 SUS316 1.0 
1.502E+03 14.70 -0.0621 20.3 6.0 5.0 k6005n02 SUS316 1.0 
1.502E+03 14.04 -0.0556 25.9 6.0 5.0 kG005n03 S仁S316 1.0 
1.508E+03 12.52 .0.0592 28.9 6.0 5.0 k6005n04 SlTS31G 1.0 
1.503E+03 11.91 -0.0518 34.7 6.0 5.0 k6005n05 Sl'S316 1.0 
1.502E+03 11.06 -0.0573 34.4 6.0 5.0 k6005n06 SUS316 1.0 
1.503E+03 10.27 -0.0502 40.7 6.0 5.0 k6005n07 SUS316 1.0 
1.500E+03 10.41 -0.0429 44.1 6.0 5.0 k6005n08 SUS316 l.0 
1.501E+03 9.899 -0.0370 48.9 6.0 5.0 k6005n09 SUS316 1.0 
1.499E+03 9.503 -0.0279 55.0 6.0 5.0 k6005nl0 SUS316 1.0 
1.504E+03 9.656 -0.0191 59.3 6.0 5.0 k6005nll SUS316 1.0 
1.499E+03 9.646 -0.0110 63.6 6.0 5.0 k6005n12 SUS316 1.0 
1.500E+03 8.577 -0.0054 70.0 6.0 5.0 k6005n14 SUS316 1.0 
1 498E+03 7.084 -0.0044 75.2 6.0 5.0 k6005n15 S08316 1.0 
1498E+03 8.097 +0.0111 80.3 6.0 5.0 k6005n16 SUS316 1.0 
1.502E+03 7.773 +0.0186 85.4 6.0 5.0 k6oo5n17 SUS316 1.0 
1.501E+03 8.058 +0.0304 90.8 6.0 5.0 k6005n19 seS316 1.0 
1494E+03 8.692 +0.0122 95.0 6.0 5.0 k6005n20 SUS316 1.0 
1.498E+03 9.225 +0.0525 98.9 6.0 5.0 k6005n21 SUS316 1.0 
1.798E+03 16.56 -0.0775 14.8 6.0 5.0 k6005001 SUS316 1.0 
1.799E+03 17.39 -0.0752 13.9 6.0 5.0 k6005002 SCS316 1.0 
1.806E+03 16.56 -0.0659 21.2 6.0 5.0 k6005003 SUS316 1.0 
1.794E+03 16.01 -0.0597 25.7 6.0 5.0 k6005004 S11S316 1.0 
1.785E+03 15.02 -0.0510 32.8 6.0 5.0 k6005005 SVS316 1.0 
1.783E+03 14.62 -0.0421 38.6 6.0 5.0 k6005006 SUS:316 1.0 
1.783E+03 12.57 -0.0144 42.8 6.0 5.0 k6005007 SVS316 1.0 
1784E+03 11.01 -0.0185 41.8 6.0 5.0 k6005008 SUS316 1.0 
1.802E+0:3 11.58 -0.0359 50.3 6.0 5.0 k6005009 SUS316 1.0 
1.802E+03 8.604 -0.0438 53.9 6.0 5.0 k6005011 SUS316 1.0 
1.801E+03 8.068 -0.0352 59.9 6.0 5.0 k6005012 SUS316 1.0 
1.807E+03 7.350 -0.0288 65.3 6.0 5.0 k6005013 SUS316 1.0 
?
?
???? ? ???? ，?
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G CHf' X訓 TICan ] D LID Run No. 
Mate- Thickness 
!kg/m:!sJ [M¥¥I/m2J [-] [mm] 1・1 rial [mmJ 
1.803E+03 7.092 -0.0214 69.9 6.0 5.0 k6005014 8U8316 1.0 
1.805E+03 6.524 -0.0149 74.9 6.0 5.0 k6005015 8lJ8316 1.0 
1803E+0:3 9.;308 +0.0104 81 1 6.0 5.0 k6005016 8U8316 1.0 
1799E+03 8.209 +0.0117 84.6 6.0 5.0 k6005017 8U8316 1.0 
1.792E+03 10.25 +0.0337 90.9 6.0 5.0 k6005018 8U8316 1.0 
1.798E+03 10.55 +0.0431 95.2 6.0 5.0 k6005019 8U8316 1.0 
1790E+03 10.76 +0.0505 985 6.0 5.0 k6005020 8U8316 1.0 
5.880E+00 、181 +1.2074 17.9 6.0 25.0 k6025aOl 8U8316 1.0 
5.880E+00 .181 +1.3323 84.9 6.0 25.0 k6025a02 8U8316 1.0 
'5880E+OO .179 +12366 40.7 6.0 25.0 k6025a03 8U8316 1.0 
5.880E+OO .180 +1.3578 100.。 6.0 25.0 k6025a04 8U8316 1.0 
5.880E+OO .178 +1.2519 51.9 6.0 25.0 k6025a05 8U8316 1.0 
5881E+00 .17G + 1.2190 59.5 6.0 25.0 k6025a06 8U8316 1.0 
4 17尽E+Ol 919 +0.8241 19.3 6.0 25.0 k6025bOl 8U8316 1.0 
~ 175E+Ol .902 +0.8467 40.7 6.0 25.0 k6025b02 8U8316 1.0 
4.17・lE+Ol .903 +0.8686 52.1 6.0 25.0 k6025b03 8U8316 1.0 
4.661E+Ol .822 +0.7084 60.7 6.0 25.0 k6025b04 8U8316 1.0 
5.120E+Ol .812 +0.6686 81.9 6.0 25.0 k6025b05 8U8316 1.0 
5216E+Ol .735 +0.6098 92.2 6.0 25.0 k6025b06 8US316 1.0 
5.304E+Ol .313 +0.2568 97.6 6.0 25.0 k6025b07 8U8316 1.0 
9.808E+Ol 1.557 +0.5522 19.1 6.0 25.0 k6025cOl SlJ8316 1.0 
9.878E+Ol 1.5-14 +0.5772 38.2 6.0 25.0 k6025c02 SU8316 1.0 
9.828E+Ol 1.363 +0.4987 380 6.0 250 k6025c03 SUS316 1.0 
9.865E+Ol 1.465 +0.6250 82.3 6.0 25.0 k6025c04 SUS316 1.0 
1.007E+02 1.403 +0.6103 96.2 6.0 25.0 k6025c05 SUS31G 1.0 
9.956E+Ol 1.499 +0.5863 56.7 6.0 25.0 k6025c06 8US316 1.0 
4.973E+02 3.553 +0.2046 40.1 6.0 25.0 k6025dOl 8U8316 1.0 
4.961E+02 4.708 +0.3491 61.8 6.0 25.0 k6025d02 SU8316 1.0 
4.961E+02 4.517 +0.3678 80.9 6.0 250 k6025d03 8U831G 1.0 
4.949E+02 .¥.152 +0.2750 48.2 6.0 25.0 k6025d04 8U8316 1.0 
5.024E+02 3.575 +0.1920 34.0 6.0 25.0 k6025d05 8U8316 1.0 
4.96sE+02 3.563 +0.1641 17.7 6.0 25.0 k6025d06 8U8316 1.0 
D.973E+02 5.012 +0.0757 21.3 6.0 25.0 k6025eOl 8U8316 1.0 
9.9HE十02 5.050 +0.1031 35.1 6.0 25.0 k6025e02 SUS316 1.0 
9.984E+02 5.001 +0.1270 49.1 6.0 25.0 k6025e03 8U8316 1.0 
2992E+02 2.80:3 +0.2605 17.2 6.0 25.0 k6025fOl 8U8316 1.0 
;3.003E+02 2.921 +0.3005 30.2 6.0 25.0 k6025f02 8U8316 1.0 
:3.027E+02 3067 +0.3390 41.2 6.0 25.0 k6025f03 8U8316 1.0 
2.D6GE+02 3.702 +0.1816 61.7 6.0 25.0 k6025f04 8U8316 1.0 
2.998E+02 3.753 +0.5160 79.3 6.0 25.0 k6025f05 8U8316 1.0 
2.994E+02 3.716 +0.5430 96.3 6.0 25.0 k6025f06 8U8316 1.0 
1.939E+03 7.246 +0.0412 33.4 6.0 25.0 k6025g01 8U8316 1.0 
1.947E+03 7.305 +0.0216 22.6 6.0 25.0 k6025g02 8U8316 1.0 
1.984E+02 2.225 +0.3478 20.2 6.0 25.0 k6025hOl 8U8316 1.0 
1.990E+02 2.362 +0.3954 30.1 6.0 25.0 k6025h02 Slf8316 1.0 
2.996E+02 2.81:3 +0.2731 23.5 6.0 25.0 k6025h03 8U8316 1.0 
.tD45E+02 3 187 +0.1630 20.0 6.0 25.0 k6025h04 8U8316 1.0 
D.977E+02 4.805 +0.0572 16.4 6.0 25.0 k6025h05 8lJ8316 1.0 
2.033E+02 2.W9 +0.3213 15.4 6.0 25.0 k6025h06 8U8316 1.0 
2.000E+02 2.518 +0.4216 27.1 6.0 25.0 k6025h07 8U8316 1.0 
1999E+02 2.697 +0.1759 34.8 6.0 25.0 k6025h08 8U8316 1.0 
2.016E+02 2.867 +0.5172 39.6 6.0 25.0 k6025h09 8U8316 1.0 
1.966E+02 2.828 +0.5353 45.3 6.0 25.0 k6025hl0 8U8316 1.0 
2.008E+02 2.88弓 +0.5119 49.3 6.0 25.0 k6025hl1 SU8316 1.0 
2.00GE+02 2.885 +0.5452 50.8 6.0 25.0 k6025h12 8U8316 1.0 
2.024E+02 2.879 +0.5471 55.4 6.0 25.0 k6025hl.3 8U8316 1.0 
201OE+02 2.8Gl +05572 60.7 60 25.0 k6025h14 8e8:316 1.0 
2.021E+02 2.8i7 +0.5705 G7.8 6.0 25.0 k6025h15 SlTS~ 16 1.0 
2.00IE+02 2.811 +0.5679 71.4 6.0 25.0 k6025h16 8U8316 1.0 
2.029E+02 2.867 +0.5803 75.6 6.0 25.0 k6025h17 8U8316 1.0 
2.01E+02 2.829 +0.5857 79.9 6.0 25.0 k6025h18 8U8316 1.0 
G CHF 
X1・制1 Tictn l 
D Lの Run No Mate- Thickne惜
[kg/m2sJ [MW/m!] [mm] 1.] riru lmmJ 
2019E+02 2.701 +0.5635 84.3 6.0 250 k6025h19 8tT8;316 1.0 
2.032E+02 2.706 +0.5719 90.3 6.0 25.0 k6025h20 8U8316 1 0 
2.028E+02 2.704 +0.5821 95.4 6.0 25.0 k6025h21 8l"8316 1.0 
2.010E+02 2.674 +0.5872 98.8 6.0 25.0 k6025h22 808316 1.0 
3.007E+02 :3 999 +0.5548 81.6 6.0 25.0 k6025h23 8l 8316 1.0 
2.991E+02 3.953 +0.5646 89.1 6.0 25.0 k6025h24 8U8316 1.0 
~t026E+02 3.854 +0.5608 98.1 6.0 25.0 k6025h25 8l'8316 1.0 
1.0 13E+02 1.844 +0.6551 18.9 6.0 25.0 k6025iOl 8lT8316 l.0 
1.0 18E+02 1788 +0.6380 25.0 6.0 25.0 k6025i02 8U831G 1.0 
1.012E+02 1.812 +0.6646 31.1 6.0 25.0 k6025i03 SUS316 1.0 
1.005E+02 1.782 +0.6642 35.1 6.0 250 k6025i04 8r8316 1.0 
9.992E+01 1.765 +0.G781 44.0 6.0 25.0 k6025i05 8U8316 1.0 
1.00tE+02 1.755 +0.7017 61.0 6.0 25.0 k6025i06 8U8316 1.0 
100:3E+02 1.732 +07099 70.2 6.0 25.0 k6025i07 8U8316 1.0 
1.005E+02 1.716 +0.7127 76.6 6.0 25.0 k6025i08 8C8816 l.0 
1.069E+02 1.489 +0.6028 92.:3 6.0 25.0 k6025i09 S【:8316 l.0 
9.791E+Ol 1. 3~~5 +0.6036 99.7 6.0 25.0 k6025110 SCS316 1.0 
1.466E+02 2.193 +0.6550 95.8 6.0 25.0 k6025ill SU8316 1.0 
1.t79E+02 2.179 +0.6345 90.2 6.0 25.0 k6025i12 8U8316 1.0 
1.482E+02 2.174 +0.6226 85.3 6.0 25.0 k6025i13 8U8316 1.0 
1.497E+02 2.234 +0.6202 78.0 6.0 25.0 k6025i14 8U8316 1.0 
1.489E+02 2.273 +0.6226 71.1 6.0 25.0 k6025i15 8U8316 1.0 
1 186E+02 2.271 +0.6112 64.7 6.0 25.0 k6025i16 8U8316 1.0 
1.489E+02 2.325 +0.6160 59.5 6.0 25.0 k6025i17 8U8316 1.0 
1.50.1E+02 2.318 +0.5972 51，3 6.0 25.0 k6025i18 8P8316 1.0 
1.495E+02 2.302 +0.5895 50.2 6.0 25.0 k6025i19 8V8316 10 
1. 490E+02 2.:356 +0.5966 M.3 6.0 25.0 k6025i20 8U8316 1.0 
1.479E+02 2.322 +0.5847 40.5 6.0 25.0 k6025i21 8l r8316 1.0 
1.467E+02 2.344 +0.5871 35.4 6.0 25.0 k6025i22 8U8~H6 1.0 
1.485E+02 2.354 +0.5734 31.0 6.0 250 k6025i23 8U8316 1.0 
1.522E+02 2.595 +0.5965 14.9 6.0 25.0 k6025i24 8U831G 1.0 
1.505E+02 2.425 +0.5689 22.3 6.0 25.0 k6025i25 8U8316 1.0 
2.986E+02 3.723 +0.4329 36.0 6.0 25.0 k6025i26 8U8316 1.0 
2.990E+02 3.794 +0.4554 42.8 6.0 25.0 k6025i27 SUS316 l.0 
3.042E+02 3.858 +0.4697 50.7 6.0 25.0 k6025i28 SU8316 1.0 
3.085E+02 3.896 +0.1802 57.5 6.0 25.0 k6025i29 8U8316 1.0 
;t087E+02 3.927 +0.4972 64.4 6.0 25.0 k6025130 8118316 1.0 
3.003E+02 3.871 +0.5157 70.0 6.0 25.0 k6025i31 818316 1.0 
3.034E+02 3.86，1 +0.5196 76.1 6.0 25.0 k6025132 SU8316 1.0 
4.940E+02 4.765 +0.3603 64.1 6.0 25.0 k6025i33 8U8316 1.0 
4.971E+02 5.217 +O.384H 57.1 6.0 25.0 k6025i34 8U8316 1.0 
5.002E+02 5.322 +0.3980 60.7 6.0 25.0 k6025i35 8U8316 1.0 
O.OOOE+OO 1.005 I<Xex 17.1 6.0 25.0 ki6025al SLT8316 1.0 
1.478E+02 3.0.!7 +0.0163 10.9 6.0 5.0 ksl06a02 Nickel 1.0 
1.990E+02 3.714 -0.0011 10.9 6.0 5.0 ksl06a03 Nickel 1.0 
1.022E+02 5.595 -0.0409 12.1 6.0 5.0 ksl06a04 Nickel 1.0 
4.943E+01 2.104 +0.2137 12.5 6.0 5.0 ksl06al1 Nickel 1.0 
8.003E+Ol 2.57.3 +0.1186 11.0 6.0 5.0 ksl06a12 Nickel 1.0 
1.000E+02 2.551 +0.0616 12.0 6.0 5.0 ksl06A13 Nickel 1.0 
6.237E+Ol 2.281 十0.1581 11.1 6.0 5.0 ksl06a14 Nickel 1.0 
7.178E+Ol 2.399 +0.1291 10.6 6.0 5.0 ksl06a15 Nickel 1.0 
1.159E+02 3.105 +0.0724 11.7 6.0 5.0 ksl06a16 Nickel 1.0 
4.117E+oO .722 +1.3942 14.8 6.0 5.0 ksl06n17 Nickel 1.0 
5.886E+OO .810 +1.0583 13.4 6.0 5.0 ksl06a18 Nickel 1.0 
1. 177E+Ol 1.152 +09312 13.2 6.0 5.0 ksl06a19 Nickel 1.0 
l 1.812 +0.71-1] 11.6 6.0 5.0 ksl06a20 Nlekel 10 
235-1E+Ol 2.009 +0.5892 10.6 6.0 5.0 ksl06a21 NlCkel 1.0 
2.9.1:3E+0 1 2.152 +0. t809 10.5 6.0 5.0 ks106a22 Nil~kel 1.0 
3.532E+Ol 2.316 +0.'1138 10.4 6.0 5.0 ksl06a23 Nickel 1.0 
4120E+Ol 2.353 +0.3406 11.4 6.0 5.0 ksl06a24 Nickel 1.0 
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G CHF X制 Tm D LID Run No. M8te・ Thlckness 
fkg/m:!sJ [MW/m~l 上l ill I旦旦l H ri81 [mmJ 
8241E+00 1.002 +0.9140 12.7 6.0 5.0 ks106826 Nickel 1.0 
9419E+00 1.182 +0.9475 12.0 6.0 5.0 ks106827 Nickel 1.0 
1060E+Ol L338 +0.9585 11.7 60 5.0 ksl06a28 Nickel 1.0 
lAI3E+Ol 1.611 +0.8437 10.7 6.0 5.0 ksl06a29 Nickel 1.0 
. ~ 711E+00 602 + 1.1365 1汀 6.0 5.0 ks106a30 Nickel 1.0 
o OOOE+OO .586 I<X目 125 6.0 5.0 ksl06831 Nickel 1.0 
O.OOOE+OO .536 I<Xex 12.1 6.0 5.0 ks106832 Nickel 1.0 
O.OOOE+OO .536 l<Xex 13.2 6.0 5.0 ks106a33 Nickel 1.0 
5.889E+00 377 +0.9717 12.4 60 10.0 ksl06b02 Nickel 1.0 
5.889E+00 .383 +0.9884 12.1 6.0 10.0 ksl06b03 Nickel 1.0 
1.178E+01 628 +07810 12.2 6.0 10.0 ksl06b04 Nickel 1.0 
2.355E+01 1.052 +0.6276 12.0 6.0 10.0 ksl06b05 Nickel 1.0 
2.944E+Ol 1.162 +0.5332 111 6.0 10.0 ksl06b06 Nickel 1.0 
3533E+01 1.290 +0.4823 11.6 6.0 100 ksl06b07 Nickel 1.0 
4.121E+Ol 1.359 +0.4170 10.5 6.0 10.0 ksl06b08 Nickel 1.0 
5.947E+Ol 1.527 +0.2890 111 6.0 100 ksl06b09 Nickel 1.0 
6.948E+Ol 1.616 +0.2521 10.2 6.0 10.0 ksl06bl0 Nlckel 1.0 
7.714E+OJ 1.688 +0.2227 11.6 6.0 10.0 ksl06bll NlCkel 1.0 
9.833E+01 1.845 +0.1665 11.1 6.0 10.0 ks106b12 Nlckel 1.0 
1 189E+02 1.978 +0.1283 10.9 6.0 10.0 ksl06b13 NlCkel 1.0 
1.178E+02 21:30 +0.0903 11.6 6.0 10.0 ks106b14 Nickel 10 
2.002E+02 2.196 +0.0573 12.4 6.0 10.0 ks1OGb15 Nickel 1.0 
7.066E+00 .4 ]8 +0.8849 12.1 6.0 10.0 ksl06b17 Nickel 1.0 
8.241E+00 .172 +0.8505 11.6 6.0 10.0 ksl06b18 Nickel 1.0 
9.422E+00 529 +0.8309 12.2 6.0 10.0 ks106b19 Nickel 1.0 
1.060E+Ol .557 +0.7658 11.6 6.0 10.0 ksl06b20 Nlckel 1.0 
1 1:3E+Ol 7t9 +0.7752 119 6.0 10.0 ksl06b21 NlCkel 1.0 
1767E+Ol 881 +0.7175 10.8 6.0 10.0 ks106b22 Nickel 1.0 
2490E+02 2.888 +0.0423 12.6 6.0 10.0 ks106b23 Nickel 1 0 
3.025E+02 3.055 +0.0153 12.4 6.0 10.0 ksl06b24 Nickel 1.0 
3.985E+02 3.J60 -0.0077 13.5 6.0 10.0 ks106b25 Nickel 1.0 
1.711E+00 .359 +1 1848 11.9 6.0 10.0 ks106b26 Nickel 1.0 
1.296E+01 .700 +07933 12.4 6.0 10.0 k5106b27 Nickel 1.0 
1.531E+Ol .808 +07679 10.7 6.0 10.0 ks106b28 Nickel 1.0 
1.6.J9E+01 .863 +0.7614 11.2 6.0 10.0 ksl06b29 Nickel 1.0 
1.725E+02 2453 +0.0856 10.9 6.0 10.0 ksl06b30 Nickel 1.0 
4.711E+00 .361 + 1 1919 11.8 6.0 10.0 ksl06b31 Nickel 1.0 
2002E+01 .960 +0.68t5 11.6 60 10.0 ksl06b32 Nickel 1.0 
2709E+01 1 162 +0.5931 10.4 6.0 10.0 ksl06b3:3 Nickol 1.0 
9.007E+01 1.738 +0.1781 12.3 6.0 10.0 ksl06b34 Nickel 1.0 
1.887E+01 1.127 +0.3501 10.4 6.0 10.0 ksl06b35 Nickel 1.0 
1.985E+02 1.046 -0.0168 14.0 6.0 10.0 ksl06b36 Nickel 1.0 
5.005E+Ol .973 +0.6937 10.4 6.0 25.0 ksl06cOl Nickel 1.0 
9.891E+01 1.402 +0.4617 11.0 6.0 25.0 ksl06c02 Nickel 1.0 
1.495E+02 1.686 +0.3331 10.8 6.0 25.0 ksl06c03 Nickel 1.0 
1.978E+02 2.067 +0.2984 11.9 6.0 25.0 ksl06c04 Nickel 1.0 
2A67E+02 2391 +0.2610 I1.J 6.0 25.0 k5106c05 Nickel 1.0 
2.956E+02 2.601 +0.22.12 11.3 6.0 25.0 ks106c06 Nickel 1.0 
3.008E+02 2.595 +0.2184 12.3 6.0 25.0 k5106c07 Nickel 1.0 
:3.945E+02 2.D2G +0.1617 12.2 6.0 25.0 k5106c08 Nickel 1.0 
5.00.1E+02 3.1G8 +0.1181 13.0 6.0 25.0 k5106c09 Nickel 1.0 
6.005E+02 3.356 +0.0851 13.0 6.0 25.0 k5106cl0 Nickel 1.0 
5.771E+Ol 1.112 +0.7113 11.6 6.0 25.0 k5106cJ 1 Nickel 1.0 
G 950E+Ol 1τ265 +0.6374 9.5 6.0 25.0 ks106d2 Nickel 1.0 
7.950E+01 1377 +0.5993 10.1 6.0 25.0 k5106el3 Nickel 1.0 
9.009E+01 1.435 +0.5392 10.8 6.0 25.0 ksl06c14 Nickel 1.0 
1.201E+02 1.605 +0.1241 10.3 6.0 25.0 ks106cl5 Nlckel 1.0 
1.701E+02 19G9 +0.3-185 12.1 6.0 25.0 kslOGc16 Nickel 1.0 
3A80E+02 2.788 +0.1910 12.2 6.0 25.0 k5106c17 Nickel 1.0 
1122E+01 .8G5 +0.7620 10.4 6.0 25.0 k5106c18 Nickel 1.0 
5.889E+00 .173 +1.1326 11.5 6.0 25.0 k5106c19 I Nickel 1.0 
G CHF X開 Ton D 1JD Run No. Mate- Thickness 
Lkg/m2s1 _Th1W/m2] [-J [CJ lmm] [ -] Tla1 Lmmj 
9.422E+OO .197 +0.7623 12.0 6.0 25.0 ksl06c20 Nickel 1.0 
1.178E+Ol .243 +0.7472 11.4 6.0 25.0 ksl06c21 Nickel 10 
1.413E+OI .291 +0.7480 12.0 6.0 250 ksl06c22 Nickel 1.0 
1.766E+Ol .372 +0.7682 12.0 6.0 25.0 k5106c23 Nickel 1.0 
2355E+Ol .525 +08223 113 6.0 25.0 ksl06c24 Nickel 1.0 
2.944E+01 .6尽5 +0.8217 12.0 6.0 25.0 ks106c25 Nickel 1.0 
~~ .533E+Ol .781 +0.8131 10.9 6.0 25.0 ksl06c26 Nickel 1.0 
7.06巧E+OO .180 +0.9684 13 1 6.0 25.0 k5106c27 Nickel 1.0 
2.002E+01 .428 +0.7850 12.6 6.0 25.0 k8106c28 Nickel 1.0 
O.OOOE+OO .151 l<Xex 13.3 6，0 25.0 ksl06c2D Nickel 1.0 
9.421E+00 .161 +0.6004 15.0 6.0 25.0 ks106c30 Nickel 1.0 
4.710E+00 .171 +1.4489 15.1 6.0 25.0 k5106c31 Nickel 1.0 
8.242E+00 .189 +0.8551 13.8 6.0 25.0 k5106c32 NICkol 1.0 
1.060E+Ol .216 +0.7440 13.9 6.0 25.0 k5106(.~33 Nickel 1.0 
9.927E+02 4.418 +0.0360 13.7 6.0 25.0 k5106c34 Nickel 1.0 
1.962E+03 6.397 -0.0130 15.7 6.0 25.0 k5106c35 Nickel 1.0 
7934E+02 3.803 +0.0532 14.8 6.0 25.0 ks106c36 Nickel 1.0 
1.494E+03 5.222 -0.0041 14.9 6.0 25.0 k5106c37 Nickel 1.0 
1.234E+03 4.613 +0.0054 14.2 6.0 25.0 ksl06c38 Nlckel 1.0 
6.98GE+02 3.729 +0.0766 14.4 6.0 25.0 k5106c39 Nickel 1.0 
4.125E+00 .085 +1.6634 9.9 6.0 50.0 k5106dOl Nickel 1.0 
4.714E+00 .091 +1.5399 10.4 6.0 50.0 ksl06d02 Nickel 1.0 
5.891E+00 .090 + 1.1831 10.7 6.0 50.0 ksl06d03 Nickel 1.0 
7.069E+00 .095 +1.0208 12.1 6.0 50.0 ksl06d04 Nickel 1.0 
8.246E+00 .097 +0.8763 11.6 6.0 50.0 ks106d05 Nickel 1.0 
9. 423E+OO .101 +0.7826 11.8 6.0 50.0 ks106d06 Nickel 1.0 
1.060E+Ol .110 +0.7565 12.2 6.0 50.0 k凶106d07 Nickel 1.0 
1.178E+Ol .126 +0.7844 12.7 6.0 50.0 ksl06d08 NlCkel 1.0 
1.296E+01 .112 +0.8059 11.8 6.0 50.0 ks106d09 Nickel 10 
1.413E+Ol .144 +0.7357 11.9 6.0 50.0 1<s106d10 Nickel 1.0 
1.531E+01 .157 +0.7417 12.2 6.0 50.0 ksl06dl1 Nickel 1.0 
1.766E+Ol .198 +0.8297 12.2 6.0 50.0 ks106d12 Nickel 1.0 
2.355E+Ol .280 +0.8904 12.2 6.0 50.0 ksl06d13 Nickel 1.0 
2.944E+01 .358 +0.9124 11.3 6.0 50.0 ksl06d14 Nickel 1.0 
3.532E+01 .426 +0.9046 11.7 6.0 50.0 ksl06d15 Nickel 1.0 
4.121E+Ol .503 +0.9145 10.3 6.0 50.0 ksl06d16 Nickel 1.0 
2.001E+01 .240 +0.9005 12.2 6.0 50.0 ksl06d17 Nickel 1.0 
5592E+Ol .652 +0.8684 12.0 6.0 50.0 ksl06d18 Nickel 1.0 
6.710E+Ol 801 +0.8903 10.2 6.0 50.0 ks106d19 Nickel 1.0 
7.916E+01 .930 +0.8713 11.4 6.0 50.0 ksl06d20 Nickel 1.0 
9712E+Ol 1.065 +0.8040 10.2 6.0 50.0 ksl06d21 Nickel 1.0 
1472E+02 1.-133 +0.6982 11.9 6.0 50.0 ksl0Gd22 Nickel 1.0 
2.007E+02 1.752 +0.6093 12.2 6.0 50.0 ksl06d23 Nickel 1.0 
2.466E+02 1909 +0.5226 12.5 6.0 50.0 ks106d24 Nickel 1.0 
2.966E+02 2.286 +0.5204 130 6.0 50.0 ksl06d25 Nickel 10 
3.867E+02 2.465 +0.4046 1，1.2 6.0 50.0 ks106d26 Nickel 1.0 
4.791E+02 3.031 +0.3990 13.5 6.0 500 ksl06d27 Nickel 1.0 
5.684E+02 3.304 +0.3556 14.6 6.0 50.0 ks106d28 Nickel 1.0 
6.542E+02 3.798 +0.3553 14.8 6.0 50.0 ksl06d29 Nickel 1.0 
7.831E+02 4.725 +0.3750 14.5 6.0 50.0 ksl06d30 Nickel 1.0 
9.832E+02 5.662 +0.3499 14.1 6.0 500 ksl06d31 Nickel 1.0 
1.225E+03 6.071 +0.2791 14.2 6.0 50.0 ksl06d32 Nickel 1 0 
1.488E+03 6.214 +0.2110 14.9 6.0 50.0 ks106d33 Nickel 1.0 
1.645E+03 6.407 +0.1847 14.1 6.0 50.0 ks106d34 Nickel 1.0 
1.703E+03 6.555 +0.1828 15.3 60 50.0 ksl06d35 Nickel 1.0 
1. 158E+02 . .34 +0.6213 30.8 6.0 113.3 rs001 SUS316 20 
1.353E+Ol .092 +1.2298 33.1 6.0 1]3.3 rs002 SUS31G 2.0 
J.882E+Ol .111 +1.0471 30.9 60 113.3 r5003 SUS31G 2.0 
2.763E+Ol .145 +0.9249 31.4 6.0 113.3 rs004 SUS316 2.0 
3.760E+Ol .194 +0.8989 29.0 6.0 113.3 ..s005 SUS:316 2.0 
5.106E+Ol .261 I +0.8954 31.7 6.0 113.3 rs006 SUS316 2.0 
?? -179-
Masatoshi Kw-eta， Doctor Thesis， Masatoshl Kureta， Doctor Thesis， 
Dept. Nuc1. Engng.， Kvoto Univ (1997) Dept. Nucl. Engng ， Kyoto Univ. (1997) 
G ClIF L智 Tlfan l D L氾 Run No Mate- Thickness 
[kg/m2sJ [坦W/m2] [-J LmmJ [ -1 rial [mm] 
G CH.F' 
Xi-開l 
T回 D UD Run No Mate- Thickness 
[kg/m吋 lMW/m:!J [t、l [mm] [-) rial [mmj 
i 384E+Ol .2n +0.6124 30.8 6.0 113.3 rs007 8U8316 2.0 1 143E+02 2.380 +0.0216 12.8 6.0 5.0 m6005mO.l 8U8316 1.0 
1.008E+02 .369 +0.6028 30.3 6.0 113.3 rs008 8U8316 2.0 1.436E+02 2.761 +0.0088 13.5 6.0 5.0 m6005m05 8U8316 1.0 
1.702E+Ol .093 +0.9656 282 6.0 113.3 rs009 8U8316 2.0 1.701E+02 2.985 -0.0113 10.7 6.0 5.0 m6005m06 8U8316 1.0 
2.172E+Ol .122 +0.9906 30.1 6.0 113.3 rsOl0 8U8316 2.0 2.293E+02 3.661 -0.0231 11.9 6.0 5.0 m6005m07 8U8316 1.0 
o OOOE+OO .040 1くX.x 29.0 6.0 113.3 rsOll 8U8316 2.0 2.590E+02 3.980 -0.0276 12.3 6.0 5.0 m6005m08 8U8316 1.0 
1 H9E+02 .582 +0.6775 31.8 6.0 113.3 rs013 8U8316 2.0 2.934E+02 4.159 -0.0284 12.7 6.0 5.0 m6005101 8U8316 1.0 
1.878E+02 .702 +0.6195 30.8 6.0 113.3 rs014 8U8316 2.0 4.092E+02 5.663 -00389 13.5 6.0 5.0 m6005102 8U8316 1.0 
2ち32E+02 878 +0568.1 32.5 6.0 113.3 rs015 8U8316 2.0 5.837E+02 7.032 -0.0535 14.2 6.0 5.0 m6005103 8U8316 1.0 
3.3.11E+02 1 168 +0.5665 28.5 6.0 113.3 rs016 8U8316 2.0 6.998E+02 7.848 -0.0605 14.4 6.0 5.0 m6005104 8U8316 1.0 
3.235E+Ol .176 +0，9595 31.2 6，0 113，3 rs017 SlJS316 2，0 8，766E+02 8，70a -0.0702 15，3 6，0 5.0 rn6005105 SUS316 1.0 
4.703E+Ol .243 +0.9039 30.3 6.0 113.3 rs018 8U8316 2.0 1.173E+03 9.907 -0.0810 16.6 6.0 5.0 m6005106 8U8316 1.0 
5.231E+Ol .260 +0.8663 30.8 60 113.3 rs019 8U8316 2.0 1.466E+03 1.23 -0.0872 17.0 6.0 5.0 m6005107 8U8316 1.0 
1.022E+02 .480 +0.8088 29.3 6.0 113.3 rs020 8U8316 2.0 1.754E+03 12.39 -0.0951 15.6 6.0 50 m6005108 8U8316 1.0 
O.OOOE+OO .061 I<X." 29.4 6.0 113.3 rs021 8U8316 2.0 5.331E+00 .338 +0.9602 12.5 6.0 10.0 m6010s01 8U8316 1.0 
o OOOE+OO .045 1くX.x 296 6.0 113.3 rs022 8U8316 2.0 1. 115E+Ol .635 +0.8466 13.0 6.0 10.0 m6010s02 8U8316 1.0 
I l.s27E+02 .642 +0.6597 30.2 6.0 113.3 rs023 8U8316 2.0 1.699E+Ol .863 +0.7374 12.6 6.0 10.0 m6010s03 8U8316 1.0 
I 2.993E+02 1.016 +0.5509 30.9 6.0 13.3 rs024 8U8316 2.0 2.283E+01 .987 +0.6034 13.0 6.0 10.0 m6010s04 8lT8316 1.0 
4.546E+02 1.514 +0.5380 30.9 6.0 113.3 rs025 8U8316 2.0 2870E+Ol 1 104 +0.5184 12.6 6.0 10.0 m6010s05 8U8316 1.0 
6.273E+02 1.999 +0.5066 29.6 6.0 113.3 rs026 8U8316 2.0 3452E+Ol 1 66 +0.4367 13.4 6.0 10.0 m6010s06 8U8316 1.0 
5.499E+02 1.742 +0.5035 29.9 6.0 113.3 rs027 8lJ8316 2.0 10:36E+Ol 1.232 +0.3772 12.4 6.0 10.0 m6010s07 8U8316 1.0 
4. 110E+02 1.355 +0.5345 32.7 6.0 113.3 rs028 8U8316 2.0 2.684E+Ol .999 +0.4963 12.5 6.0 10.0 m6010mOl 8U8316 1.0 
1407E+02 .591 +0.7065 27.8 6.0 113.3 rs029 8U8316 2.0 5.598E+Ol 1.402 +0.2814 13.0 6.0 10.0 m6010m02 8U8316 1.0 
2246E+02 .827 +0.6055 29.5 6.0 113.3 rs030 8U8316 2.0 1 141E+02 1.724 +0.1051 12.9 6.0 10.0 m6010m03 8U8316 1.0 
6司962E+02 2.117 +0.4762 29.0 6.0 113.3 rs032 8U8316 2.0 1.721E+02 2.102 +0.0533 12.7 6.0 10.0 m6010m04 8U8316 1.0 
8A97E+02 2.415 +0 4416 31.7 6.0 113.3 rs033 8U8316 2.0 2.306E+02 2.373 +0.0189 12.5 6.0 10.0 m6010m05 8U8316 1.0 
1 1:35E+0ス 2.504 +0.3155 32.3 6.0 113.3 rs035 8P8316 2.0 2.588E+02 2.533 +0.0100 12.5 6.0 10.0 m601Om06 8V8316 1.0 
1.256E+03 2.519 +0.2722 30.7 6.0 113.3 rs036 8U8316 2.0 2.933E+02 2.563 -0.0090 12.3 6.0 10.0 m6010101 8U8316 1.0 
1544E+03 2.522 +0 1963 29.9 6.0 113.3 rs037 8U8316 2.0 5.815E+02 4.304 -0.0319 12.7 6.0 10.0 m6010102 8U8316 1.0 
G.356E+Ol 306 +0.8333 30.6 6.0 113.3 rs038 8U8316 2.0 8.716E+02 5.604 -0.0480 13.3 6.0 10.0 m6010103 8U8316 1.0 
7419E+Ol .:357 +0.8302 28.5 6.0 113.3 rs039 8U8316 2.0 1. 159E+03 6.702 -0.0604 12.8 6.0 10.0 m6010104 8U8316 1.0 
8.2.15E+Ol .390 +0.8138 28.7 6.0 113.3 rs040 8U8316 2.0 O.OOOE+OO .099 l<Xex 6.9 6.0 25.0 m6025s01 8U8316 1.0 
9.305E+Ol 438 +0.8063 27.5 6.0 113.3 rs041 8U8316 2.0 4.544E+00 .139 +1.1853 6.9 6.0 25.0 m6025s02 8U8316 1.0 
1.066E+02 483 +0.7735 28.5 6.0 113.3 rs042 8U8316 2.0 1.028E+Ol .180 +0.6008 7.2 6.0 25.0 m6025s03 8U8316 1.0 
1 184E十02 .528 十O司7616 29.9 6.0 11:3.3 rs043 SUS316 2.0 1.596E+Ol .310 +0.6871 7.3 6.0 25.0 m6025s04 SUS316 1.0 
3.503E+02 l.HO +0.6736 29.1 6.0 113.3 rsl02 8U8316 2.0 2.174E+Ol .440 +0.7239 7.5 6.0 25.0 m6025s05 8U8316 1.0 
3.369E+02 1.104 +0.7008 28.3 6.0 113.3 rsl03 8U8316 2.0 2.746E+Ol .519 +0.6631 7.0 6.0 25.0 m6025s06 8U8316 1.0 
5.242E+Ol .280 +0.9397 29.9 6.0 113.3 rsl04 8U8316 2.0 3.317E+Ol .595 +0.6233 8.1 6.0 25.0 m6025s07 8U8316 1.0 
lA61E+02 .88-1 +1.0827 30.5 6.0 113.3 rsl05 8U8316 2.0 3.894E+Ol .671 +0.5909 7.6 6.0 25.0 m6025s08 8U8316 1.0 
4.59lE+02 1 757 +0.6352 30.0 6.0 113.3 rsl06 8U8316 2.0 2.451E+Ol .442 +0.6276 8.3 6.0 25.0 m6025mOl 8U8316 1.0 
6.512E+02 2.052 +0.5008 30.2 6.0 113.3 rs107 8U8316 2.0 5.425E+Ol .908 +0.5707 8.7 6.0 25.0 m6025m02 8U8316 1.0 
2. 135E+02 1.026 +0.8334 30.8 6.0 113.3 rsl08 8U8316 2.0 8.365E+Ol 1.205 +0.4702 10.1 6.0 25.0 mG025m03 8U8316 1.0 
1.306E+02 .700 +0.9405 28.7 6.0 113.3 rsl09 8U8316 2.0 1. 134E+02 1.402 +0.3796 9.9 6.0 25.0 m6025m04 8U8316 1.0 
1.20aE+02 .621 +09059 31.8 6.0 113.3 rsll0 8U8316 2.0 1.721E+02 1.931 +0.3307 10.9 6.0 25.0 m6025m05 8US316 1.0 
1.626E+02 .910 +09886 28.8 6.0 113.3 rslll 8U8316 2.0 2.313E+02 1.932 +0.2055 11.9 6.0 25.0 m6025m06 8V8316 1.0 
2.810E+02 1.222 +0 7396 29.5 6.0 113.3 rs112 8U8316 2.0 2.602E+02 2.150 +0.2011 11.7 6.0 25.0 m6025m07 8U8316 1.0 
8.870E+02 2.059 +0.3350 30.4 6.0 113.3 rs113 8U8316 2.0 1.727E+02 1.607 +0.2o.l80 12.0 6.0 25.0 m6025m08 8U8316 1.0 
o OOOE+OO 035 I<X.x 28.4 6.0 113.3 rs114 8U8316 2.0 2.311E+02 2.010 +0.2202 11.6 6.0 25.0 m6025m09 8U8316 1.0 
1.590E+Ol .104 +1.1841 357 6.0 113.3 rs115 8U8316 2.0 2.945E+02 2.222 +0.1692 11.6 6.0 25.0 m6025101 8U8316 1.0 
8.186E+Ol .t29 +0.9176 29.7 6.0 113.:3 rs116 8U8316 2.0 5.889E+02 2.867 +0.0536 13.2 6.0 25.0 m6025102 8U8316 1.0 
1.911E+00 .673 +1.0451 9 .1 6.0 5.0 m6005s01 8U8316 1.0 8.833E+02 3.129 -0.0052 13.2 6.0 25.0 m6025103 8U8316 1.0 
1.073E+Ol ) .125 +07609 10.1 6.0 5.0 m6005s03 8U8316 1.0 1178E+03 3608 -0.0243 14.3 6.0 25.0 m6025104 8U8:316 1.0 
1.305E+Ol 1.223 +0.6625 9.9 6.0 5.0 m6005s04 8U8316 1.0 1.172E+03 4.051 -0.0395 13.6 6.0 25.0 m6025105 8U8316 1.0 
1.656E+Ol 1.352 +0.5544 9.3 6.0 5.0 m6005s05 8U8316 1.0 1. 766E+03 ，1.5，1 -0.0475 13.6 6.0 25.0 m6025106 8U8316 1.0 
2.2.lOE+Ol 1. tGO +0.4091 9.8 6.0 5.0 m6005s06 8U8316 1.0 1. 178E+03 ~HjOO -0.0275 12.8 6.0 25.0 m6025107 8U8316 1.0 
2.832E+Ol 1.552 +0.3177 10.2 6.0 5.0 m6005s07 8U8316 1.0 1.059E+Ol .111 +0.7599 8.5 6.0 50.0 m6050s22 8U8316 1.0 
3A21E+Ol 1.657 +0.2617 103 6.0 5.0 m6005s08 8U8316 1.0 1.647E+Ol .184 +0.8195 9.0 6.0 50.0 m6050s23 8U8316 10 
4012E+Ol 1.712 +0.2182 10.8 6.0 5.0 m6005s09 8U8316 1.0 2.238E+Ol .252 +0.8267 9.2 6.0 50.0 m6050s24 8U8316 1.0 
2.615E+Ol 1.534 +0.3542 11.2 G.O 5.0 m6005mOl SUS31G 1.0 2.828E+Ol .328 +0.8590 9.7 6.0 50.0 m6050s25 SUS316 1.0 
5.536E+Ol 1.859 +0.1330 11.9 6.0 5.0 m6005m02 8U8316 1.0 3.419E+Ol .403 +0.8761 9.8 6.0 50.0 m6050s26 8U8316 1.0 
8.478E+Ol 2123 +0.0581 12.3 6.0 5.0 m6005m03 8U8316 1.0 4.008E+Ol .474 +0.8801 10.6 6.0 50.0 m6050s27 SU8316 1.0 
2.582E+Ol .280 +0.7948 10.6 6.0 50.0 m6050m21 8U8316 1.0 
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G (プHF X開 Tm D LID Run No. Mate- Thickness 
[kg/m:ls1 IMW/m~J [-1 LCJ lmm1 [-1 rial [mmJ 
5.517E+01 .646 +0.8724 11.3 6.0 50.0 m6050m22 SUS316 1.0 
1. 134E+02 1.134 +0.7220 12.2 6.0 50.0 m6050m23 SUS316 1.0 
1.724E+02 1.489 +0.6023 12.9 6.0 50.0 m6050m24 SUS316 1.0 
2.302E+02 1.824 +0.5398 12.9 6.0 50.0 m6050m25 SUS316 1.0 
2595E+02 1.977 +0.5117 12.5 6.0 50.0 m6050m26 SUS316 1.0 
8.557E+Ol .954 +0.8269 13.6 6.0 50.0 m6050m27 SUS316 1.0 
l.l32E+02 1.336 +0.6641 13.0 6.0 50.0 m6050m28 SUS316 1.0 
2.934E+02 2.124 +0.4786 12.7 6.0 50.0 m6050l21 SUS316 1.0 
5.836E+02 2.992 +0.2935 13.9 6.0 50.0 m6050l22 SUS316 1.0 
8.753E+02 3.954 +0.2422 15.4 6.0 50.0 m6050123 SUS316 1.0 
1. 173E+03 4.581 +0.1899 16.3 6.0 50.0 m6050124 SUS316 1.0 
4.085E+02 2.671 +0.4163 12.7 6.0 500 m6050125 SlTS316 1.0 
7.000E+02 3.510 +0.2845 14.4 6.0 50.0 m6050126 SUS316 1.0 
Table 2.6 Group B・1r 1~玉 Xex1 
G CHF X何 Tm D υD Run No. Mate- Thickness 
[kg/m:!s1 [MW/m2J [-] [c] Imm) 1・l rla1 [mmJ 
5.001E+00 .806 +1.2937 28.2 6.0 5.0 k6005aOl SUS316 1.0 
5.022E+00 .776 +1.2651 44.0 6.0 5.0 k6005n02 SllS316 1.0 
5.032E+OO .761 +UH80 882 6.0 5.0 k6005aO:3 SUS~ 16 1.0 
5.0 12E+00 .808 +1.3938 80.9 6.0 5.0 k6005a04 S(lS316 1.0 
! 992E+OO ~772 + 1.3459 86.8 6.0 5.0 k6005a05 SlTS316 1.0 
5016E+Ol 3.362 +1.0038 72.9 6.0 5.0 k6005d20 SUS316 10 
5.880E+00 .181 +1.2074 17.9 6.0 25.0 k6025aOl SUS316 1.0 
5.880E+OO .181 +1.3323 84.9 6.0 25.0 k6025a02 SUS316 1.0 
5.880E+00 .179 +1.2366 40.7 6.0 25.0 k6025n03 SUS316 1.0 
5.880E+00 .180 +1.3578 100.0 6.0 25.0 k6025a04 SUS316 1.0 
5.880E+00 178 +1.2519 51.9 6.0 25.0 k6025n05 SUS316 1.0 
5.881E+00 .l7G +1.2490 59.5 6.0 25.0 k6025a06 seS316 1.0 
O.OOOE+OO 1.005 1 < Xex 17.1 6.0 25.0 ki6025al SlIS316 1.0 
4.117E+00 .722 +1.3942 14.8 6.0 5.0 ksl06a17 Nickel 1.0 
'5.886E+00 .810 +1.0583 13.4 6.0 5.0 ksl06a18 Nickel 1.0 
4.711E+00 .692 +1.1365 11 7 6.0 5.0 ksl06030 Nickel 1.0 
O.OOOE+OO .586 1 < Xex 12.5 6.0 5.0 ksl06a31 Nickel 1.0 
O.OOOE+OO .536 1 <Xex 12.1 6.0 5.0 ksl0Ga32 Nickel 1.0 
O.OOOE+OO .536 1 < Xex 13.2 6.0 5.0 ksl0G033 Nickel 1.0 
4.711E+00 .359 +1.1848 11.9 6.0 10.0 ksl06b26 Nickel 1.0 
4.711E+00 .361 + 1.1919 11.8 6.0 10.0 ksl06b31 Nickel 1.0 
5.88DE+00 .173 + 1.1326 11.5 6.0 25.0 ksl06c19 Nickel 1.0 
O.OOOE+OO .151 1 < Xex 13.3 6.0 25.0 ksl06c29 Nickel 1.0 
4.71OE+oO .171 + 1.4489 15.1 6.0 25.0 ksl06('.31 Nickel 1.0 
4. 125E+00 .085 +1.6634 9.9 6.0 50.0 ks106dOl Nickel 1.0 
4.714E+00 .091 +1.5399 10.4 6.0 50.0 ksl06d02 Nickel 1.0 
5.891E+00 .090 + 1.1831 10.7 6.0 50.0 ks106d03 Nickel 1.0 
7.069E+00 .095 +1.0208 12.1 6.0 50.0 ksl06d04 Nickel 1.0 
1.353E+Ol 092 +1.2298 33.1 6.0 113.3 rs002 SUS316 2.0 
1.882E+Ol .111 + 1.0471 30.9 G.O 113.3 rs003 SUS316 2.0 
O.OOOE+OO 040 1 < Xex 29.0 6.0 113.3 rsOl1 SUS316 2.0 
O.OOOE+OO .061 1 < Xex 29.4 6.0 113.3 rs021 SUS316 2.0 
O.OOOE+OO ，045 1 < Xex 29.6 6.0 113.3 rs022 SUS316 2.0 
1.461E+02 .884 +1.0827 30.5 6.0 113.3 rs105 SUS316 2.0 
O.OOOE+OO .035 1 < Xex 28.4 6.0 113.:3 rs114 SUS316 2.0 
1.590E+Ol .104 +1.1841 35.7 6.0 113.3 rs115 SUS316 2.0 
O.OOOE+OO 6.477 1 < Xex 11.7 1.0 5.0 ml005s09 SUS316 0.5 
O.OOOE+OO .113 1 <Xex 11.3 4.0 25.0 m4025s01 SUS316 1.0 
O.OOOE+OO .066 1 < Xex 8.1 4.0 50.0 m4050s01 SUS316 1.0 
O.OOOE+OO .060 1 < Xex 7.8 4.0 50.0 m4050s09 SUS316 1.0 
4.91lE+00 .673 + 1.0451 9.4 6.0 5.0 m6005s01 SUS316 1.0 
O.OOOE+OO .099 1 < Xex 6.9 6.0 25.0 m6025s01 SUS316 1.0 
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Table 2.7 Group B・2[0壬 Xexく 11 
IltdG mzs l mfCWH/F m2l 
L湖
Tl「anl D Lの RunNo Mate. Thickness (.] lmml l-I rial Imml 
4.252E+Ol 3 126 +0.5053 21.8 6.0 5.0 k6005d02 SUS316 1.0 
4.251E+Ol 3.231 +0.5384 27.6 6.0 50 k6005d03 SlJS316 1.0 
4.251E+Ol 3.207 +0.5365 29.3 6.0 50 k6005d04 SUS316 1.0 
4247E+Ol 3.225 +0.5520 35.2 6.0 5.0 k6005d05 Sl S316 1.0 
4.233E+Ol 3.078 +05:335 40.6 6.0 5.0 k6005d06 SUS316 1.0 
4233E+Ol 3.291 +0.5868 45.3 6.0 5.0 k6005d07 SUS316 1.0 
.1434E+Ol 3.281 +0.5634 50.6 6.0 5.0 k6005d08 Sl"S316 1.0 
4.670E+Ol 3.333 +0.5558 59.0 6.0 5.0 k6005d09 SUS316 1.0 
4.757E+Ol 3.377 +0.5446 54.8 6.0 5.0 k6005dlO SUS316 1.0 
5.097E+Ol 3.543 +0.5564 68.1 6.0 5.0 k6005dll SUS316 1.0 
5.100E+Ol 3.376 +0.5329 71.3 6.0 5.0 k6005d12 SUS316 1.0 
5.228E+Ol 3.336 +0.5307 81.4 6.0 5.0 k6005d13 SUS316 1.0 
5.281E+Ol 2.606 +0.3957 77.7 6.0 5.0 k6005d14 SlTS316 1.0 
5.293E+Ol 2110 +0.3808 87.8 6.0 5.0 k6005d15 SUS316 1.0 
5.321E+Ol 1.731 +0.2751 92.9 6.0 5.0 k6005d16 SUS316 1.0 
5 -t47E+Ol 3.010 +0.4769 93.2 6.0 5.0 k6005d17 SUS316 1.0 
4963E+Ol 3.315 +0.9678 62.6 6.0 5.0 k6005d18 SUS316 1.0 
4.988E+Ol 3.260 +0.9593 66.8 6.0 5.0 k6005d19 SUS316 1.0 
5.034E+Ol 3.218 +0.9452 76.4 60 5.0 k6005d21 SUS316 1.0 
5032E+Ol 3.112 +0.9369 78.8 6.0 5.0 k6005d22 SUS316 1.0 
5.043E+Ol 2.056 +0.6122 82.3 6.0 50 k6005d23 SUS316 1.0 
5.043E+Ol 2.363 +0.7113 83.7 6.0 5.0 k6005d24 SL'S316 1.0 
5.041E+0 1 2.289 +0.6925 86.2 6.0 5.0 k6005d25 SUS316 1.0 
5.039E+Ol 2.115 +0.6402 87.5 6.0 5.0 k6005d26 SUS316 1.0 
5.158E+Ol 2.095 +0.G416 90.0 6.0 5.0 k6005d27 SUS316 1.0 
5.2円6E+Ol 1.712 +0.5265 92.0 6.0 5.0 k6005d28 SUS316 1.0 
5.:308E+Ol 1529 +0.4708 92.6 6.0 5.0 k6005d29 SUS316 1.0 
5.341E+Ol 1.298 +0.4010 94.2 6.0 5.0 k6005d30 SlfS316 1.0 
5.345E+Ol 1.084 +0.3408 98.2 6.0 5.0 k6005d31 SUS:316 1.0 
7.059E+Ol 3.830 +0.3182 12.9 6.0 5.0 k6005eOl SUS316 1.0 
7.000E+Ol 3.760 +0.3276 20.6 6.0 5.0 k6005e02 SUS316 1.0 
7.295E+Ol 4.496 +0.4061 25.0 6.0 5.0 k6005e03 SUS316 1.0 
7.060E+Ol 4.408 +0.4215 29.5 6.0 5.0 k6005e04 SUS316 1.0 
6.707E+Ol 4.283 +0.4432 34.3 6.0 5.0 k6005e05 SUS316 1.0 
6.942E+Ol 4.161 +0.4224 41.8 6.0 5.0 k6005e06 SUS316 1.0 
7. 119E+Ol 4.307 +0.4351 45.9 6.0 5.0 k6005e07 SUS316 1.0 1 
7.236E+Ol 4.228 +0.4219 48.7 6.0 5.0 k6005e08 SUS31G 1.0 
7.138E+Ol 4.004 +0.4044 50.4 6.0 5.0 k6005e09 SUS316 1.0 
6.951E+Ol 3.942 +0.1179 54.7 6.0 5.0 k6005010 SUS316 1.0 
7.079E+Ol 4.312 +0.4692 62.2 6.0 5.0 k6005ell SUS316 1.0 
7.777E+Ol 4.350 +0.日17 65.7 6.0 5.0 k6005e12 SUS316 1.0 
7.223E+Ol 4.278 +0.4727 72.1 6.0 5.0 k6005e13 SUS316 1.0 
6.325E+Ol 4.270 +0.5531 75.8 6.0 5.0 k6005e14 SUS316 1.0 
6.215E+Ol 3.869 +0.5140 79.8 6.0 5.0 k6005e15 SUS316 1.0 
6.076E+Ol 4.295 +0.5976 84.6 6.0 5.0 k6005e16 SUS316 1.0 
6.734E+Ol 1.167 +0.5295 89.9 6.0 5.0 k6005e17 SllS316 1.0 
7.086E+Ol 3.649 +0.4470 95.0 6.0 5.0 k6005e18 SUS316 1.0 
6.22~m+Ol 1.603 +0.2238 97.6 6.0 5.0 k6005e19 SUS316 1.0 
6.689E+Ol 2.699 +0.3516 96.8 6.0 5.0 k6005e20 SUS316 1.0 
6.980E+Ol .1 .~~6 7 +0.5226 83.0 60 5.0 k6005e21 SUS316 1.0 
6.920E+Ol 3.221 +0.3916 88.6 6.0 5.0 k6005022 SPS316 1.0 
7.098E+Ol .1.086 +0.4841 86.1 6.0 5.0 k6005e23 SUS316 1.0 
6.820E+Ol 3.764 +0.4758 92.9 6.0 5.0 k6005e24 SUS316 1.0 
7.002E+Ol 3.266 +0.4063 962 6.0 5.0 k6005e25 SUS316 1.0 
1.0 11E+02 3.838 +0.1798 16.2 6.0 5.0 k6005fOl SUS316 1.0 
9.937E+Ol 4.147 +0.2189 19.2 6.0 5.0 k6005f02 SUS316 1.0 
9.703E+Ol 4.101 +0.2479 278 6.0 5.0 k6005f03 SUS316 1.0 
1.023E+02 1 197 +0.2324 29.8 6.0 5.0 k6005f04 SUS316 1.0 
1.006E+02 e~07 +0.2578 318 6.0 5.0 k6005f05 SUS316 1.0 
1.017E+02 4576 +02878 40.7 6.0 5.0 k6005f06 SUS316 1.0 
9.997E+Ol 4.100 +0.2613 45.3 6.0 5.0 k6005f07 SVS316 1.0 
9.233E+Ol 4.397 +0.3277 49.5 6.0 5.0 k6005f08 SUS316 1.0 
1.023E+02 4.711 +O.:l224 54.2 6.0 5.0 k6005f09 Sl'S316 1.0 
(】 CHF x.x TIO D νD Run No. Mate- Thickness 
(kg/m匂l 品川'1m三l [-] [C] [mm] 上i rial [mmJ 
3.077E+Ol 2.659 +0.6100 166 60 5.0 k6005bOl SLTS316 1.0 
~t070E+O l 2.646 +0.6119 20.3 6.0 5.0 k6005b02 SlTS316 10 
'3057E+Ol 2.657 +0.6288 243 6.0 5.0 k6005b03 SUS316 1.0 
:~.052E+Ol 2.2.18 +O.5:3:3'J 36 1 6.0 5.0 k6005b04 SPS316 1.0 
3.054E+OJ 2.578 +0.G239 33.5 6.0 5.0 k6005b05 St'S316 10 
:3.0nE+Ol 2.651 +0.6553 38.1 6.0 5.0 k6005b06 SUS316 1.0 
.3052E+Ol 2.632 +0.6603 443 6.0 5.0 k6005b07 SFS316 1.0 
30.l8E+Ol 2.620 +0.6652 17.9 6.0 5.0 k6005b08 SlTS316 10 
3.040E+Ol 2.596 +0.6748 56.2 6.0 5.0 k6005b09 Sl1S316 10 
3.035E+Ol 2.584 +0.6769 585 6.0 5.0 k6005blO SUS316 1.0 
3.033E+Ol 2.569 +0.6854 65.2 6.0 5.0 k6005bll SUS316 1.0 
3.638E+Ol 2842 +0.6385 71.2 6.0 5.0 k6005b12 SUS316 1.0 
.101OE+01 2.420 +0.4940 78.1 6.0 5.0 k6005b13 SUS316 1.0 
.1045E+Ol 1.951 +0.3959 82.8 6.0 50 k6005b14 Sl'S316 1.0 
注8G4E+01 1.908 +0.3855 72.1 6.0 5.0 k6005b15 Sl'S316 1.0 
~t883E+Ql 1.669 +0.3335 74.6 6.0 5.0 k6005b16 SUS316 10 
3.881E+Ol 1.592 +0.3271 80.5 6.0 5.0 k6005b17 SUS316 1.0 
3.645E+Ol 1.932 +0.4090 67.4 6.0 5.0 k6005b18 SOS316 10 
3.739E+Ol 1 624 +0.:3434 77.7 6.0 5.0 k6005b19 SUS31G 1.0 
3.855E+Ol 1400 +0.2831 79.2 6.0 5.0 k6005b20 SUS316 1.0 
3.797E+Ol 1.236 +0.2613 85.4 6.0 50 k6005b21 seS316 1.0 
3.728E+Ol 1.140 +0.2557 91.8 6.0 5.0 k6005b22 SUS316 1.0 
3791E+Ol 1.050 +0.2382 96.2 6.0 5.0 k6005b23 SUS316 1.0 
3789E+Ol 971 +0.2251 99.0 60 5.0 k6005b24 Sl'S316 1.0 
:3 724 J<~+01 1.462 +0.4143 76.2 G.O 50 k6005b25 SlfS316 10 
3.g9aE+Ol 1.586 +0.4726 83.3 G.O 5.0 k6005b26 Sl S31G 1.0 
J.975E+Ol 1. 191 +0.4496 87.5 6.0 5.0 k6005b27 8US316 1.0 
J 967E+Ol 1.003 +0.2988 897 6.0 5.0 k6005b28 SUS316 1.0 
3944E+Ol .922 +0.283G 95.5 6.0 5.0 k6005b29 SPS316 1.0 
1 866E+Ol 2.115 +0.8622 16.2 6.0 5.0 k6005cOl SUS316 1.0 
1.866E+Ol 2.197 +0.8982 22.1 6.0 5.0 k6005c02 SOS316 1.0 
1.868E+Ol 2.221 +0.9137 25.3 6.0 5.0 k6005c03 8US316 1.0 
1.879E+Ol 2.207 +0.9118 31.1 6.0 5.0 k6005c04 SUS316 l.0 
1.881E+0 1 2.217 +0.9252 36.0 6.0 5.0 k6005c05 SUS316 1.0 
1.885E+Ol 2.147 +0.8998 41.3 6.0 5.0 k6005c06 SUS316 1.0 
1.890E+Ol 2.136 +0.8917 41.3 6.0 5.0 k6005c07 8US316 1.0 
1.918E+Ol 2.1.17 +08944 47.9 60 5.0 k6005c08 SUS316 1.0 
1.987E+Ol 2.206 +0.8918 50.7 6，0 5.0 k6005c09 Sl'S316 1.0 
2.218E+Ol 2.284 +0.8258 53.6 6.0 5.0 k6005c10 SlJS316 1.0 
2.230E+Ol 2.295 +0.8402 615 6.0 5.0 k6005cl1 SUS316 1.0 
2.236E+Ol 2.273 +0.8384 66.6 6.0 5.0 k6005c12 SUS316 1.0 
2.δ71E+Ol 2.256 +0.7868 70.2 6.0 5.0 k6005c13 SUS316 1.0 
2A36E+Ol 2.078 +0.7196 80.5 6.0 5.0 k6005c14 SUS316 1.0 
2.456E+Ol 2.0a8 +0.7094 86.1 6.0 5.0 k6005c15 SUS316 1.0 
2.ι61E+Ol 1998 +0.6965 87.8 6.0 5.0 k6005cl6 80S316 1.0 
2.464E+Ol 1.301 +04590 95.2 6.0 5.0 k6005e17 SUS316 1.0 
2A62E+Ol .871 +0.3086 97 1 6.0 5.0 k6005e18 SlTS316 1.0 
2.-l65E+Ol 2195 +0.7321 69.4 6.0 5.0 k6005el9 SPS316 10 
2.468E+Ol 2.122 +0.7148 74.8 6.0 5.0 k6005e20 SUS316 l.0 
2.575E+01 .9G3 +O.2G82 83.7 6.0 5.0 k6005c21 SUS316 1.0 
2.555E+01 1 115 +0.3217 83.5 60 5.0 k6005c22 SUS316 1.0 
2.514E+Ol 1.121 +0.3124 77.9 6.0 5.0 k6005c23 SUS316 1.0 
2.503E+Ol 1.257 +0.3413 705 6.0 5.0 k6005c24 SUS316 1.0 
2.512E+Ol 1.103 +0.2925 70.3 6.0 5.0 k6005c25 SUS316 1.0 
2.512E+Ol .9.12 +0.2688 88.1 6.0 5.0 k6005c26 SlTS316 1.0 
2.510E+Ol .857 +02195 91.8 6.0 5.0 k6005c27 SUS316 1.0 
2.514E+Ol .8.16 +02581 95.2 6.0 5.0 kG005c28 StTsa16 1.0 
2.518E+Ol .809 +0.2.183 96.3 6.0 5.0 k6005c29 SUS316 1.0 
2.510日+01 .859 +0.2680 98.5 6.0 5.0 k6005c30 SlTS316 1.0 
4.252E+Ol 3.242 +0.5184 159 6.0 5.0 k6005dOl SUS316 1.0 
-184 - ??? ???
Masatoshl Kureta， Doctor Thesis， Masatoshi Kureta， DOC'tor Thes;s， 
Dept Nucl Engng. Kyoto lJmv (1997) Dept. Nucl Engng.， Kyoto Univ. (1997) 
れrl1" X開 Ttn D LID Run No. Mate- Thickness G CHF X開 Ton D LID Run No Mnte- Thi('kness 
Ikg/m~sl [.MW/a:J [ -1 lCI [mm] 1- rial [mm] fkg/m:!sl [M¥V/m:'!] 卜l [C} [mrnl 卜l ria1 [mml 
106t1E+02 4.699 +0.3133 58 :3 6.0 5.0 k6005f10 SUS~16 1.0 3.001E+02 1.736 +0.1294 94.4 6.0 5.0 k6005i18 8U8316 1.0 
1.014E+02 4.268 +0.2964 59.0 6.0 50 k6005f11 8US316 1.0 2.995E+02 4.801 +0.1389 98.3 6.0 5.0 k6005i19 8U8316 1.0 
1.010E+02 4.392 +0.3239 67.2 6.0 5.0 k6005fl2 8U8316 1.0 5.009E+02 5.617 +0.0065 50.3 6.0 5.0 k600町11 8U8316 1.0 
1.0 19E+02 4.44.1 +0.3293 693 6.0 5.0 k6005f13 8U8316 1.0 I 4.996E+02 5.932 +0.0227 55.8 6.0 5.0 k6005j]2 8U8316 1.0 
1.010E+02 4.582 +0.3586 76.8 6.0 5.0 k6005f14 8U8316 1.0 I 5000E+02 6.292 +0.0375 604 6.0 5.0 kGOO!1j 13 8US316 1 0 
1.027E+02 4.358 +0.3361 78.5 6.0 5.0 k6005f15 8U8316 1.0 4.999E+02 5.282 +0.0307 66.3 60 5.0 ks005j 11 8U8~H6 1.0 
1.003E+02 4.138 +0.3623 84.0 6.0 5.0 k6005f16 8U8316 1.0 4.992E+02 6.378 +0.0193 65.8 6.0 5.0 kG005j15 8U8316 1.0 
1.030E+02 t.488 +0.~i693 91.0 6.0 50 k6005fl7 8U8316 1.0 5002E+02 5.316 +0.0385 702 6.0 5.0 k6005j 16 8U8316 1.0 
1.0 18E+02 4.265 +0.3618 95.0 6.0 5.0 k6005fl8 8U8316 1.0 4.986E+02 5.52~~ +0.019.1 73.9 6.0 5.0 k6005j 17 818316 1.0 
1.0 12E+02 4.145 +0.3590 97.9 6.0 5.0 k6005fl9 8l'8316 1.0 5.00.1E+02 5.0127 +0.0591 80.2 6.0 5.0 k6005j18 8U8316 1.0 
1.519E+02 4.22] +0.0821 12.1 6.0 50 k6005g01 8U8316 1.0 4998E+02 5335 +0.0688 86.2 6.0 5.0 k600町19 8C8316 1.0 
1.512E+02 4.011 十0.0785 16.2 6.0 5.0 ~fj005g02 SrS31G 1.0 5.008E+02 5.329 +0.0711 87.6 。.0 5.0 k6005j20 Sl S316 1.0 
1.506E+02 4.028 +0.0895 21.0 6.0 5.0 k6005g0:~ 8U8316 1.0 4.982E+02 5.923 +0.0969 95.5 6.0 5.0 k600町21 8V8316 1.0 
1.535E+02 3.913 +0.0907 26.7 6.0 5.0 k6005g04 8U8316 1.0 4.990E+02 6.258 +0.1083 98.5 6.0 5.0 k6005j22 8U8316 1.0 
1488E+02 4.030 +0.1091 29.9 6.0 5.0 k6005g05 8U8316 1.0 5.984E+02 6097 +0.0057 54.7 6.0 5.0 k6005kl0 8U8316 1.0 
1499E+02 4.094 +0.1203 3-1.9 6.0 50 k6005g06 8lT8316 1.0 6.005E+02 6.020 +0.0143 60.1 6.0 5.0 k6005kl1 8U8316 1.0 
1・‘199E+02 LllO +0.1152 40.1 6.0 5.0 k6005ε07 8U8316 1.0 5ぜ999E+02 5.559 +0.0173 65.3 60 5.0 k6005k12 8U8316 1.0 
1.507E+02 1. 1a:~ +0.1594 45.8 6.0 5.0 k60()!5g08 8P8316 1.0 6.002E+02 5.129 +0.0197 700 6.0 5.0 k6005k13 8U8316 1.0 
1494E+02 4.805 +0.1923 50.4 60 5.0 k6005g09 8F8316 1.0 5.995E+02 5.338 +0.0:314 74.6 60 5.0 k6005k14 8U8316 1.0 
1.511E+02 .1.9.12 +0.2067 55.5 6.0 5.0 k6005g10 8P8316 1.0 5，981E+02 6.017 +0.0525 80.4 60 5.0 k6005k15 8U8316 1.0 
1.511E+02 4.984 +0.2202 61.4 6.0 5.0 k6005g11 8V8316 1.0 6.029E+02 6.3]3 +O ， 06~~5 84.3 6.0 5.0 k6005k16 8U8316 1.0 
1.511E+02 ，1.946 +0.2256 65.5 6.0 5.0 k6005g12 8V8316 1.0 5.997E+02 5918 +0，0697 90.5 6.0 5.0 k6005k17 8e8316 1.0 
1.517E+02 '" 957 +0.2349 70.7 6.0 5.0 k6005g13 8F8316 1.0 6001E+02 6.018 +0.0696 89.7 6.0 5.0 k6005k18 8U8316 1.0 
1.516E+02 5.068 +0.2500 75.3 6.0 5.0 k6005g14 8U8316 1.0 弓984E+02 6709 +0.0900 95.0 6.0 5.0 k6005k19 8U8316 1.0 
1504E+02 4.735 +0.2372 77.6 6.0 5.0 k600f>glQ 8U8316 1.0 5.988E+02 7 118 +0 1020 98.2 6.0 5.0 k6005k20 8U8316 1.0 
1.502E+02 5.050 +0.2712 85.7 6.0 5.0 k6005g16 8U8316 1.0 7.998E+02 i.316 +0.0049 59.2 6.0 5.0 k6005111 8U8316 1.0 
1.485E+02 4.664 +0.2590 89.6 6.0 5.0 k6Q05g17 8U8316 1.0 7.972E+02 6.711 +0.0102 65.5 6.0 5.0 k6005113 8U8316 1.0 
14D6E+02 5.226 +0.2939 91.6 6.0 5.0 k6005g18 8U8316 ] 0 8.023E+02 6.4.12 +0.0175 71.3 6.0 5.0 k6005114 8U8316 1.0 
1.502E+02 5.152 +0.2943 94.8 6.0 5.0 ~_2005g19 8U8316 1.0 7.963E+02 6.227 +0.0237 75.6 6.0 5.0 k6005115 8U8;H6 1.0 
1.484E+02 4.978 +0.2970 99.9 6.0 50 k6005g20 8lT8316 1.0 7.995E+02 6.195 +0.0319 80.3 6.0 5.0 k6005116 8U8316 1.0 
2016E+02 4.453 +0.0362 14.6 6.0 5.0 k6005hOl 8U8316 1.0 7990E+02 6.162 +0.0426 86.2 6.0 5.0 k6005117 8U8316 1.0 
1.990E+02 4 .42~~ +0.0476 20.5 6.0 50 k6005h02 8U8316 1.0 7.970E+02 5.962 +0.0186 90.5 6.0 5.0 k6005118 8tT8316 1.0 
1.993E+02 1.208 +0.0179 25.5 6.0 5.0 k6005h03 8U8316 1.0 7.963E+02 5.971 +0.0584 95.7 6.0 5.0 k6005119 8U8316 1.0 
2.017E+02 4.307 +0.0566 29.0 6.0 5.0 k6005h04 8U8316 1.0 7.980E+02 6.197 +0.0645 97.7 6.0 5.0 k6005120 8U8316 1.0 
1.993E+02 1.261 +0.0698 36.0 6.0 5.0 k6005h05 8U8316 1.0 9.982E+02 5.667 +0.0036 75.0 6.0 5.0 k6005m13 8U8316 1.0 
2.000E+02 ".359 +0.0834 41 2 6.0 5.0 k6005h06 SUS316 1.0 9.992E+02 5.155 +0.0078 守9.7 6.0 5.0 k6005m14 SUS316 1.0 
2011E+02 4.721 +0.1142 49.8 6.0 5.0 k6005h08 8U8316 1.0 1.000E+03 5.599 +0.0218 85.1 6.0 5.0 k6005m]5 8l'8316 1.0 
2.026E+02 5.027 +0.1366 55.4 6.0 5.0 k6005h09 8U8316 1.0 9.993E+02 6.104 +0.0313 89.4 6.0 5.0 k6005m16 8tr8316 1.0 
2.008E+02 5 164 +0.1538 60.3 6.0 5.0 k6005hl0 808316 1.0 100]E+03 6.810 +0.0513 95.2 6.0 5.0 k6005m17 8US:H6 1.0 
2.0UE+02 5.2n +0.1662 654 6.0 5.0 k6005hll 8P8316 1.0 9.950E+02 6.5:35 +0.0552 98.4 6.0 5.0 k6005m18 8U8:316 1.0 
2.007E+02 5)lal +0.1809 70.8 6.0 5.0 k6005h12 8118:316 1.0 ].498E+03 8.097 +0.0111 80.3 6.0 5.0 k6005n16 8U8316 10 
1.989E+02 5.211 +0.IR52 71.9 6.0 5.0 k6005h13 8118316 1.0 1.502E+03 7.773 +0.0186 85.4 6.0 5.0 k6005n17 8118316 1.0 
2.001E+02 5.372 +0.2021 80.8 6.0 5.0 k6005h14 8U8316 LO 1.501E+0:3 8.058 +0.0304 90.8 6.0 5.0 k6005n19 SU8316 1.0 
2.003E+02 5.185 +0.2163 85.9 6.0 5.0 k6005h15 8U8316 1.0 1.4!)4E+03 8.692 +0.0422 95.0 6.0 5.0 k6005n20 8P8:316 1.0 
2.013E+02 5.326 +0.2182 91.3 6.0 5.0 k6005h]6 8U8316 1.0 I.4D8E+03 9.225 +0.0525 98.9 6.0 5.0 k600弓n21 8U83]6 1.0 
2.001E+02 5.625 +0.2413 95.8 6.0 5.0 k6005h17 8U8316 1.0 1.803E+03 9.308 +0.0104 81.1 6.0 5.0 k6005016 8C8316 1.0 
1.994E+02 5.39 +0.2422 97.9 6.0 5.0 k6005h18 8U8316 1.0 1.799E+03 8.209 +0.0117 84.6 6.0 5.0 k6005017 8U8316 1.0 
2.017E+02 5.'131 +0.2339 97.5 6.0 5.0 k6005hlD 8U8316 1.0 1.792E+03 10.25 +0.0337 90.9 6.0 5.0 k6005018 8V8316 1.0 
3.003E+02 5.056 +0.0089 24.9 6.0 5.0 k6005i03 8lT8316 1.0 1.798E+03 10.55 +0.0131 95.2 6.0 5.0 k6005019 8U8316 1.0 
3.008E+02 4.869 +0.0138 30.6 6.0 5.0 k6005i04 8U8316 1.0 ] .790E+03 10.76 +0.0505 98.5 6.0 5.0 k6005020 8U8316 10 
3.006E+02 ，).992 +0.0256 34.9 6.0 5.0 k6005i05 8U8316 1.0 4.175E+Ol .919 +0.8241 19.3 6.0 25.0 k6025bOl 8U8316 1.0 
3.014E+02 4708 +0.0168 34.9 6.0 5.0 k6005i06 8U8316 1.0 -IJ75E+Ol .902 +0.8467 40.7 6.0 25.0 k6025b02 8V8316 1.0 
3.002E+02 ".851 +0.0316 40.2 6.0 5.0 k6005i07 8U8316 1.0 十]7tE+Ol .903 +0.8686 52.1 6.0 25.0 k6025b03 8U8316 1.0 
2.995E+02 .156] +0.0311 44.4 6.0 5.0 k6005i08 8U8316 1.0 4.661E+Ol .822 +0.7084 60.7 6.0 25.0 k6025b04 8U8316 l.0 
2.9S9E+02 .1831 +0.0504 50.3 6.0 5.0 k6005i09 8U8316 1.0 5.120E+Ol .812 +0.6686 81.9 6.0 25.0 k6025b05 8U8316 1.0 
3.013E+02 5.121 +0.0660 54.I 6.0 5.0 k6005il0 8U8316 1.0 5.216E+Ol .735 +0.6098 92.2 6.0 25.0 k6025b06 8U8316 1.0 
3.017E+02 4.878 +0.0699 60.7 6.0 5.0 k6005il1 8U8316 1.0 5.304E+Ol .313 +0.2568 97.6 6.0 25.0 k6025b07 8e8316 l.0 
2.996E+02 1.6-12 +0.0710 64.5 60 5.0 k6005i12 8U8316 1.0 9.808E+Ol 1.557 +0.5522 19 1 6.0 25.0 k6025cOl 81.'8316 1.0 
2.993E+02 1.205 +0.0685 70.0 6.0 5.0 k6005i13 8U8316 1.0 9.878E+Ol l.M4 +0.5772 38.2 6.0 25.0 k6025c02 81.'8316 1.0 
2.999E+02 4.115 +0.0730 74.0 6.0 5.0 k6005i14 8U8316 1 0 9.828E+Ol 1.363 +0.4987 38.0 6.0 25.0 k6025c03 8U8316 1.0 
2.992E+02 .1017 +0.0814 79.9 6.0 50 k6005i15 8U8316 1.0 9.865E+Ol 1.465 +0.6250 82.3 6.0 25.0 k6025c04 8U8316 1.0 
3.009E+02 4.284 +0.0983 85 ] 6.0 5.0 k6005il6 8U8316 1.0 1.007E+02 1.403 +0.610~~ 96.2 6.0 25.0 k6025c05 8U8316 1.0 
2.991E+02 1.670 +0.]206 90.5 6.0 50 k6005i17 8U8316 1.0 9.956E+Ol 1.499 +0.5863 56.7 6.0 25.0 k6025c06 8U8316 1.0 
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G CHF X開 Tsn D L圧) RunNo Mate- Thickness 
[kg/m~s[ lMV，rla:J 卜! [CJ [mm] [ -) nal [mm] 
G 
lM「WH/Fm2| 
x四 Tm D Lの RunNo Mnte- Thickness 
[kg/m~sl [-] [c] [mm] [ -) rinl Imml 
4 97'~E+02 3.553 +0.2016 40.1 6.0 25.0 k6025dOl SUS316 1.0 1.467E+02 2.344 +0.5871 35.4 6.0 250 k6025i22 SU8316 1.0 
4.961E+02 Ji.708 +0.3491 61.8 6.0 25.0 k6025d02 SUS316 1.0 1485E+02 2.354 +05734 31.0 6.0 250 k6025i23 8U8316 1.0 
4961E+02 4.517 +0.3678 80.9 6.0 25.0 k6025dO.3 SUSδ16 1.0 1.522E+02 2.595 +0.5965 14.9 6.0 25.0 k6025i21 8l'S316 1.0 
4.949E+02 1.152 +0.2750 48.2 6.0 25.0 k6025d04 SUS316 l.0 1.505E+02 2.425 +0.5689 22.3 6.0 25.0 k6025125 SUS316 1.0 
5.024E+02 3.575 +0.1920 34.0 6.0 25.0 k6025d05 SUS316 l.0 2.986E+02 3.723 +0.4329 360 6.0 25.0 k6025i26 SUS316 1 0 
4.966E+02 3.563 +0.1641 17.7 6.0 25.0 k6025d06 SUS316 l.0 2.990E+02 3.7!)4 +0.4554 42.8 6.0 25.0 k6025i27 SUS316 1.0 
9.973E+02 5.012 +0.0757 21.3 6.0 25.0 k6025eOl SUS316 l.0 3.042E+02 3.858 +0.4697 50.7 60 25.0 k6025i28 SUS316 1.0 
9.974E+02 5.050 +0.1031 35.1 6.0 25.0 k6025e02 SUS316 l.0 3.085E+02 .3.896 +0.4802 57.5 6.0 25.0 k6025i29 SU8316 10 
9.D84E+02 5.0001 +0.1270 49 1 6.0 25.0 k6025e03 SUS316 l.0 3.087E+02 3.927 +0.4972 64.4 6.0 25.0 k6025i30 SU8316 1.0 
2.D92E+02 2.803 +0.2605 17.2 6.0 25.0 k6025fOl SUS316 l.0 3.003E+02 3.874 +0.5157 70.0 6.0 25.0 k6025i31 SU8316 1.0 
3003E+02 2.921 +0.3005 30.2 6.0 25.0 k6025f02 SUS316 1.0 3.034E+02 3.864 +0.5196 76.1 60 25.0 k6025i32 8US316 10 
3027E寸02 3.067 十0.3390 41.2 6.0 25.0 k6025ffi3 SUS316 1.0 4.9，IOE+02 4.765 +0.3603 64.1 6.0 25.0 k6025i33 SLS316 1.0 
2 D66E+02 3.702 +0.4816 61.7 6.0 25.0 k6025f04 Sl，S316 1.0 4.971E+02 5.217 +0.3849 57.1 6.0 25.0 k6025i34 8l'S316 1.0 
2998E+02 3.753 +0.5160 79.3 6.0 250 k6025f05 8U8316 1.0 5.002E+02 5.322 +0.3980 607 6.0 25.0 k6025i35 8l'8316 1.0 
2994E+02 3.716 +0.5430 96.3 6.0 25.0 k6025f06 8U8316 1.0 2.053E+02 4.324 +0.0250 13.5 2.2 5.0 ksl0glO:~ Nickel 0.5 
19:i9E+03 7.2，16 +0.0412 33.4 6.0 25.0 k6025g01 SUS316 1.0 4.0G6E+02 8.103 +0.0180 15.1 2.2 5.0 ksl0glOtI Nickel 0.5 
1.947E+oa 7.お05 +0.0216 22.6 6.0 25.0 k6Q_25g02 SUS316 1.0 5.99.1E+02 10.94 +0.0005 13.7 2.2 5.0 ksl0g105 Nickel 0.5 
1.98t1E+02 2.225 +0.3478 20.2 6.0 25.0 k6025hOl SUS316 1.0 1531E+02 5.3-11 +0.1459 12.6 2.2 5.0 ksl0glOi Nickel 0.5 
1.990E+02 2.362 +0.3954 30.1 6.0 25.0 k6025h02 8US316 1.0 3.0 18E+02 6.553 +0.0278 11.9 2.2 5.0 ks1Og108 Nickel 0.5 
2.996E+02 2.813 +0.2731 23.5 6.0 25.0 k6025h03 SU8316 1.0 4.988E+02 9.307 +0.0010 13.6 2.2 5.0 ks1Og109 Nickel 0.5 
4915E+02 3487 +0.1630 20.0 6.0 25.0 k6025h04 SUS316 1.0 9.98.1E+02 6.981 +0 1436 11.0 2.2 25.0 kslO血01 Nickel 0.5 
9.977E+02 4.805 +0.0572 16.4 60 25.0 k6025h05 Sl S:H6 1.0 1489E+03 8.997 +0.1037 12.2 2.2 25.0 ksl0血02 Nickel 0.5 
2.0.93E+02 2 199 +0.3213 154 60 25.0 k6025h06 S1l8316 1.0 1.966E+03 8.658 +0.0332 13.3 2.2 25.0 ksl0血03 Nickel 0.5 
2000E+02 2518 +0.4216 27.1 6.0 25.0 k6025hOi Sl8316 1.0 2.724E+03 7.910 +0.1030 13.5 2.2 51.4 ksl0eh08 Nickel 0.5 
1.999E+02 2.G97 +0.4759 34.8 6.0 25.0 k6025h08 SllS316 1.0 8.976E+02 5.539 +0.3957 10.9 2.2 51.4 ksl0eh09 Nickel 0.5 
2.016E+02 2.8G7 +0.5172 39.6 6.0 25.0 k6025h09 8lTS316 1.0 2.387E+oa 7.138 +0.108:~ 12.1 2.2 51.4 ksl0eh14 Nickel 0.5 
1.966E+02 2.828 +0.5353 45.3 6.0 25.0 k6025hl0 SUS316 1.0 1.45!E+03 6.255 +0.2261 11.2 2.2 51.4 ksl0eh15 Nickel 0.5 
2.008E+02 2.885 +0.5419 49.3 6.0 25.0 k6025hl1 Sl S316 1.0 1.217E+03 5.645 +0.2553 10.5 2.2 51.4 ks1Oeh16 Nickel 0.5 
2.006E+02 2.885 +0.5452 50.8 6.0 25.0 k6025h12 SUS316 1.0 1.935E+03 6.372 +0.1353 11.9 2.2 51.4 ksl0eh17 Nickel 0.5 
2.024E+02 2.879 +0.5471 55.4 6.0 25.0 k6025h13 SUS316 1.0 2.474E+03 7.301 +0.1037 11.6 2.2 51.4 ksl0eh18 Nickel 05 
2.010E+02 2.861 +0.5572 60.7 6.0 25.0 k6025h14 SUS316 1.0 3.454E+03 7.010 +0.0224 13.0 2.2 51.4 ks1Oeh19 Nickel 0.5 
2.021E+02 2.877 +0.5705 67.8 6.0 25.0 k6025h15 seS316 1.0 3.884E+03 8.051 +0.0257 12.7 2.2 51.4 ksl0eh20 Nickel 0.5 
2.004E+02 2.811 +0.5679 71.4 6.0 25.0 k6025h16 SUS316 1.0 1.006E+02 2.940 +0.0962 12.9 4.0 5.0 ksl04aOl Nickel 0.25 
2.029E+02 2.867 +0.15803 75.6 6.0 25.0 k6025h17 SUS316 1.0 1.006E+02 3.050 +0.1052 12.5 4.0 5.0 ksl04a02 Nickel 0.25 
2.011 E+02 2.829 +0.5857 79.9 6.0 25.0 k6025h18 SUS316 1.0 1.986E+02 4.361 +0.0283 11.0 4.0 5.0 ksl04a03 Nickel 0.25 
2.019E+02 2.701 +0.5635 84β G.O 25.0 k6025h19 SUS316 1.0 5.162E+Ol 2.]76 +0.2107 12.8 4.0 5.0 ksl04a04 Nickel 0.25 
2032E+02 2.706 +0.5719 90.3 6.0 25.0 k6025h20 SUS316 1.0 4.102E+Ol 2.011 +0.2785 13.0 4.0 5.0 ksl04a05 Nickel 0.25 
2.028E+02 2.704 +0.5821 95.4 6.0 25.0 k6025h21 SUS316 1.0 1.006E+02 2.002 +0.1846 10.0 4.0 10.0 ksl04b02 Nickol 0.2r> 
2010E+02 2.67 ~ +0.5872 98.8 6.0 25.0 k6025h22 SUS316 1.0 2.023E+02 2.483 +0.0494 10.0 4.0 10.0 ksl04b03 Nickel 0.25 
3.007E+02 3.9!)!) +0.5548 81.6 6.0 25.0 k6025h23 SUS316 1.0 3.032E+02 1.639 +0.0743 11.6 4.0 25.0 ksl04c02 Nickel 0.25 
2.994E+02 3.953 +0.5646 89.1 6.0 25.0 k6025h24 SUS316 1.0 2.634E+02 1.944 +0.4879 11.1 4.0 50.0 ksl04dOl Nickel 0.25 
:3.026E+02 :~ 85t +0.5608 98.1 6.0 25.0 k6025h25 SLS316 1.0 4.848E+02 2.409 +0.2757 11.9 4.0 50.0 ksl04d02 Nickcl 0.25 
1.0 13E+02 1841 +0.6551 18.9 6.0 25.0 k6025iOl SUS31G 1.0 1.478E+02 3.017 +0.0163 10.9 6.0 5.0 ksl06a02 Nickcl 1.0 
1.018E+02 1.788 +OK~80 25.0 6.0 25.0 k6025i02 SUS316 1.0 4.943E+Ol 2.104 +0.2137 12.5 6.0 5.0 kslO6a11 Nickel 1.0 
1.0 12E+02 1.812 +0.6616 31.1 6.0 25.0 k6025i03 SVS316 1.0 8.003E+Ol 2.573 +0.1186 11.0 6.0 5.0 ksl06a12 Nickel 1.0 
1.005E+02 1.782 +0.6642 35.1 6.0 25.0 k6025i04 SUS316 1.0 1.000E+02 2.551 +0.0616 12.0 6.0 5.0 ks106a13 Nickel 1.0 
9.992E+Ol 1.765 +0.6781 44.0 6.0 25.0 k6025i05 SUS316 1.0 6.237E+Ol 2.281 +0.1581 11.1 6.0 5.0 ks106a14 Nickel 1.0 
1.00.1E+02 1.755 +0.7017 61.0 6.0 25.0 k6025i06 SUS316 1.0 7.178E+Ol 2.399 +0.1291 10.6 6.0 5.0 ksl06a15 Nickel 1.0 
1.003E+02 1.732 +0.7099 70.2 6.0 25.0 k6025i07 SUS316 1.0 1. 159E+02 3.105 +0.0724 11.7 6.0 5.0 ksl06a16 Nickel 1.0 
1.005E+02 1.716 +07127 76.6 6.0 25.0 k6025i08 SUS316 1.0 1. 1 77E+Ol 1.452 +0.9312 13.2 6.0 5.0 ksl06a19 Nickel 1.0 
1.069E+02 1.489 +0.6028 92.3 6.0 25.0 k6025i09 SUS316 1.0 1766E+Ol 1.812 +0.7441 11.6 6.0 5.0 ks106a20 Nickel 1.0 
9.794E+Ol 1.335 +0.6036 99.7 6.0 25.0 k6025il0 SUS316 1.0 2.354E+Ol 2.009 +0.5892 10.6 6.0 5.0 ksl06a21 Nickel 1.0 
1.466E+02 2.19:~ +0.6550 958 6.0 25.0 k6025il1 SUS316 1.0 2.943E+Ol 2.152 +0.4809 10.5 6.0 5.0 ksl06a22 Nickel 1.0 
1 l7!)E+02 2.179 +0，6:345 90.2 6.0 25.0 k6025i12 SUS316 1.0 3.532E+Ol 2.316 +0.4138 10.4 6.0 5.0 ksl06a23 Nickel 1.0 
1.t82E+02 2.174 +0.6226 85.3 6.0 25.0 k6025i13 8US316 10 4.120E+Ol 2.353 +0.3406 11.4 6.0 5.0 ksl06u24 Nickel 1.0 
1.・197E+02 2.234 +0.6202 78.0 6.0 25.0 k6025i14 8US316 1.0 7.063E+00 .902 +0.9676 12.5 6.0 5.0 ksl06a25 Nickel 1.0 
1.489E+02 2.273 +0.6226 711 6.0 25.0 k6025i15 8U8316 1.0 8.2.11E+00 1.002 +0.9140 12.7 6.0 5.0 ksl06a26 Nickel 1.0 
1486E+02 2.271 +0.6112 64.7 6.0 25.0 k6025i16 8US316 1.0 9.419E+00 1 182 +0.9175 12.0 6.0 5.0 ksl06a27 Nickel 1.0 
1.489E+02 2.325 +0.6160 59.5 6.0 25.0 k6025i17 811S316 1.0 1.060E+Ol 1.;338 +0.9535 117 6.0 5.0 ksl06a28 Nid~el 1.0 
1.504E+02 2.318 +0.5972 51.3 6.0 25.0 k6025i18 8US316 1.0 1.413E+Ol 1.611 +0.8437 10.7 6.0 5.0 ksl06a29 Nickcl 1.0 
1.195E+02 2.302 +0.5895 50.2 6.0 25.0 k6025i19 8US316 1.0 5.889E+00 .377 +0.9717 12.4 6.0 10.0 ksl06b02 Nickel 1.0 
1 190E+02 2.356 +0.5966 44.3 6.0 25.0 k6025i20 8US316 1.0 5.889E+00 .383 +0.9884 12.1 6.0 10.0 ksl06b03 Nickel 1.0 
1.179E+02 2.322 +0.58，17 40.5 6.0 25.0 k6025i21 SUS316 1.0 1.178E+Ol .628 +0.7810 12.2 6.0 10.0 ksl06b04 Nickel 1.0 
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G CHF' x開 TI1 D UD Run No. Mate- Thickness 
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G CHF 
Xl-開l 
Tm D UD Run No. Mate- Thickness 
[kg/m2~1 [MW/m2j [C] Imml [-] rial [mmj 
2. 355E+O1 1.052 +0.6276 12.0 6.0 10.0 ksl06b05 Nickel 1.0 1.060E+Ol .110 +0.7565 12.2 6.0 50.0 ksl06d07 Nickel 1.0 
2944E+Ol 1.162 +0.5332 11.1 6.0 10.0 ksl06b06 Nickel 1.0 1.178E+Ol .126 +0.7844 12.7 6.0 50.0 ksl06d08 Nickel 1.0 
3.533E+Ol 1.290 +0.4823 11.6 6.0 10.0 ksl06b07 Nickel 1.0 1.2B6E+Ol .142 +0.8059 11.8 6.0 50.0 ksl06don Nickel 1.0 
4.121E+Ol 1.359 +0.4170 10.5 6.0 10.0 ksl06b08 Nickel 1.0 1.413E+Ol .144 +0.7357 11.9 6.0 50.0 ksl06dlO Nickel 1.0 
5.947E+Ol 1.527 +0.2890 11.1 6.0 10.0 ksl06b09 Nickel 1.0 1.5:JIE+Ol .157 +0.7417 12.2 6.0 50.0 ksl06d 1 Nickel 1.0 
6.948E+01 1.6t6 +0.2521 10.2 G.O 10.0 ksl06bl0 Nickel 1.0 1. 766E+01 .198 +0.8297 12.2 6.0 50.0 ksl06d12 Nickel 1.0 
7714E+01 1.688 +0.2227 11.6 6.0 10.0 ks 106b 11 Nickel 1.0 2.355E+Ol .280 +0.8904 12.2 6.0 50.0 ksl06d13 Nickel 1.0 
9 83:~E+Ol 1.845 +0.1665 11.1 6.0 10.0 ks106b12 Nickel 1 0 2.944E+Ol 358 +09124 11.3 6.0 50.0 ks106d14 Nickel 1.0 
I 189E+02 1.978 +0.1283 10.9 6.0 10.0 ksl06b13 Nickel 1.0 a.532E+Ol .426 +0.9046 11.7 6.0 50.0 ksl06d15 Nickel 1.0 
1478E+02 2.130 +0.0903 11.6 6.0 10.0 ksl06b14 Nickel 1.0 4.121E+Ol .503 +0.9115 10.3 6.0 50.0 ksl06d16 Nickel 1.0 
2002E+02 2.t96 +0.0573 12.4 6.0 10.0 ksl06b15 NlCkel 1 0 2.001E+Ol .240 +0.9005 12.2 6.0 500 ksl06d17 Nickel 1.0 
7.066E+00 .118 +0.8849 12.1 6.0 10.0 ksl06b17 Nickel 1.0 5.592E+Ol .652 +0.8684 12.0 6.0 500 ks106d18 Nickel 1.0 
8.244E+00 .472 +0.8505 11.6 6.0 10.0 ksl06b18 NlCkel 1.0 6710E+Ol .801 +0.8903 10.2 6.0 50.0 ksl06d19 Nickel 1.0 
9.422E+00 .529 +0.8309 12.2 6.0 10.0 ksl06b19 Nickel 1.0 7.916E+Ol .930 +0.8713 11.4 6.0 50.0 ksl06d20 Nickel 1.0 
1.060E+Ol .557 +0.7658 11.6 6.0 10.0 ksl06b20 Nlckel 1.0 D.712E+Ol 1.065 +0.8040 10.2 6.0 50.0 ksl06d21 Nickel 1.0 
1.413E+Ol .749 +0.7752 11.9 6.0 10.0 ksl06b21 Nickel 1.0 1.472E+02 1.433 +0.6982 11.9 6.0 50.0 ksl06d22 Nickel 1.0 
1.767E+Ol .881 +0.7175 10.8 6.0 10.0 ks106b22 Nickel 1.0 2.007E+02 1.752 +0.6093 12.2 6.0 50.0 ksl06d23 Nickel 1.0 
2490E+02 2.888 +0.0423 12.6 6.0 10.0 ksl06b23 Nickel 1.0 2.466E+02 1.909 +0.5226 12.5 6.0 50.0 ksl06d24 Nickel 1.0 
3.025E+02 3.055 +0.0153 12.4 6.0 10.0 ksl06b24 Nickel 1.0 2.966E+02 2.286 +0.5204 13.0 6.0 50.0 ksl06d25 Nickel 1.0 
1.296E+Ol .700 +0.7933 12.4 6.0 10.0 ks106b27 Nickel 1.0 3.867E+02 2.465 +0.-'1046 14.2 6.0 50.0 ksl06d26 Nickel 1.0 
1.531E+Ol .808 +0.7679 107 6.0 10.0 ksl06b28 Nickel 1.0 4.791E+02 3.031 +0.3990 13.5 6.0 50.0 ksl06d27 Nickel 1.0 
1649E+Ol .863 +0.7614 11.2 6.0 10.0 ksl06b29 Nickel 1.0 5.684E+02 3.304 +0.3556 14.6 6.0 50.0 ksl06d28 Nickel 1.0 
1725E+02 2.453 +0.0856 10.9 6.0 10.0 ks106b30 NlCkel 1.0 6.542E+02 3.798 +0.3553 14.8 6.0 50.0 ksl06d29 Nickel 1.0 
2.002E+Ol .960 +0.6845 11.6 6.0 10.0 ks106b32 Nickel 1.0 7.831E+02 4.725 +0.3750 14.5 6.0 50.0 ksl06d30 Nickel 1.0 
2.709E+Ol 1.162 +0.5931 10.4 6.0 10.0 ks106b33 Nickel 1.0 9.832E+02 5.662 +0.3499 14.1 6.0 50.0 ksl06d31 Nickel 1.0 
9.007E+Ol 1.738 +0.1781 12.3 6.0 10.0 ksl06b34 Nickel 1.0 1.225E+0:3 6.074 +0.2791 14.2 6.0 50.0 ksl06d32 Nickel 1.0 
4.887E+Ol 1.427 +0.3501 10.4 6.0 10.0 ksl06b35 Nickel 1.0 1.488E+03 6.214 +0.2110 14.9 6.0 50.0 ksl06d33 Nickel 1.0 
5.005E+Ol .973 +0.6937 10.4 6.0 25.0 ksl06cOl Nickel 1.0 1.6.J5E+0~~ 6.407 +0.1847 14.1 6.0 50.0 ksl06d34 Nickel 1.0 
9.891E+Ol 1.402 +0.4617 11.0 6.0 25.0 ksl06c02 Nickel 1.0 1.703E+03 6.555 +0.1828 15.3 6.0 50.0 ksl06d35 Nickel 1.0 
1 195E+02 1.686 +0. :3:~31 10.8 6.0 25.0 ksl06('03 Nickel 1.0 1. 158E+02 .434 +0.6213 30.8 6.0 113.3 rsOOl 8U8316 2.0 
1.978E+02 2.067 +0.2984 11.9 6.0 25.0 ksl06('04 Nlckel 1.0 2.763E+Ol .145 +0.9249 31.4 6.0 113.3 rs004 8P8316 2.0 
2467E+02 2.391 +0.2640 11.4 6.0 25.0 ksl06c05 Nickel 1.0 3.760E+Ol .191 +0.8989 29.0 6.0 1:3.:3 rs005 8U8:316 2.0 
2.956E+02 2.601 +0.2242 11.3 6.0 25.0 ksl06c06 Nickel 1.0 5106E+Ol .261 +0.8954 31.7 6.0 113.3 rs006 8l'83 16 2.0 
3.008E+02 2.595 +0.2184 12.3 6.0 25.0 ksl06c07 Nickel 1.0 7.384E+Ol .27a +0.6124 30.8 6.0 11a.3 rs007 8U8316 2.0 
3.D45E+02 2.926 +0.1647 12.2 6.0 25.0 ksl06c08 Nickel 1.0 1.008E+02 .369 +0.6028 30.3 6.0 113.3 rs008 8U8316 2.0 
5.004E+02 3.168 +0.1181 13.0 6.0 25.0 ksl06c09 Nickel 1.0 1.702E+Ol .09:3 +0.9656 28.2 6.0 113.3 rs009 SUS316 2.0 
6.005E+02 3.356 +0.0851 13.0 6.0 25.0 ksl06clO Nickel 1.0 2.172E+Ol .122 +0.9906 30.1 6.0 113.3 rsOl0 8U8316 2.0 
5771E+Ol 1.142 +0.7113 11.6 6.0 25.0 ksl06c11 Nickel 1.0 1.449E+02 .582 +0.6775 31.8 6.0 113.3 rs013 8U8316 2.0 
6.950E+Ol 1.265 +0.6374 9.5 6.0 25.0 ksl06c12 Nickel 1.0 1.878E+02 .702 +0.6195 30.8 6.0 113.3 rs014 8U8316 2.0 
7950E+Ol 1.377 +0.5993 10.1 6.0 25.0 ksl06c13 Nickel 1.0 2.532E+02 .878 +0.5684 32.5 6.0 113.3 rs015 8U8316 2.0 
9.009E+Ol 1...35 +0.5392 10.8 6.0 25.0 ksl06c14 Nickel 1.0 3.341E+02 1.168 +0.5665 28.5 6.0 113.3 rs016 8U8316 2.0 
1.201E+02 1.605 +0.1244 10.3 6.0 25.0 ksl06cl5 Nickel 1.0 3.235E+Ol .176 +0.9595 31.2 6.0 113.3 rs017 8U8316 2.0 
1 701E+02 1.969 +0.3485 12.1 6.0 25.0 ksl06c16 Nickel 1.0 4.703E+Ol .243 +0.9039 30.3 6.0 113.3 rs018 8U8316 2.0 
3180E+02 2.788 +0.1910 12.2 6.0 25.0 ksl06c17 Nickel 1.0 11.231E+Ol .260 +0.8663 30.8 6.0 113.3 rs019 8U8316 2.0 
" 122E+Ol .865 +0.7620 10.4 6.0 25.0 ksl06c18 Nickel 1.0 1.022E+02 .180 +0.8088 29.3 6.0 113.3 rs020 8U8316 2.0 
9.422E+00 .197 +0.7623 12.0 6.0 25.0 ksl06c20 Nickel 1.0 1.627E+02 .642 +0.6597 30.2 6.0 113.3 rs023 8U8316 2.0 
1. 178E+0 1 .243 +0.7472 11.4 6.0 25.0 ksl06c21 Nickel 1.0 2.993E+02 1.016 +0.5509 30.9 6.0 113.3 rs024 8U8316 2.0 
1.-1 13E+0 1 .291 +0.7480 12.0 6.0 25.0 ksl06c22 Nickel 1.0 4.516E+02 1.514 +0.5380 30.9 6.0 113.3 rs025 SUS316 2.0 
1.766E+Ol .372 +0.7682 12.0 6.0 25.0 ksl06c23 Nickel 1.0 6.273E+02 1.999 +0.5066 29.6 6.0 113.3 rs026 SUS316 2.0 
2.:355E+Ol .525 +0.8223 11.3 6.0 25.0 ksl06c24 Nickel 1.0 5.199E+02 1.742 +0.5035 29.9 6.0 113.3 rs027 SUS316 2.0 
2.944E+Ol .655 +0.8217 12.0 6.0 25.0 ksl06c25 Nickcl 1.0 4.II0E+02 1.:355 +0.5345 32.7 6.0 113.3 rs028 SUS316 2.0 
3.533E+Ol .781 +0.8131 10.9 6.0 25.0 ksl06c26 Nickel 1.0 1.407E+02 .591 +0.7065 27.8 6.0 113.3 rs029 SUS316 2.0 
7.065E+00 .180 +0.9684 13.1 6.0 25.0 ksl06c27 Nickel 1.0 2.246E+02 .827 +0.6055 29.5 6.0 113.3 rs030 SUS316 2.0 
2.002E+Ol .428 +0.7850 12.6 6.0 25.0 k5106c28 Nickel 1.0 6.962E+02 2.11 i +0.4762 29.0 6.0 113.3 rs032 SUS316 2.0 
9.121E+OO .161 +0.6004 15.0 6.0 25.0 ks106c30 Nickcl 1.0 8.497E+02 2.H5 +0.4416 31.7 6.0 113.3 rs033 SUS316 2'.0 
8.2.12E+00 .189 +0.8551 13.8 6.0 25.0 ksl06c32 Nickel 1.0 1. 135E+03 2.504 +0.3155 32.3 6.0 113.3 rs035 SUS316 2.0 
1.060E+Ol .216 +0.7440 13.9 6.0 25.0 ksl06c33 Nickel 1.0 1.256E+03 2.519 +0.2722 30.7 6.0 113.3 rs036 SlTS316 2.0 
9.927E+02 4.418 +0.0360 137 6.0 25.0 ksl06c34 Nickel 1.0 1.544E+03 2.522 +0.1963 29.9 6.0 113.3 rs037 SUS316 2.0 
7.934E+02 3.803 +0.0532 14.8 6.0 25.0 ksl06c36 Nickel 1.0 6.356E+Ol .306 +0.8333 30.6 6.0 113.3 rs038 seS316 2.0 
1.234E+03 1.613 +0.0054 14.2 6.0 25.0 ksl06c38 Nickel 1.0 7.419E+Ol .357 +0.8:302 28.5 6.0 113.3 rs039 SL'S316 20 
6.986E+02 3.729 +0.0766 14.4 6.0 25.0 ksl06c39 Nickel 1.0 8.245E+Ol .390 +0.8138 28.7 6.0 113.~~ rs040 SUS316 2.0 
8.246E+00 .097 +0.8763 11.6 6.0 50.0 ksl06d05 Nickel 1.0 9.305E+Ol .438 +0.8063 27.5 G.O 113.3 rs041 SUS316 2.0 
9A23E+00 .101 +0.7826 11.8 6.0 50.0 ksl06d06 Nickel 1.0 1.06GE+02 .483 +0.7735 28.5 6.0 113.3 rs042 SUS316 2.0 
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1，184E+02 .528 +0.7616 29.9 6.0 113.3 rs043 SUS316 2.0 
~l503E+02 ] 410 +0.6736 29 1 6.0 113.3 rs102 SVS316 2.0 
3.369E+02 1.404 +0.7008 28.3 6.0 113.3 rs103 SUS316 2.0 
5.2.12E+Ol .280 +0 9397 29.9 6.0 113.3 rs104 Sl"S316 2.0 
1.594E+02 1.757 +0.6352 ao.o 6.0 113.3 rs106 SUS316 2.0 
6.512E+02 2.052 +0.5008 30.2 6.0 113.凡 rsl07 SUS316 2.0 
2.135E+02 1.026 +0.8334 30.8 6.0 113.3 rsl08 8US316 2.0 
1.306E+02 .700 +0.9405 28.7 6.0 13.3 rsl09 SUS316 2.0 
1203E+02 .621 +0.9059 318 6.0 113.3 rsl10 SU8316 2.0 
1.626E+02 .910 +0 9886 28.8 6.0 13.3 rsl11 S1'8316 2.0 
2.810E+02 1.222 +0.7396 29.5 6.0 113.~~ rs112 SUS316 2.0 
8.870E+02 2.059 十0.3350 30.4 6.0 113.3 rsl13 SUS316 2.0 
8.18GE+Ol .・129 +0.9176 297 6.0 113.3 rs1l6 SUS316 2.0 
1.797E+02 12.31 +0.4387 9.8 1.0 5.0 ml005s01 SUS316 0.5 
3.911E+02 19.45 +0.2726 10.1 1.0 5.0 ml005s02 SUS316 0.5 
6.012E+02 24.21 +0.1890 10.1 1.0 5.0 ml005s03 SUS316 0.5 
8. 131E+02 29.38 +0.1528 10.4 1.0 5.0 ml005s04 SUS316 0.5 
1.025E+03 31.44 +0.1061 11.2 1.0 5.0 ml005s05 SUS316 0.5 
1.234E+03 24.84 +0.0125 1.2 1.0 5.0 ml005s06 SUS316 0.5 
1.236E+03 25.15 +0.0139 10.9 1.0 5.0 ml005s08 SUS316 0.5 
9.:354E+02 22.15 +0.0446 11.5 1.0 5.0 ml005mOl SUS316 0.5 
1.701E+02 5.141 +0.4165 7.5 1.0 11.0 ml0l0s01 SUS316 0.5 
3.831E+02 8.214 +02469 7.8 1.0 11.0 ml010s02 SUS316 0.5 
5.988E+02 9.946 +0 1552 8.3 1.0 1.0 ml0l0s03 SUS316 0.5 
8.042E+02 7.084 +0.0012 8.7 1.0 1.0 ml0l0s04 SUS316 0.5 
1.0 17E+03 12.56 +0.0704 8.8 10 1.0 ml0l0s05 SUS316 0.5 
8.082E+02 7.402 +00097 9.6 1.0 11.0 ml01Os08 SUS316 0.5 
l.G71E+02 2.781 +0.5630 67 1.0 25.0 ml025s01 SUS316 0.5 
:373GE+02 5.l:30 +0.4719 7.8 1.0 25β ml025s02 SUS316 0.5 
5.802E+02 7.125 +0.3715 7.6 1.0 25.0 m1025s03 SUS316 0.5 
7.866E+02 8.088 +0.2833 7.8 1.0 25.0 ml025s04 SUS316 0.5 
9.943E+02 9.002 +0.2301 8.4 1.0 25.0 ml025s05 SUS316 0.5 
1.201E+03 9.514 +0.1803 8.6 1.0 25.0 ml025s06 SUS316 0.5 
1.409E+03 10.28 +0.1537 9.2 1.0 25.0 ml025s07 SUS316 0.5 
9.087E+02 8.360 +0.2371 8.7 1.0 25.0 ml025mOl SUS316 0.5 
1.067E+03 1 76 +0.0061 9.6 1.0 25.0 ml025m02 SUS316 0.5 
4.105E+03 16.80 +0.0153 11.1 1.0 25.0 ml025mO:3 SUS316 0.5 
3.780E+02 3.205 +0.5809 8.7 1.0 50.0 ml050s02 SUS316 0.5 
5.838E+02 4.5B5 +0.5276 9.0 1.0 50.0 ml050s03 SUS316 0.5 
7.894E+02 5.962 +0.4982 8.4 1.0 50.0 ml050s04 SUS316 0.5 
9.9G8E+02 6788 +0.4329 8.7 1.0 50.0 ml050s05 SUS316 0.5 
1.411E+0:3 6.813 +0.2602 9.2 1.0 50.0 ml050s07 SUS316 0.5 
9.087E+02 6.056 +0.4210 9.2 1.0 50.0 ml050mOl SUS316 0.5 
1.971E+03 9.534 +0.2601 9.8 1.0 50.0 ml050m02 SUS316 0.5 
4.095E+03 11.09 +0.0734 10.8 1.0 50.0 ml050m03 SUS316 0.5 
1.29.3E+02 .719 +0.8132 7.8 1.0 100.0 mll00s01 SUS316 0.5 
1.72GE+02 .966 +0.8209 8.2 1.0 100.0 mll00s02 SUS316 0.5 
2.151E+02 1.200 +0.8179 8.4 1.0 100.0 mll00s0:3 SUS316 0.5 
2.576E+02 I.JG2 +0.8275 8.] 1.0 100.0 mll00s04 SUS316 0.5 
2.993E+02 1. 7~H +0.8556 8.4 1.0 100.0 ml100s05 SUS316 0.5 
3.834E+02 2.045 +0.7740 8.2 1.0 100.0 ml100s06 SUS316 0.5 
4.672E+02 2.314 +0.7062 8.0 1.0 100.0 ml100s07 SUS316 0.5 
5.930E+02 2.808 +0.6686 8.6 1.0 100.。 mll00s08 SUS316 0.5 
， 1.436E+03 ，1.161 +0.3429 8.6 1.0 100.0 ml100s09 SUS316 0.5 
3.179E+Ol 2.869 +0.6267 7.4 2.0 5.0 m2005s01 SUS316 0.5 
4.241E+Ol 3.019 +0.4580 7.5 2.0 5.0 m2005s02 SUS316 0.5 
5.314E+Ol 3.14:3 +0.3517 7.7 2.0 5.0 m2005s03 SUS316 0.5 
7A28E+Ol 3.3:31 +0.2257 8.1 2.0 5.0 m2005s04 SUS316 0.5 
9.500E+Ol 3.571 +0.1614 8.1 2.0 5.0 ロ12005s05 SUS316 0.5 
1 159E+02 3.641 +0.1063 7.9 2.0 5.0 m2005s06 SllS316 0.5 
1.476E+02 3.898 +0.0620 7.9 2.0 5.0 ロ12005s07 SUS316 0.5 
2.009E+02 4.511 +0.0284 8.7 2.0 5.0 m2005s08 SUS316 0.5 
2.550E+02 5.348 +0.0181 10.2 2.0 5.0 m2005s09 SUS316 0.5 
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3.087E+02 5.965 +0.0041 10.5 2.0 5.0 m2005s10 SCS316 0.5 
2.290E+02 4.G25 +0.0103 9.7 2.0 5.0 m2005m01 SLS316 0.5 
4.609E+Ol l.949 +0.58-19 12.0 2.0 10.0 m2010s01 SPS316 0.5 
9.8G3E+Ol 3223 +0.4149 12.1 2.0 10.0 m2010s02 SUS316 0.5 
1511E+02 4.003 +0.3057 122 2.0 10.0 m2010s0~ StTS316 0.5 
2.036E+02 4.23 +0.2195 11.4 2.0 10.0 m201Os04 SlTS316 0.5 
2.562E+02 4.613 +0.15H 11.7 2.0 10.0 m2010s05 SUS316 0.5 
3.092E+02 4.857 +0.1134 11.7 2.0 10.0 ロ12010s06 SC8316 0.5 
3.620E+02 4.977 +0.0787 11.7 2.0 10.0 m2010s07 SUS316 0.5 
2.401E+02 4.691 +0.1824 12.3 2.0 10.0 m2010mOl SlTS316 0.5 
5.0 16E+02 5.308 +0.0237 12.3 2.0 10.0 m2010m02 SUS316 0.5 
9.573E+01 1.582 十0.5649 10.3 2.0 25.0 m2025s02 SUS316 0.5 
1.473E+02 2.229 +0.5028 10.3 2.0 25.0 m2025s03 SUS316 0.5 
1.990E+02 2.799 +0.4553 10.2 2.0 25.0 m2025s04 SUS316 0.5 
2.507E+02 3.113 +0.3823 10.2 2.0 25.0 m2025s05 SUS316 0.5 
3.025E+02 3.451 +0.3376 10.1 2.0 25.0 ロ12025s06 SUS316 0.5 
3.547E+02 3.714 +0.2962 10.2 2.0 25.0 m2025s07 SlTS316 0.5 
2.325E+02 2.784 +0.3637 10.7 2.0 25.0 m2025mOl SUS316 0.5 
4.967E+02 4.199 +0.2087 11.2 2.0 25.0 立12025m02 SUS316 0.5 
1.027E+03 5.411 +0.0691 12.0 2.0 25.0 m2025m03 SUS316 0.5 
1.557E+03 5.991 +0.0068 12.4 2.0 25.0 m2025m04 SUS316 0.5 
.1.388E+Ol . 39 +0.7159 8.8 2.0 50.0 m2050s01 SUS316 0.5 
9.639E+Ol 1.097 +0.8380 8.7 20 50.0 m2050s02 SUS316 0.5 
L!90E+02 1.579 +0.7694 9.0 2.0 50.0 m2050s03 SUS316 0.5 
2.014E+02 2.091 +07498 8.7 2.0 50.0 m2050s04 SUS316 0.5 
2.543E+02 2.495 +0.6988 8.7 2.0 50.0 m2050s05 SUS316 0.5 
3.071E+02 2.752 +0.6252 9.6 2.0 50.0 ロ12050s06 SCS316 0.5 
3.597E+02 3.119 +0.6066 9.4 2.0 50.0 m2050s07 SUS316 0.5 
2.261E+02 2.220 +0.7009 9.5 2.0 50.0 m2050mOl SUS316 0.5 
4.859E+02 3.:339 +0.4400 9.5 2.0 50.0 m2050m02 SUS316 0.5 
1.0 16E+03 5.389 +0.3041 11.1 2.0 50.0 m2050m08 SUS316 0.5 
8.445E+00 5.015 +0.8832 9.4 4.0 1.0 m4001s01 SUS316 1.0 
1. 105E+0 1 5.417 +0.7003 9.8 4.0 1.0 m4001s02 SUS316 1.0 
1.373E+Ol 5.629 +0.5583 10.0 4.0 1.0 m400]s03 SUS316 1.0 
1.634E+Ol 5.617 +0.4403 9.5 4.0 1.0 m4001s04 SUS316 1.0 
1.905E+Ol 5.765 +0.3679 9.8 4.0 1.0 m4001s05 SUS316 1.0 
2.431E+Ol 6.147 +0.2806 10.3 4.0 1.0 m4001s06 SUS316 1.0 
2.941E+Ol 6.571 +0.2275 9.8 4.0 1.0 m4001s07 SUS316 1.0 
3.736E+Ol 6.896 +0.1583 9.6 4.0 1.0 m4001s08 SUS316 1.0 
5.051E+Ol 7.818 +0.1054 9.6 4.0 1.0 m4001s09 SUS316 10 
6.364E+Ol 8.518 +0.0683 9.6 4.0 1.0 m4001s10 SUS316 1.0 
7.676E+Ol 9.132 +0.0429 10.1 4.0 1.0 m4001s11 SUS316 1.0 
8.995E+Ol 9.712 +0.0240 10.4 4.0 1.0 m4001s12 SUS316 1.0 
5.702E+Ol 7.789 +0.0740 10.0 4.0 1.0 m4001mOl SUS316 1.0 
1. 147E+Ol 1.404 +0.9183 11.0 4.0 5.0 m4005s01 SUS316 1.0 
2.466E+Ol 2.205 +0.6273 11.5 4.0 5.0 m4005s02 SUS316 1.0 
~t785E+O l 2435 +0.4043 11.2 4.0 5.0 m4005s03 SUS316 1.0 
5.095E+Ol 2.539 +0.2761 11.4 4.0 5.0 m4005s04 SUS316 1.0 
6.417E+Ol 2.680 +0.2043 11.3 4.0 5.0 m4005s05 SUS316 l.0 
7.751E+Ol 2.779 +0.1526 11.6 4.0 5.0 m4005s06 SUS316 1.0 
9.058E+Ol 2.879 +0.1165 11.6 4.0 5.0 m4005s07 SUS316 1.0 
5.955E+Ol 2.570 +0.2175 11.7 4.0 5.0 m4005mOl SUS316 1.0 
1.244E+02 3.132 +0.0582 11.7 4.0 5.0 m4005m02 SLJS316 1.0 
1.100E+Ol .572 +0.7531 9.8 4.0 10.0 m4010s01 SUS316 1.0 
2.426E+Ol 1.217 +0.7210 9.9 4.0 10.0 m4010s02 SUS316 1.0 
3.747E+Ol 1.579 +0.5786 9.9 4.0 10.0 m4010s03 SUS316 1.0 
5.065E+01 1.7i4 +0.4528 10.1 4.0 10.0 m4010s04 SUS316 1.0 
6.392E+Ol l.976 +0.3810 10.6 4.0 10.0 m4010s05 SUSJ16 1.0 
7.722E+Ol 2.106 +0.3174 11.1 4.0 10.0 m4010s06 SUS316 1.0 
9.053E+Ol 2.226 +0.2704 11.5 4.0 10.0 m4010s07 SUS316 1.0 
5.967E+Ol 1.823 +0.3771 12.0 4.0 10.0 m4010mOl SUS316 1.0 
L250E+02 2.355 +0.1694 1.9 4.0 10.0 m4010m02 SUS316 1.0 






Masatoshl Kureta， Doctor TJ切SIS，
Dept. Nucl Engng.， Kyoto Uruv. (1997) 
Masatoslu Kure凶，Doc(or Thesis， 
Dept Nucl. Engng.， Kyoto Umv. (1997) 
G CIF Xl-，l m Tm D LID RunNo Mate- Thickness 
lkg/m二品l IMW/m2J ICl lnunl 1- rial Imml 
3.855E+02 3.734 +0.0069 1.8 4.0 10.0 m4010m04 SUS316 1.0 
1 129E+Ol .176 +0.5243 11.7 4.0 25.0 m4025s02 SUS316 1.0 
2.;3G5E+Ol .399 +0.5787 9.5 4.0 25.0 m4025s03 SUS316 1.0 
3.661E+Ol .692 +0.6688 9.5 4.0 25.0 m4025s04 SUS31G 1.0 
4.958E+Ol 964 +0.6922 9.3 4.0 25.0 m4025s05 SUS316 1.0 
6.257E+Ol 1.]42 +0.6398 9.6 4.0 25.0 m4025s06 SUS316 1.0 
7.574E+Ol 1.291 +0.5871 9.9 4.0 25.0 m4025s07 SUS316 1.0 
8.877E+Ol 1.468 +0.5661 10.8 4.0 25.0 m4025s08 SUS316 1.0 
B.886E+Ol 1.417 +0.5546 10.7 4.0 25.0 m4025s09 SUS316 1.0 
5905E+Ol 899 +0.5088 11.5 4.0 25.0 m4025mOl SUS316 1.0 
1.252E+02 1.728 +0.4457 11.1 4.0 25.0 m4025m02 SUS316 1.0 
2.578E十02 2.461 +0.2594 12.4 4.0 25.0 m4025m03 SUS316 1.0 
3898E+02 3.042 +0.1819 12.3 4.0 25.0 m4025m04 SUS316 1.0 
5213E+02 3.405 +0.1262 12.6 4.0 25.0 m4025m05 SUS316 1.0 
5.8sIE+02 3.523 +0.1023 12.2 4.0 25.0 m4025m06 SUS316 1.0 
6.626日+02 3.522 +0.0704 11.6 4.0 25.0 m4025101 SUS316 1.0 
1.05.1E+Ol .104 +0.7011 7.4 4.0 50.0 m4050s02 SUS316 1.0 
2.351E+Ol .216 +0.6420 8.0 4.0 50.0 m4050s03 SUS316 1.0 
3.6aOE+Ol .359 +0.7056 8.5 4.0 50.0 m4050s04 SUS316 1.0 
4.9:30E+Ol .565 +0.8442 8.2 4.0 50.0 m-l050s05 SlIS316 1.0 
6.214E+Ol .737 +0.8798 8.1 4.0 50.0 m4050s06 SUS316 1.0 
1 7510E+Ol .879 +0.8655 7.9 4.0 50.0 m4050s07 SUS316 1.0 
I 8.831E+Ol 1.002 +0.8354 9.0 ，1.0 50.0 m4050s08 SUS316 1.0 
6.199E+Ol .736 +0.8814 8.3 4.0 50.0 m4050s10 SUS316 1.0 
5.502E+Ol .584 +0.7683 7.8 4.0 50.0 m4050mOl SUS316 1.0 
1.215E+02 1.282 +0.7646 8.9 4.0 50.0 m4050m02 SUS316 1.0 
2.550E+02 2.065 +0.5495 10.1 4.0 50.0 m4050m03 SUS316 1.0 
3.873E+02 2.682 +0.4473 11.0 4.0 50.0 m4050m04 SUS316 1.0 
5.200E+02 2.863 +0.3227 11.5 4.0 50.0 m4050m05 SUS316 1.0 
5.855E+02 3.004 +0.2907 12.2 4.0 50.0 m4050mOG SUS316 1.0 
6.627E+02 3.208 +0.2637 11.5 4.0 50.0 m4050101 SUS316 1.0 
1.325E+03 4.918 +0.1655 12.5 4.0 50.0 m4050102 SUS316 1.0 
1.987E+03 5.947 +0.1044 13.9 4.0 50.0 m4050103 SUS316 1.0 
2.650E+03 6.608 +0.0575 12.5 4.0 50.0 m4050104 SUS:316 1.0 
3.~lI2E+03 7.310 +0.0342 13.6 4.0 50.0 m4050105 SUS316 1.0 
3. 975E+0:~ 7.:321 +0.0007 13.0 4.0 50.0 m4050106 SUS31G 1.0 
: ~ . 974E+03 7.359 +0.0027 13.6 4.0 50.0 m4050107 SUS316 1.0 
7.2:38E+00 .883 +0.9110 9.3 6.0 5.0 m6005s02 SUS31G 1.0 
1.073E+Ol 1.125 +0.7609 10.1 6.0 5.0 m6005s03 SlTS316 1.0 
1.:305E+Ol 1.223 +0.6625 9.9 6.0 5.0 m6005s04 SUS316 1.0 
1.656E+Ol 1.:352 +0.5544 9.3 6.0 5.0 m6005s05 Sl.1S316 1.0 
2.240E+Ol 1.160 +0.4091 9.8 6.0 5.0 m6005s06 SUS316 1.0 
2.832E+Ol 1.552 +0.3177 10.2 6.0 5.0 m6005s07 SUS316 1.0 
:1421E+Ol 1.657 +0.2617 10.3 6.0 5.0 m6005s08 8US316 1.0 
1012E+Ol 1.7-12 +0.2182 10.8 6.0 5.0 m6005s09 8US316 1.0 
2GI5E+Ol 1.534 +0.3542 11.2 6.0 5.0 m6005mOl 8US316 1.0 
5.536E+Ol 1.859 +0.1330 11.9 6.0 5.0 m6005m02 SUS316 1.0 
8.478E+Ol 2.123 +0.0581 12.3 6.0 5.0 m6005m03 8U8316 1.0 
1.143E+02 2.380 +0.0216 12.8 6.0 5.0 m6005m04 SU8316 1.0 
1. 436E+02 2.761 +0.0088 13.5 6.0 5.0 m6005m05 8U8316 1.0 
5.331E+00 .338 +0.9602 12.5 6.0 10.0 m6010s01 8US316 1.0 
1.115E+Ol .635 +0.8466 13.0 6.0 10.0 m6010s02 SUS316 1.0 
1 G99E+Ol .863 +0.7374 12.6 6.0 10.0 mGOI0s03 SU8316 1.0 
2.283E+Ol .987 +O.fj034 13.0 6.0 10.0 m6010s04 SUS31G 1.0 
2.870E+Ol 1.10-1 +0.5184 12.6 6.0 10.0 m6010s05 SU8316 1.0 
:3A52E+Ol l.166 +0.4367 13.4 6.0 10.0 m6010s06 SU8316 1.0 
.1.03GE+Ol 1.232 +0.3772 12.4 6.0 10.0 m6010s07 SUS316 1.0 
2.684E+OI .999 +0.4963 12.5 6.0 10.0 m6010mOl SUS316 1.0 
5.598E+Ol 1402 +0.2814 13.0 6.0 10.0 m6010m02 SUS316 1.0 
1.1 ilE+02 1.724 十也.1051 12.9 6.0 10.0 m6010m03 SUS316 1.0 
1.721E+02 2.102 +0.0533 12.7 6.0 10.0 m6010m04 SU8316 1.0 
2.30GE+02 2.373 +0.0189 12.5 6.0 10.0 m6010m05 SUS316 1.0 
2.588E+02 2.533 +0.0100 12.5 6.0 10.0 m6010m06 SUS316 1.0 
G CHF 
XI-聞l 
Tm D νD Run No. Mate- Thickness 
[k g/m~s] [MW/m之] [c] [mmJ [-J ria1 Imml 
1.028E+Ol .180 +0.6008 7.2 6.0 25.0 m6025s03 SUS316 1.0 
1.596E+01 310 +0.6871 7.3 6.0 25.0 m6025s04 SUS316 1.0 
2.174E+Ol .440 +0.7239 7.5 6.0 25.0 m6025s05 SUS316 1.0 
2.746E+Ol .519 +0.6631 7.0 6.0 25.0 m6025s06 Sl'S316 1.0 
3.317E+Ol .595 +0.6233 8.1 6.0 25.0 m6025s07 SUS316 1.0 
3.894E+Ol .671 +0.5909 76 6.0 25.0 m6025s08 SU8316 1.0 
2.451E+Ol 142 +0.6276 8.3 6.0 25.0 m6025mOl SU8316 1.0 
5.425E+Ol .908 +05707 8.7 6.0 25.0 m6025m02 SUS316 1.0 
8.365E+Ol 1.205 +0.1702 10.1 6.0 25.0 m6025m03 8U8316 1.0 
1. 134E+02 1.402 +0.3796 9.9 6.0 25.0 m6025m04 SUS316 1.0 
1.721E+02 1.931 +0.3307 10.9 6.0 25.0 m6025m05 SUS316 1.0 
2.313E+02 1.932 +0.2055 11.9 6.0 25.0 m6025mOB SUS316 1.0 
2.602E+02 2.150 +0.2011 11.7 6.0 25.0 m6025m07 SU8316 1.0 
1.727E+02 1.607 +0.2480 12.0 6.0 25.0 m6025m08 SU8316 1.0 
2.311E+02 2.010 +0.2202 11.6 6.0 25.0 m6025m09 SlJS31G 1.0 
2.945E+02 2222 +0.1692 11.6 6.0 25.0 m6025101 SlTS316 1.0 
5.889E+02 2.867 +0.0536 13.2 6.0 25.0 m6025102 8US316 10 
1.059E+Ol .111 +0.7599 8.5 6.0 50.0 m6050s22 8US316 1.0 
1.647E+Ol .184 +0.8195 9.0 6.0 50.0 m6050s23 8U8316 1.0 
2.238E+Ol .252 +0.8267 9.2 6.0 50.0 m6050s24 8U8316 1.0 
2.828E+Ol .328 +0.8590 9.7 6.0 50.0 m6050s25 8U8316 1.0 
3.419E+Ol .403 +0.8761 9.8 6.0 50.0 m6050s26 8U8316 1.0 
4008E+Ol .474 +0.8801 10.6 6.0 50.0 m6050s27 8U8316 1.0 
2.582E+Ol .280 +0.7948 10.6 6.0 50.0 m6050m21 8U8316 1.0 
5.517E+Ol .646 +0 8724 11.3 6.0 50.0 m6050m22 8U8316 1.0 
1.13tE+02 1 134 +0.7220 12.2 6.0 50.0 m6050m23 8U8316 1.0 
1724E+02 1.489 +0.602.3 12.9 6.0 50.0 m6050m24 8U8316 1.0 
2.302E+02 1.824 +0.5398 12.9 6.0 50.0 m6050m25 8U8316 1.0 
2.595E+02 1.977 +0.5117 12.5 6.0 50.0 m6050m26 SU8316 1.0 
8.557E+Ol .954 +0.8269 13.6 6.0 50.0 m6050m27 8U8316 1.0 
1.432E+02 1.336 +0.6641 13.0 6.0 50.0 m6050m28 8U8316 1.0 
2.934E+02 2.124 +0.4786 12.7 6.0 50.0 m6050121 8U8316 1.0 
5.836E+02 2.992 +0.2935 13.9 6.0 50.0 m6050122 8lT8316 1.0 
8.753E+02 3.954 +0.2422 15.4 6.0 50.0 m6050123 808316 1.0 
1. 173E+03 4.581 +0.1899 16.3 6.0 50.0 m6050124 8U8316 1.0 
4.085E+02 2.67l +0.4163 12.7 6.0 50.0 m6050125 8U8316 1.0 







Table 2.8 GrouD B-3 r Xexく 01
Masatoshl Kureta， Doctor Thesis， Masatoshi Kureta‘Doctol' TheSlS 
Dept. 1、Jud Engng. Kyoto Univ (1997) Dept. Nucl Engng.， Kyoto Umv (1997) 
G CHF 
XI-四] Tican I
D LID RunNo Mate- Thlckness 
血KLm~~ lM_W/m~J [mm1 [-1 rial lmmJ 
1.79，'E+03 16.01 .0.0597 25.7 6.0 ち.0 k600500，1 SPS316 1.0 
1. 785E+03 15.02 -0.0510 32.8 6.0 5.0 k6005005 SUS316 1.0 
1783E+03 1.1.62 -0.0421 38.6 6.0 5.0 k6005006 SUS316 1.0 
1.783E+0:l 12.57 -0.0444 42.8 6.0 5.0 k6005007 SUS316 1.0 
1.784E+03 11.01 -0.0485 44.8 6.0 5.0 k6005008 SUS316 1.0 
1.802E+03 11.58 .0.0359 50.3 6.0 5.0 k6005009 SUS316 1.0 
1.802E+03 8.604 -0.0438 53.9 6.0 5.0 k6005011 SUS316 1.0 
1.801E+03 8.068 -0.0352 59.9 6目。 5.0 k6005012 SUS316 1.0 
1.807E+03 7.350 -0.0288 65.3 6.0 5.0 k6005013 SUS316 1.0 
180:lE+03 7.092 .0.0214 69.9 6.0 5.0 k6005014 SUS316 1.0 
1.805E+O.3 6.524 .0.0149 749 6.0 5.0 k6005015 SUS316 10 
1.012E+03 14..t:~ -0.0408 10，5 ・ワ..・ワd 5.0 kslOdhOl Nickel 0.5 
2.006E+0:l 21.25 -0.0729 10.7 2.2 5.0 ksl0dh02 Nickel 0.5 
7.966E+02 }.1.07 -0.0099 10.9 2.2 5.0 ksl0glOEi Nickel 0.5 
1312E+04 61.28 -0.1200 13.6 2.2 5.0 !<slQghO.1 Nickel 0.5 
4.9D2E+03 38.12 -0.0911 13.4 2.2 5.0 ksl0gh04 Nickel 0.5 
8.0ME+03 50.31 0ー1055 13.9 2.2 5.0 kslOgh05 Nickel 0.5 
1.007E+0，1 62.80 -0 1048 14.3 2.2 5.0 ksl0gh06 Nickel 0.5 
3.013E+03 33.09 -00652 13.0 2.2 5.0 ksl0gh07 Nickel 0.5 
1.493E+03 24.13 -0.0208 12.2 2.2 5.0 kslOgh08 Nickel 0.5 
1.007E+03 17.15 -0.0150 11.2 2.2 5.0 ksl0gh09 Nickel 0.5 
2.023E+03 13.09 .0.0495 12.1 2.2 10.0 ksl0ch02 Nickel 0.5 
7.061E+03 2271 .0.1085 11.4 2. 10.0 kslOch04 Nickel 0.5 
1.0 17E+O1 33.13 .0.1053 12.7 2.2 10.0 ksl0ch05 Nickel 0.5 
1.331E+04 44.12 -0.1010 14.5 2.2 10.0 ksl0ch06 Nickel 0.5 
1.476E+03 10.56 .0.0382 11.7 2. 10.0 ksl0ch07 Nickel 0.5 
2.996E+03 21.09 .0.0408 11.4 2.2 10.0 ksl0ch08 Nickel 0.5 
5.024E+0:3 27.19 .0.0688 11.8 2.2 10.0 ksl0ch09 NlCkel 0.5 
8.007E+03 34.06 -0.088.1 12.3 2. 10.0 ksl0chl0 Nickel 0.5 
9.053E+03 35.10 -0.0929 13.5 2.2 10.0 kslOchll Nickel 0.5 
1.108E+04 38.22 -0.1014 13.0 2. 10.0 kslOch12 Nickel 0.5 
1.210E+04 40.14 -0.1026 13.6 2.2 10.0 ksl0ch13 Nickel 0.5 
6.018E+03 27.33 -0.0830 12.5 2.2 10.0 ksl0ch14 Nickel 0.5 
4.917E+03 8.239 .0.0089 13.5 2. 51.4 ksl0eh21 Nickel 0.5 
5.983E+03 8.763 .0.0311 1l.9 2.2 51.4 ksl0eh22 Nickel 0.5 
7.l56E+03 10.41 -0.0306 12.7 2. 51.4 ksl0eh23 Nickel 0.5 
1.328E+04 13.57 .0.0649 15.4 2.2 51.4 ksl0eh2.1 Nickel 0.5 
2.980E+02 4.567 -0.0286 12.0 4.0 5.0 ksl04a06 Nickel 0.25 
4.000E+02 5.548 -0.0422 11.6 40 5.0 ksl04a07 Nickel 0.25 
9.935E+02 3.002 -0.0272 13.8 4.0 25.0 ksl04c03 Nickel 0.25 
2.001E+03 5.279 -0.0450 13.3 4.0 25.0 ksl04c04 Nickel 0.25 
1.990E+02 3.714 .0.0011 10.9 6.0 5.0 ksl06a03 Nickel 1.0 
4.022E+02 5.595 -0.0409 12.1 6.0 5.0 ksl06a04 Nickel 1.0 
3.985E+02 3.460 -0.0077 13.5 6.0 10.0 ksl06b25 Nickel 1.0 
4.985E+02 4.046 .0.0168 14.0 6.0 10.0 ksl06b36 Nickel 1.0 
1.962E+03 6.397 .0.0130 15.7 6.0 25.0 ks106c35 Nickel 1.0 
1.494E+03 5.222 -0.0041 14.9 6.0 25.0 ks106c37 Nickel 1.0 
l.445E+03 25.05 .0.0131 10.7 1.0 5.0 ml005s07 8U8316 O.巧
1.975E+03 32.99 -0.0173 11.5 10 5.0 ml005m02 8U8316 0.5 
4.058E+03 46.09 .0.0645 11.6 1.0 5.0 ml005m03 8U8316 0.5 
6.155E+0;3 62.73 .0.0737 12.2 1.0 5.0 ml005m04 8U8316 0.5 
8.273E+03 92.83 -0.0638 12.6 1.0 5.0 ml005m05 8U8316 0.5 
1.913E+04 158.1 .0.0777 19.2 1.0 5.0 ml005101 SU8316 0，5 
1.228E+03 9.884 -0.0125 9.3 l.0 11.0 ml0l0s06 8U8316 0.5 
1.438E+03 10.11 -0.0322 9.4 1.0 11.0 mlOl0s07 SUS316 0.5 
1.233E+03 9.046 .0.0247 10.2 1.0 11.0 ml010s09 SUS316 0.5 
8.892E+02 7.323 -0.0100 8.7 1.0 11.0 ml01OmOl SUS316 0.5 
1.943E+03 10.72 -0.0609 9.8 1.0 1.0 ml010m02 SlTS316 0.5 
4.075E+03 19.0:3 .0.0739 11.7 1.0 11.0 mlOl0m03 SUS316 0.5 
6. 179E+0:3 28.89 -0.0723 12.5 1.0 11.0 ml010m04 8US316 0.5 
6.222E+03 22.16 -0.0071 11.7 1.0 25.0 m1025m04 SUS316 0.5 
8.337E+03 27.01 .0.0210 11.9 1.0 25.0 m1025m05 SUS316 0.5 
3.620E+02 5.903 -0.0221 10.8 2.0 5.0 m2005s11 SUS316 0.5 
G CHF X . 誕 Tin D LID Run No. Mate- Thickness 
lkg/m2sJ IMW/m~1 l-J [('1 l!gll 上l riol ImmJ 
3.004E+02 4.659 -0.0204 15.5 6.0 5.0 k6005iOl SUS316 1.0 
2.991E+02 4.940 -0.0026 20.3 6.0 5.0 k6005i02 SUS316 1.0 
4.996E+02 6283 .0.0412 183 6.0 5.0 k600町01 SUS316 1.0 
5.002E+02 6.299 -0.0382 19.8 6.0 5.0 k600町02 SUS316 1.0 
5.001E+02 6.213 -0.0399 19.7 6.0 5.0 k6005j03 SUS316 1.0 
4990E+02 6.078 -0.0338 24.1 6.0 5.0 k6005j04 SUS316 1.0 
5002E+02 6.007 -0.0329 25.4 6.0 5.0 k6005j05 SUS316 1.0 
4993E+02 5826 -0.0259 30.8 6.0 5.0 k6005j06 SUS316 1.0 
5.004E+02 G 00ち -0.0227 309 6.0 5.0 kG005j07 SUS316 1.0 
.995E+02 5713 -0.0191 35.5 6.0 5.0 k6005j08 Sl'S316 1.0 
<1988E+02 5572 -0.0105 41.4 6.0 5.0 k600町09 SUS316 1.0 
5.006E+02 5.30G -0.0086 45.1 6.0 50 k6005j 10 Sl'S316 1.0 
5.999E+02 7.346 -0.0452 17.7 6.0 5.0 k6005kOl StTS316 1.0 
5.99GE+02 7.180 -0.0422 20.6 6.0 5.0 k6005k02 SUS31G 1.0 
5.978E+02 7.007 -0.0351 25.6 6.0 5.0 k6005k03 SUS~H6 1.0 
5.991E+02 6.551 -0.0326 30.7 6.0 5.0 k6005k04 SUS316 1.0 
5.975E+02 G.5.l5 .0.0230 35.7 6.0 5.0 k6005k05 SUS316 1.0 
6.003E+02 6.321 -0.0186 40.1 6.0 5.0 k6005k06 SUS316 1.0 
5.986E+02 6.136 -0.0110 45.5 6.0 5.0 k6005k07 SUS316 1.0 
6.003E+02 5.644 -0.0097 50.2 6.0 5.0 k6005k08 SUS316 1.0 
8.007E+02 9.381 -0.0477 18.9 6.0 5.0 k6005101 SUS316 1.0 
8.024E+02 9A55 -0.0471 18.9 6.0 5.0 k6005102 SUS316 1.0 
8.003E+02 9.050 -0.0397 25.1 6.0 5.0 k6005103 Sl"S316 1.0 
8.025E+02 8.503 .0.0365 30.2 6.0 5.0 k6005104 SUS316 l.0 
8.021E+02 8.526 -0.0:351 30.8 6.0 5.0 k6005105 SUS316 1.0 
8.011E+02 8.029 -0.0326 35.0 6.0 5.0 k6005106 SUS316 1.0 
7.988E+02 7.389 -0.0301 40.0 6.0 5.0 k6005107 SUS316 1.0 
7.977E+02 7.362 .0.0200 45.5 6.0 5.0 k6005108 SUS316 1.0 
7.D88E+02 7.551 -0.0096 50.0 6.0 5.0 k6005109 SUS316 1.0 
7.993E+02 7.444 .0.0025 54.5 6.0 5.0 k6005110 SUS316 10 
1.00 1 :r~+03 1l.52 -0.0493 19.2 6.0 5.0 k6005mOl SUS316 1.0 
1.002E+03 10n -0.053.t 20.6 6.0 5.0 k6005m02 SU8316 l.0 
1.001E+O~~ 10.33 -0.0477 25.5 6.0 5.0 k6005m03 SUS316 1.0 
1 00IE+0~~ 9.556 .0.0.16:3 29.9 6.0 5.0 k6005m04 SU8316 1.0 
1.001E+03 9.250 .0.0392 35.2 6.0 5.0 k6005m05 SU8316 1.0 
9.991E+02 8.644 -0.0358 39.8 6.0 5.0 k6005m06 SU8316 1.0 
1.000E+03 7.03] .0.0414 44.5 6.0 5.0 k6005m07 SU8316 1.0 
1.001E+03 7.854 -0.0241 49.9 6.0 5.0 k6005m08 SUS316 1.0 
1.003E+03 6.750 -0.0237 551 6.0 5.0 k6005m09 SUS316 1.0 
1 .000E+0:~ 5.974 .0.0218 60.0 6.0 5.0 k6005ml0 SUS316 1.0 
9.991E+02 5672 .0.0162 64.4 6.0 5.0 k6005ml1 SUS316 1.0 
l.000E+03 5.617 -0.0063 70.0 6.0 5.0 k6005m12 SUS316 1.0 
1 .502E+O~~ 14.70 .0.0621 20.3 6.0 5.0 k6005n02 SUS316 1.0 
1.502E+03 14.0.1 .0.0556 25.9 6.0 5.0 k6005n03 SUS316 l.0 
1.508E+03 12.52 -0.0592 28.9 6.0 5.0 k6005n04 SU8316 1.0 
1.503E+03 11.91 -0.0518 34.7 6.0 5.0 k6005n05 SUS316 1.0 
1.502E+03 11.06 -0.0573 34.4 6.0 5.0 k6005n06 SUS316 1.0 
1.503E+03 10.27 .0.0502 40.7 6.0 5.0 k6005n07 SUS316 1.0 
1.500E+03 10.1 -0.0，129 4.4.1 6.0 5.0 k6005n08 SUS316 1.0 
1.501E+03 9.899 -0.0:370 48.9 60 5.0 k6005n09 SUS316 1.0 
1.・199E+03 9.303 .0.0279 55.0 6.0 5.0 k6005nl0 SUS316 1.0 
1.50.tE+03 9.656 -0.0191 59.3 6.0 5.0 k6005nll SUS316 1.0 
1.199E+03 9 G tG -00110 63.6 6.0 5.0 k6005n12 SPS316 1.0 
1.500E+03 8.577 -00054 70.0 6.0 5.0 k6005n14 seS316 1.0 
1.498E+0:3 7.084 .0.0044 75.2 6.0 5.0 kG005n15 SUS:HG 1.0 
1.708E+03 16.56 -0.0775 14.8 60 5.0 k6005001 Sl S316 1.0 
1.799E+03 17.an -0.0752 13.9 6.0 5.0 k6005002 SllS316 1.0 
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G CUF Xex TIC1n l D Lの Run No. Mate- Thickness [kg/m2sJ LMW/m~ 1 [-J [mm] [-J rial [mm] 
。 。HF X開 Tm D υD RunNo Mate- Thickness 
lkg/m2s] [MW/m:.!] [-] [C] [mrnJ 1・l rial i型主l
4.892E+02 6.1:37 -0.0570 10.0 2.0 5.0 m2005m02 SUS316 0.5 1.754E+03 12.39 -0.0951 15.6 6.0 5.0 m6005108 SUS316 10 
7.534E+02 6.796 -0.0871 10.6 2.0 5.0 m2005m03 SUS316 0.5 2.933E+02 2.563 -0.0090 12.3 6.0 10.0 m6010101 SUS316 1.0 
1.0 17E+03 8.457 -0.0922 11.2 2.0 5.0 m2005m04 SUS316 0.5 5.815E+02 4.304 -0.0319 12.7 6.0 10.0 m6010102 SUS316 1.0 
1.283E+03 9.710 -0.0975 11.9 2.0 5.0 m2005m05 SUS316 0.5 8.716E+02 5.604 -0.0480 13.3 6.0 10.0 m6010103 SUS316 1.0 
1.545E+03 10.59 -0.1033 12.2 2.0 5.0 m2005m06 SUS316 0.5 1. 159E+03 6.702 -0.0604 12.8 6.0 10.0 m6010104 SUS316 1.0 
2.065E+03 11.72 -0.1007 12.3 2.0 5.0 m2005m07 SUS316 0.5 8.833E+02 3.129 -0.0052 13.2 6.0 25.0 m6025103 SUS316 1.0 
1.565E+04 38.67 -0.1395 13.6 2.0 5.0 m2005101 SUS316 0.5 1. 178E+03 3.608 -0.0243 14.3 6.0 25.0 mG025104 SUS316 1.0 
1.025E+03 7.525 -0.0331 12.6 2.0 10.0 ロ12010m03 SUS316 0.5 1.472E+03 4.051 -0.0395 13.6 60 25.0 m6025105 SUS316 1.0 
1弓52E+03 9.298 -0.0563 13.0 2.0 100 ロ12010m04 Sl'S316 0.5 1.766E+03 4.541 -0.0475 13.6 6.0 25.0 m6025106 SUS316 1.0 
207:3E+0:3 1.27 -0.0664 12.9 2.0 100 ロ12010m05 SUS316 0.5 1. 178E+03 3.600 -0.0275 12.8 6.0 25.0 m6025107 SUS316 1.0 
2341E+03 11.91 -0.0720 13.2 2.0 10.0 m201Om06 Sl'S316 0.5 
2 G41E+0.3 13.14 -0.0739 13.2 2.0 10.0 m2010l01 SLTS316 0.5 
5229E+03 19.36 -0.0989 11.9 2.0 10.0 m2010102 SCS316 0.5 
7.827E+03 23.26 -0.1114 12.2 2.0 10.0 m2010103 SUS316 0.5 
1.047E+04 26.70 -0.1162 13.6 2.0 10.0 m2010104 SUS316 0.5 
2.085E+03 6.919 -0.0170 12.2 2.0 25.0 m2025m05 SUS316 0.5 
2.353E+03 7.392 -0.0237 12.8 2.0 25.0 m2025m06 SUS316 0.5 
2.650E+03 8.010 -0.0282 13.2 2.0 25.0 m2025101 SUS316 0.5 
5.299E+03 13.28 -0.0502 13.7 2.0 25.0 m2025102 SUS316 0.5 
1.222E+02 10.47 -0.0166 9.8 4.0 1.0 m4001m02 SUS316 1.0 
1 481E+02 10.97 -0.0359 10.5 4.0 1.0 m4001m03 SUS316 1.0 
1.877E+02 11.98 -0.0540 10.5 4.0 1.0 m4001m04 SUS316 1.0 
2.541E+02 13.95 -0.0684 11.3 4.0 1.0 m4001m05 SUS316 1.0 
3.221E+02 15.51 -0.0775 12.8 4.0 1.0 m4001m06 SUS316 1.0 
3.855E+02 16.39 -0.0889 12.1 4.0 1.0 m4001m07 SUS316 1.0 
4.493E+02 17.49 -0.0960 11.7 4.0 1.0 m4001m08 SUS316 1.0 
5. 150E+02 17.75 -0.1035 11.9 4.0 1.0 m4001m09 SUS316 1.0 
5.818E+02 18.31 -0.1076 12.5 4.0 1.0 m4001ml0 SUS316 1.0 
6‘595E+02 21.46 -0.1065 12.1 4.0 1.0 m4001101 SUS316 1.0 
9. 188E+02 24.64 -0.1161 12.4 4.0 l.0 m4001l02 SUS316 1.0 
1.305E+03 25.96 -0.1293 11.9 4.0 1.0 m4001103 SlJS316 1.0 
3.891E+0:3 38.80 -0.1473 11.7 4.0 1.0 m4001104 SUS316 1.0 
2.611E+03 35.69 -0.1366 13.9 4.0 1.0 m4001105 SUS316 1.0 
2.554E+02 4.:314 -0.0149 11.9 4.0 5.0 m4005m03 SUS316 1.0 
3.864E+02 5.634 -0.0354 11.9 4.0 5.0 m4005m04 SUS316 1.0 
5. 184E+02 6.885 -0.0454 12.7 4.0 5.0 m4005m05 SUS316 1.0 
5.821E+02 7.371 -0.0514 12.4 4.0 5.0 m4005m06 SUS316 1.0 
6.GOOE+02 7.925 -0.0569 12.6 4.0 5.0 m4005101 SUS316 1.0 
1.309E+03 11.84 -0.0820 13.2 4.0 5.0 m4005102 SUS316 1.0 
1.958E+03 14.18 -0.0982 13.1 4.0 5.0 m4005103 SUS316 1.0 
3.912E+03 22.40 -0.1107 13.6 4.0 5.0 m4005106 SUS316 1.0 
5.171E+02 4.117 -0.0214 13.0 4.0 10.0 m4010m05 SUS316 1.0 
5.818E+02 4.450 -0.0279 12.5 4.0 10.0 m4010m06 SUS316 1.0 
6.600E+02 4.724 -0.0351 13.3 4.0 10.0 m4010101 SUS316 1.0 
1.307E+03 7.518 -0.0610 12.8 4.0 10.0 m4010102 SUS316 1.0 
1.951E+03 10.29 -0.0712 11.8 4.0 10.0 m4010103 SUS316 1.0 
3.914E+03 16.06 -0.0894 13.2 4.0 10.0 m4010106 SUS316 1.0 
1.325E+03 4.118 -0.0243 13.3 4.0 25.0 m4025102 SUS316 1.0 
1.987E+03 5.212 -0.0441 14.2 4.0 25.0 m402510δ SUS31G 1.0 
2.649E+03 6.269 -0.0536 15.2 4.0 25.0 m4025104 SUS316 1.0 
3.::111E+03 7.293 -0.0604 15.4 4.0 25.0 m4025105 SUS316 1.0 
3.973E+oa 8.360 -0.0644 15.6 4.0 25.0 m4025106 SUS316 1.0 
a.312E+0:3 7.318 -0.0626 14.1 4.0 25.0 m4025107 SUS316 1.0 
1.701E+02 2.985 -0.0113 10.7 6.0 5.0 m6005m06 SUS316 1.0 
2.293E+02 :3.661 -0.0231 11.9 6.0 5.0 m6005m07 SUS316 1.0 
2.590E+02 3.980 -0.0276 12.3 6.0 5.0 m6005m08 SlIS316 1.0 
2.934E+02 4.459 -0.0284 12.7 6.0 5.0 m6005101 SlTS316 1.0 
1.092E+02 5.663 -0.0389 13.5 6.0 5.0 m6005102 SUS316 1.0 
5.837E+02 7.032 -0.0535 14.2 6.0 5.0 m6005103 SUS316 1.0 
6.998E+02 7.848 -0.0605 14.4 6.0 5.0 m6005104 SUS316 1.0 
8.7s6E+02 8.703 -0.0702 15.3 6.0 5.0 m6005105 SUS316 1.0 
1. 173E+03 9.907 -0.0810 16.6 6.0 5.0 m6005106 SUS316 1.0 
1.466E+03 1123 -0.0872 17.0 6.0 
L 5.0 m6005107 SUS316 1.0 
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Appendix B 
COMPARISON BETWEEN PRESENT DA T A AND 
THE EXISTING CORRELATIONS AND MODELS 
INTRODUCTION 
The experimental data were compared with several existing correlations and models and their 
applicability was examined. Some of them presented good agreement with the present data in a limited 
ranges.ln血isappel1dix， applicability to small-di佃 letertubes was listed up. 
APPLICABILITY OF THE EXISTING CORRELATIONS AND 
MODELS TO SMALL-DIAMETER TUBES 
Star， *， means出eapplicabili砂.Five * mean a very good agreement with出epresent data. 
PRESSURE DROP 
(1・1)Ll PFMartinelli-Nelson， Ll Pa=Homogeneous Flow Model 
女女:Overestimate the Ll P 
(1-2) Ll PFMartinelli-Nelson， Ll Pa=Separated Flow Model(α=Smith) 
ヲt{*ヲ貨安安
(1・3)Akagawa correlation 
ヲ貨安安食:Overestimate the Ll P 
HEAT TRANSFER 
(2・1)Nu=4.0 (TRAC・PF1，TRAC・BF1)
女女:Overestimate the wall temperature 
(2・2)Nu=4.36 (RELAP5瓜10D2)
女女:Overestimate the wall temperature 
(2-3) Collier correlation 
*女女:Underestimate the wall temperature 
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(2・4)Dittus・Boeltercorrelation 
ヲ貨安安食:Overestimate the wall temperature at low Re condition 
(2-5) Deissler correlation 
女女:Underestimate the wall temperature 
(2-6) Petukov correlation 
*女:U nderestimate the wall temperature 
(2-7) Gnielinski correlation * : Underestimate the wall temperature 
(2-8) Sleicher-Rouse correlation 
*女:Underestimate the wall temperature 
(2-9) Bergles-Rohsenow correlation 
ヲ崎女女:Overestimate the wall temperature 
(2-10) Dengler-Addams correlation 
女:Overestimate the wall temperature at Xex今ocondition 
(2・11)Shar correlation 
女:Underestimate the wall temperature at high Re condition 
(2-12) Chen correlation 
女:Underestimate the wall temperature at high Re condition 
(2-13) Sani correlation 
女:Underestimate the wall temperature at high Re condition 
(2-14) Mixture model 
女女:Underestimate the wall temperature for small-diameter tubes 
(2-15) Jens-Lottes correlation * : Underestimate the wall temperature at high Re condition 
(2-16) Thom correlation * : Underestimate the wall temperature at high Re condition 
DNB TYPE BURNOUT 
(4・1)Knoebel correlation 
女:Underestimate the CHF 
(4・2)Griffel correlation * : Underestimate the CHF 
(4・3)Zenkevich correlation ***** : Goodagreement with the data 
(4・4)Mirshak correlation 
女:Underestimate the CHF 
(4-5) Inasaka correlation 
*女*: Underestimate the CHF 
(4-6) Celata correlation *** : Underestimate the CHF 
(4・7)Vandervolt correlation * : Lowpredicting accuracy 
(4・8)Katto model 
女女:Overestimate the CHF 
(4-9) Celata model 
ヲtc-***: Good agreement with the data at LJηミ25
(4・10)Weisman-Pei model 
**女:Overestimate the CHF 
DRYOUT TYPE BURNOUT 
0・1)Macbeth correlation * * * : Overestimate theCHF without the data of the very small UD tubes 
(3・2)Katto correlation * * : Overestimatethe CHF without the data of the very small UD tubes 
0・3)Lowdermilk correlation **** : Underestimate the CHF for the data of the v町 smallUD tubes 
(3・4)FIDAS code 







































Conceptual view of the DNB type burnout models Figure 
